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開催趣旨

世界の一流大学とは何か?

毎年、さまざまな機関から「大学ランキング」が発表されており、ここ数年、中国を筆頭にアジア

の大学の上位進出が続いている。しかし欧米に比べると、まだその差は大きいといわざるを得ない。

21世紀アジアは世界の成長センターといわれている。成長を支えるのはイノベーションであり、

イノベーションを生み出す高度人材の育成が成長の鍵を握る。大学の役割はきわめて大きい。

一流大学の条件は、学術論文、出願特許などの指標に加えて、高等教育の質と研究の独創性、国際

性などが問われている。

今回の「日中大学フェア&フォーラム」では、日中双方のトップクラスの大学それぞれ約10校か

ら学長クラスにご参加いただき、世界最高レベルの大学を構築するための方策について語っていた

だくと同時に、パネルディスカッションで、教育と研究の両立、グローバル化、世界への貢献など、

日中双方の大学が抱えている課題について議論していただく。

テーマ： 世界最高レベルの大学を目指して ～高等教育と研究開発の両立をめぐって～

日程及び会場：
　フォーラム  平成28年５月６日 中国科学院学術会堂
 フェア  平成28年５月７-８日 中国北京全国農業展覧館新館
   平成28年５月10日 中国山東省済南万達凱悦酒店

主　催： 国立研究開発法人科学技術振興機構、中国科学院大学

開催概要



■日中大学フォーラム プログラム  ........................................................................................  3

■主催者挨拶  .......................................................................................................................  5

■来賓挨拶  ........................................................................................................................  10

■特別講演  ........................................................................................................................  16

■基調講演①  .....................................................................................................................  20

■基調講演②  .....................................................................................................................  23

■さくらサイエンスプラン紹介  ...........................................................................................  29

■中国政府国費留学制度について  .......................................................................................  33

■パネルディスカッション①：「大学における教育と研究の両立をめぐって」  .........................  37

■パネルディスカッション②：「世界最高レベル大学の条件とグローバル人材の育成」  ............  54

■閉会挨拶  ........................................................................................................................  77

■講演資料  ........................................................................................................................  81

Contents
【目 次】日中大学フェア＆フォーラム in China 2016



■総合司会 伊藤 宗太郎 科学技術振興機構 副理事
 呉 岳良 中国科学院大学 副学長

日中大学フォーラム プログラム

時間 内容 お名前 大学名／機関名・役職

9：30～9：50 主催者挨拶
丁 仲礼 中国科学院 副院長、中国科学院大学 学長

濵口 道成 科学技術振興機構 理事長

9：50～10：10 来賓挨拶

劉 叢強 国家自然科学基金委員会 副主任

戸谷 一夫 文部科学審議官

伊藤 康一 在中国日本国大使館公使（次席）

10：10～10：40 特別講演 野依 良治 科学技術振興機構研究開発戦略 センター長

10：40～11：05 基調講演① 万 立駿 中国科学技術大学 学長

11：05～11：30 基調講演② 里見 進 東北大学 総長

11：30～11：40
さくらサイエンス
プラン紹介 沖村 憲樹 科学技術振興機構 特別顧問

11：40～11：50
中国政府国費留学
制度について 張 寧 国家留学基金管理委員会 副事務局長

11：50～13：30 休　憩

13：30～15：10

パネルディスカッション①　テーマ：大学における教育と研究の両立をめぐって

モデレータ 呉 朝暉 浙江大学 学長

パネリスト

鵜飼 裕之 名古屋工業大学 学長

羽田 正 東京大学 理事・副学長

藤嶋 昭 東京理科大学 学長

室伏 きみ子 お茶の水女子大学 学長

段 献忠 湖南大学 学長

関 乃佳 南開大学 副学長

王 乗 蘭州大学 学長

袁 駟 清華大学校務委員会 副主任

15：10～15：30 コーヒーブレーク

15：30～17：50

パネルディスカッション②　テーマ：世界最高レベル大学の条件とグローバル人材の育成

モデレータ 角南 篤 政策研究大学院大学 副学長

パネリスト

久保 千春 九州大学 総長

西尾 章治郎 大阪大学 総長

橋本 周司 早稲田大学 副総長

松尾 清一 名古屋大学 総長

山極 壽一 京都大学 総長

山口 佳三 北海道大学 総長

蘆 中昌 大連理工大学 副学長

寧 濱 北京交通大学 学長

席 光 西安交通大学 副学長

周 玉 ハルビン工業大学 学長

朱 崇実 厦門大学 学長

17：50～18：00 閉会挨拶
呉　岳良 中国科学院大学 副学長

安藤　慶明 科学技術振興機構 理事

2016年５月６日（金）





挨拶および
特別講演・基調講演
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主催者
挨拶

ご在席の皆様、おはようございます。中日両国
のハイレベルな学校の交流、そして協力を促進す
るために、中国科学院大学および日本の科学技術
振興機構JSTとともに、ここで日中大学フォーラ
ムを開催する運びとなりました。

私は、中国科学院ならびに科学院大学を代表い
たしまして、ご参加の皆様、そして科学教育の同
僚の皆様、特にはるばる日本からお越しいただき
ました日本の皆様に心より歓迎を申し上げます。
また、中国国家自然科学基金委員会、中国留学基
金管理委員会ならびに中国の大学の学長の先生
の皆様、そして関係者の皆様に心より感謝を申し
上げます。とりわけこの席で濵口理事長、そして
沖村特別顧問、有馬先生、JSTならびに日本の各

大学の皆様のご協力に感謝申し上げます。
日中大学フォーラムは両国の大学の間で開催す

るフォーラムであります。双方の努力によって、
既に両国の大学の間で大きなイベントになりま
した。非常に幅広い、そして認知度の高いイベン
トの一つとなり、これまでに既に９回開催してお
ります。このフォーラムの開催のためにご尽力を
くださった皆様、そして両国の科学技術協力のた
めにご尽力した関係者の皆様に敬意を払いたい
と思います。中日両国は一衣帯水の隣国であり、
文化に関しても似通ったところがございます。こ
れまでに紆余曲折がありましたけれども、総じて
いえば友好関係にあり、友情は両国の国民が追求
する目標であります。

1960 年代の初めに、中日
両国は民間レベルにおいて
科学技術交流を行いました。
その交流を通じて、新しい中
国の誕生以降、中国の科学者
が世界を知るきっかけにな
りました。72年、両国間の国
交が正常化し、郭沫若元中国
科学院委員長も日本に留学
しました。それ以外にもた
くさんの人が日本へ留学し
た経験がございます。

また、1980年5月には両国
政府間で、科学技術の交流
の覚書を結びました。それ
に伴ってさまざまな事業が
展開いたしました。例えば、

丁 仲礼　■中国科学院 副院長／中国科学院大学 学長

1957年浙江省生まれ。中国科学院地質研究所第四期地質及び古気候博士、研究員、博士指導教官、
中国科学院院士。現在、中国科学院副院長兼中国科学院大学学長、第12期全国人民代表大会教科
文衛委員会委員、中国民主同盟副主席。兼務として中国第四紀研究委員会主任等。北京市第10期
政協常委、第10期全国政協委員、第11期全国人民代表大会教科文衛委員会委員等を歴任。国際
IGBP-PAGES執行委員会委員、国際山地総合発展センター理事等を務める。元中国科学院地質・
地球物理所所長。第四紀地質、特に中国黄土研究分野研究において寄与した。

PROFILE
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1980年に科学院の物理化学院と東京大学の間で
中日エネルギー宇宙関係の研究プランが発足し、
86年には中国科学院の科学進歩１等賞を受賞い
たしました。また、世界から注目を浴びるように
なりました。92年、中国科学技術大学と東京大学
が先頭に立ち、50余りの大学が参加した新たなプ
ロジェクトを推進しました。2005年には中国科
学院の生物物理研究所、微生物研究所が、それぞ
れ東京大学の医学研究所と協力して北京におい
て両国の結核等の共同ラボをつくりました。微生
物も含めてですね。2013年、科学院がJSTとの間
で１回目の大学フォーラムを開催しました。環境
フォーラムも開催しました。

科学院として日本の皆様とさまざまな共同プロ
ジェクトを推進してきました。申し上げたのはあ
くまでも一例でしかなく、その他いろんな成果も
得ることができました。

私どもは大学院の研究を主とする機関でありま
す。また、特色のある大学でもあります。科学院
大学ですが、78年にできまして、これは新しい中
国ができてから初めての大学院生を育成する教
育機関であります。2014年からは小規模で学部
生も募集をかけております。中国科学院のプラッ
トフォーム、そしてチャンネルを生かしまして、
中国の80余りの研究機関ならびに高度学校との
間で密接な関係を締結してきました。

ドイツやフランスの研究機関、アメリカの科
学院、オランダロイヤルアカデミー、JST、日本
学術振興会、東京大学、筑波大学等のパートナー

シップを結び、また、デンマーク科学技術部、コ
ペンハーゲン大学等、８つの大学と協力して国際
的視野を持つ人材の育成に力を入れてまいりま
した。

2013年には科学院とともに新たな奨学金計画
をつくりまして、アフリカの大学への支援を開始
いたしました。現在、世界80余りの国から1,100余
りの留学生が、本校で学んでおり、そのうち日本
からの留学生は６名であります。外国人博士留学
生の在籍人数は736名、中国の大学の中でトップ
レベルを誇っております。

今回のフォーラムを開催する目的の一つとし
まして、交流を通じて両国の科学技術の役割をさ
らに発揮し、高等教育のグローバル化に向けてい
かに協力し合うかを話し合い、そして挑戦に向か
い、両国の高等教育のために尽力していく所存で
す。これから双方の代表者より、それぞれの大学、
研究機関の話についてご講演をいただく予定と
なっております。非常に内容、中身豊かなフォー
ラムとなっております。ですから、双方の努力の
下で2016年の日中大学フォーラムが成功裏に終
了し、より多くの成果を得られることを祈念して
おります。そして、新たな活力も注ぐことになる
かと思います。また、私ども科学院大学としまし
ても、皆様の講演からさまざまな経験を学べるこ
とも期待しております。最後に、中国そして日本
の関係者の皆様に、再度感謝を申し上げます。あ
りがとうございました。
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主催者
挨拶

濵口 道成　■国立研究開発法人科学技術振興機構 理事長

1980年3月 名古屋大学大学院医学研究科博士課程修了
1985年9月 米国ロックフェラー大学分子腫瘍学講座研究員
1993年12月 名古屋大学医学部附属病態制御研究施設教授
2002年4月 名古屋大学大学院医学研究科附属病態制御研究施設長
2004年4月 名古屋大学大学院医学系研究科附属医学教育研究支援センター長
2005年4月 名古屋大学大学院医学系研究科長
2009年4月 名古屋大学総長
2015年10月 国立研究開発法人科学技術振興機構理事長

PROFILE

科学技術振興機構、JSTの濵口でございます。
日中大学フォーラムの開催に当たりまして、一言
ごあいさつ申し上げます。

今回で９回目となりますこの日中大学フォー
ラムは、今や日中双方のトップの大学、研究機関
が集まる最重要のイベントの一つでございます。
中国科学院で開催できることを大変光栄に思っ
ております。中国教育部、中国科学院、国家自然
科学基金委員会、中国科学院大学および文部科学
省、在京日本大使館等の関係機関から賜りました
ご理解、ご協力に深く感謝申し上げます。ご多忙
のところお越しいただきましたご来賓、ご来場の
皆様にも厚く御礼を申し上げます。

言うまでもないことでありますが、近年の科学

技術分野での中国の発展には大変目覚ましいも
のがございます。研究者数、特許出願件数が世界
第１位となっております。研究費、論文数が世界
第２位まで上昇し、昨年は屠呦呦先生がノーベル
賞を受賞されました。私ども科学技術振興機構は
中国の科学技術ポテンシャルに極めて早い段階
から注目をしてまいりました。2002年に北京に
中国事務所を開設いたしました。そして、2006年
には中国総合研究センターを設置して、日中間の
大学交流や人材交流、情報の総合交流、各種調査
研究を行ってまいりました。2014年にはさくら
サイエンスプランを創設し、中国をはじめアジア
の優秀な若者が日本の科学技術に触れる機会を
提供しております。

今日、この日中大学フォー
ラムを盛大に開催できます
のも、これまでの地道な取
り組みがあっての結果と
思っております。この取り
組みに関しまして、当機構
の元理事長である沖村特別
顧問が昨年９月の中国政府
友誼賞の受賞に引き続き、
本年１月には中国政府の国
際科学技術協力賞を習近平
国家主席ご出席のもと、李
克強総理から授与されまし
た。このことは日本政府の
日中科学技術交流活動が中
国政府からも高く評価して
いただいたものと思ってお
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ります。私どもとしては、これを励みにして今後
とも一層の努力を傾注していきたいと考えてお
ります。

さて、日本では本年度より第５期科学技術基本
計画が開始しております。来るべき超スマート社
会に向けて、IoT、ビッグデータ、AI等の技術を
戦略的に強化するとともに、国内、地球規模で顕
在化しているエネルギー、資源、食料や防災、気
候変動等の問題解決に向けて、科学技術イノベー
ションの取り組みを進めることにいたしており
ます。このような社会からの要請は大学にも投げ
かけられております。基礎研究、イノベーション、
そしてそれらの担い手となる高度研究人材の育
成は、多くの役割が大学に期待されていることで
あります。中国でも本年より第13次5カ年計画が
始まったとお聞きしております。イノベーション
推進に向けて基礎研究強化と、キーテクノロジー
開発に関する大学への期待は高い物と推察いた
しております。

教育、研究の在り方、あるいは大学のマネジ
メントは、未だかつてない難しい時代に入ってい
ると言えます。第４次産業革命が始まった時代に
私たちは今生きているんだろうと、そう思ってお
ります。今、われわれは人類がいまだ経験したこ
とのない速さで進む技術革新の中にあります。イ
ギリスの研究によれば、アメリカにある706業種
の職業のうち半分が20年以内に消滅するという
予測があります。同じグループの研究が最近日本

の職業についても研究をされて、48パーセントが
14年以内に消滅する。まさにわれわれは第４次
産業革命の中にあります。

その中でグローバル化された世界の中で、情報
や知識は瞬時に広まり、パラダイムの転換、産業
や社会の変化を促進しております。研究におい
ては10年かけて得た知見や研究成果が数カ月の
うちに塗り替えられるということが、今頻繁に起
こっております。私たちに課せられた使命と責任
は大変重いものがあると考えております。

今、大学は他の大学、研究機関、企業と交流・
連携するようなオープンな環境、しかもグローバ
ルな環境を構築して多面的かつ効率的に研究で
きるような形をつくらなければ、トップ大学とし
ての評価を受けられません。また、この時代の要
請に応えることもできません。国際的な研究ネッ
トワークの中で、日中の大学のプレゼンスを向上
していくためにも、連携・協力の強化が今一度議
論される時期に来ていると思います。私たちの協
力の質と量をさらに強化する活動が必要である
と考えております。

このような認識のもと、本日は日中のトップク
ラスの各大学の学長にご参加いただき、大学を巡
る諸問題についてご議論いただくこととなって
おります。実り多い議論が展開され、日中間のさ
らなる交流の深化につながることを深く祈念し、
私からのごあいさつとさせていただきます。本日
はご来場ありがとうございました。
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尊敬する丁院長、尊敬する濵口理事長、学長の皆
様、ゲストの皆様、おはようございます。このたび、
中日大学フォーラムの開催に際し、私は中国NSFC
を代表いたしまして、このフォーラムの開催に熱烈
な祝賀の意を表します。そして、中国科学院大学と
日本科学技術振興機構の周到なご配慮に対し、衷
心より感謝申し上げます。

中国自然科学基金委員会ですが、1968年に設立
された中国国務院の傘下にある事業団体でありま
す。設立して30年以来、中国の高等教育と科技研
究事業の発展を目の当たりにしてまいりました。
日本科学技術振興機構を含めた86の海外の研究
機関、国際組織と安定的な協力関係を結んでおり
ます。

中国の基礎研究をサポートする主なルートとい
たしまして、われわれは日本との協力関係を大変
重要視しております。科学技術振興機構、そして日
本学術振興会と緊密な連携、協力関係を維持して
まいりました。協力内容・形式はさまざまで、既存
の共同研究もあれば、また共同シンポジウムや希
望会議等の開催、人材の交流の協力もございます。
中日間の研究理事会の議長会議の傘下にあるASD
ポテンシャル計画の全面的な協力も含まれており、
両国の学術交流の促進、科学技術関係の発展の重
要な構成部分となっております。人材の育成のた
めに相互理解を深め、共同発展を図るために大き
な役割を果たしてまいりました。

大学は、より一層、科学イノベーションのために
無限なるビジョンと推進力
を提供しており、また、基礎
研究の主力となり、国家のイ
ノベーションシステムの重
要な構成部分となっていま
す。基礎研究は世界一流の大
学の構築、科学教育によって
優秀な人材の育成、イノベー
ションシステムの創出のため
に重要な役割を果たしており
ます。大学、そして科学技術
と融合することによって、科
学の社会化、イノベーション
人材の育成、イノベーション
成果の輩出のために重要な
役割を果たしています。この
法則を実践し、われわれは自

1955年10月生まれ、研究員、博士指導教官。国家自然科学基金委員会副主任、環境地球化学国家重点実験室学術委員会主任。中国
科学院院士、貴州省省管専門家（第一期）、国家百千万人人材工程専門家、国家傑出青年科学基金受領専門家、政府特殊手当受領専
門家、中国科学院百人計画入選者。
1978年3月-1982年2月 南京大学地球科学学部岩石鉱物地球化学専攻、学士（理学）。1982年3月-1984年12月 中国科学院地球化学研究所、
修士（理学）。1985年1月-1986年4月 同、アシスタントフェロー。1986年5月-1987年4月 日本理化学研究所客員研究員。1987年5月-
1988年3月 日本東京大学理学部化学科客員研究員。1988年4月-1991年3月 同、博士（理学）。1991年4月-1994年4月 日本理化学研究
所基礎科学特別研究員。1994年3月-1996年10月 日本国立電気通信大学化学専攻副教授。1996年10月-1997年6月 中国科学院地球物
理研究所研究員。1997年7月-1998年7月 中国科学院地球化学研究所常務副所長。1998年7月-2009年9月 同所長。2011年11月-現在 
環境地球化学国家重点実験室学術委員会主任。2011年12月 中国科学院院士に選出。2013年2月-現在 国家自然科学基金委員会副主任。

PROFILE

劉 叢強　■国家自然科学基金委員会 副主任

来賓挨拶
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然科学サポートシステムを大きく変化させなけれ
ばなりません。中日大学の学長が一同に会し、イノ
ベーション活動について議論し、大学の人材の育
成について議論するということは、両国の科学技
術の分野に対しては重要な交流の機会であります。

中日両国は隣国であり、緊密な連携関係を持っ
ています。科学技術の協力は両国協力の重要な構
成部分となっています。双方はいろんな合意があ
り、広く協力が行われています。近年、中国の成長
はめざましく、また日本は多くの科学技術の先進
的な管理経験を持っておられます。お互いに補完

互恵を達成できると思います。科学技術者は双方
がさまざまな対話のプラットフォームを重層的な
ものとして、相互理解を深める必要があります。

われわれNSFCは日本のJST、JSPSと共に両国
の科学家同士の実務的な協力を促進し、より多く
の実質的な進展を獲得し、中日サイエンス、教育、
相互関係の健全な長期的発展を促進することに寄
与したいと思います。最後に、このフォーラムの開
催の成功を祈念し、在席の皆様のご健勝を祈りま
して、私の挨拶といたします。ありがとうございま
した。
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来賓挨拶

ただ今、ご紹介にあずかりました文部科学省の
文部科学審議官の戸谷でございます。本日の日中
大学フォーラムの開会に当たりまして、一言ごあ
いさつをいただく機会を得まして、大変光栄に存
じております。まずは、日中の多くの大学や関係
機関からのご参加を得て、本大学フォーラムが開
催されますことにつきまして、心からお喜びを申
し上げたいと思います。

先ほどよりいろんなご紹介、お話もございます
けども、この科学技術分野におきまして日本と中
国の関係は今や共に学び、共にアジアをリードす
る重要なパートナーとして、イノベーションの創
出に向け今後ともより一層協力を深化させていく
関係にあると考えております。極めて重要な関係

にあると考えております。
私自身も今年に入りまして、２月に昆明で開催

をされました日中の科学技術政策に関するセミ
ナーにも出席をさせていただきましたし、また４
月にはライフサイエンス分野を中心とした中国の
卓越した女性研究者の日本の訪問といったことも
ございました。そういうことで非常に日中間の関
係が、これまでも緊密に行われてきたことにつき
まして感謝申し上げたいというふうに思っており
ます。また、今回のフォーラムを契機といたしま
して、大学間、あるいは大学と企業、学生間の技
術交流、人材交流がさらに促進されることを強く
期待をいたしております。

近年ますますグローバル化が進む中におきまし
て、国際的な教育研究交流の
重要性というものが一層増
しているということにつき
ましては、もう論を待たない
ところでございます。中で
も中国は日本にとりまして
大変重要なパートナーでご
ざいまして、日本の大学と中
国の大学等との協力協定の
締結の数を数えてみますと、
なんと4,000にも上るという
ことで、大学間同士、あるい
は大学の中の学部だとか、い
ろいろな単位で非常に活発
な交流が行われているとい
うふうに認識を致しており
ます。

戸谷 一夫　■文部科学審議官

1980年、旧・科学技術庁入庁。以来、原子力分野、ライフサイエンス分野、宇宙開発分野等、科学技術政策に関わ
る幅広い分野に従事。パリの経済協力開発機構原子力機関（OECD/NEA）、宇宙開発事業団（現・JAXA）ロサンゼ
ルス事務所等にも勤務。
2006‒2008：文部科学省 大臣官房会計課長
2008‒2009：同 大臣官房審議官（高等教育局担当）
2009‒2012：独立行政法人日本原子力研究開発機構 理事
2012‒2013：文部科学省 研究開発局長
2013‒2015：文部科学省 大臣官房長等を歴任し、2015年8月より現職。
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また、日中間の学生交流といったようなことを
考えましても、日本から見ますと中国というのは
大変大事な国でございまして、日本で学ぶ全留学
生のうち、実はその中の４割以上が中国からいら
していただいている留学生でございます。また、
最近日本人の海外の留学先ということにつきまし
ても、中国は非常に重要な役割を果たしていただ
いておりまして、中国は日本人の海外の留学先と
いたしましては全体として日本人の留学生の中で
の３割が中国で学ぶということになっておりまし
て、今や中国が最大の日本からの留学先というこ
とにもなっております。

また、後ほど科学技術振興機構の沖村特別顧問
から日本アジア青少年サイエンス交流事業、さく
らサイエンスプランのご紹介があると思いますけ
れども、このさくらサイエンスプランをはじめと
した日中交流というものも今後さらに推進、発展
していくことが期待されております。

今回のフォーラムのテーマは、「世界最高レベ
ルの大学を目指して」ということでありますけれ
ども、文部科学省といたしましても、各大学のグ
ローバル化への取り組みにつきましては、今さま
ざまな支援策を講じているところでございます
し、今後ともこの取り組みにつきまして引き続き
強化していきたいと考えております。

また、日本におきましては科学技術基本法に基
づきまして、５年ごとに科学技術基本計画を策定
することとなっております。本年は５回目の基本
計画が実施をされる、スタートする年ということ
でございます。この１月に第５期の科学技術基本
計画というものが策定をされました。本計画に

おきましては、人材力の強化、大学改革、あるい
は大学の機能強化、それから国際的な研究ネット
ワークの構築、国際共同研究の推進というものが
強くウタワレテおりますけれども、さらにわれわ
れとして目指すものといたしまして、ICT技術を
最大限に活用いたしまして、人々に豊かさをもた
らすための超スマート社会、これをSociety5.0と
いうふうに言っておりますけれども、そういうも
のの実現といったものが最大の目標として掲げら
れておりまして、文部科学省といたしましてもそ
の実現に最大限の努力をしていきたいというふう
に考えております。この中でも国際的な取り組み
につきましては、中国との間での協力の強化につ
きまして、引き続き進めてまいりたいというふう
に考えております。

この日中大学フォーラムが果たす役割は非常に
大きく、本日この場にも日中両国からさまざまな
立場の方々のご参加をいただいているというふう
に思っております。今後につながる有意義な交流
が行われ、大学間交流、あるいは学生交流、研究
交流、産学連携、そういったさまざまな面におき
まして活動が一層促進されまして、日中間の大学
にとりまして双方緊密な連携が構築されるものと
期待をいたしております。

文部科学省といたしましても、引き続き最大限
の支援をしてまいりたいと考えております。この
フォーラムを契機といたしまして日中の大学間
交流、科学技術の協力がさらに促進されることを
祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきま
す。どうもありがとうございました。
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では、初めに少し中国語で。尊敬する中国科学
院大学学長、中国科学院副委員長の丁仲礼様、中
国国家自然科学基金委員会、劉 強副主任、日本
文部科学省、戸谷一夫文部科学審議官、日本科学
技術振興機構JST、濵口道成理事長、ご来賓の皆
様、おはようございます。ありがとうございます。

日中大学フォーラムの開催に際しまして、謹ん
でごあいさつをさせていただきます。日中大学
フォーラムは日本と中国の大学交流を目的にし、
2010年に東京で第１回を開催して以来、2014年
から日本と中国両方で開催されるものでありま
す。現在は既に日中学術交流の中で最大級のもの
になっています。今年は北京で盛大に開催される
ことになりまして、心からお祝い申し上げます。

それでは、続きまして日本語を使わせていただき
ます。すみません。

中国では産業構造の転換と高度化が重要な国
家目標としてうたわれており、今年３月に採択さ
れました第13年5カ年計画においても、イノベー
ションが５つの新たな発展理念の筆頭に掲げら
れ、その核心に科学技術イノベーションが位置付
けられました。また、経済発展を支えるための人
材強国の建設を加速することも明記されており
ます。

一方、日本では本年１月に決定されました、第
５期科学技術基本計画において大変革時代が到
来し、国内外の課題が複雑化する中で、科学技術
イノベーションの必要性が増大しており、人材の

強化等日本を世界で最もイ
ノベーションに適した国に
導くとしています。

こうした状況の中で今回
のフォーラムのテーマは「世
界最高レベルの大学を目指
して」であると伺っていま
す。李克強総理は３月の政
府活動報告の中で、「イノ
ベーション文化を大いに発
揚し、人に先んじて新しい
ことを試み、失敗を寛容す
る好ましいムードを形成す
る」と述べておられます。

イノベーションの創出
の鍵は、何といっても人材
です。果敢に挑戦し、未来

伊藤 康一　■在中国日本国大使館公使（次席）

1959年生まれ。1984年 東京大学卒業、外務省入省。1985‒1987年 中国南京大学にて語学研修。1988年 
ハーバード大学院修士（中国研究）。1994‒1996年 外務省アジア局中国課課長補佐、首席事務官。1997‒
1999年 ジュネーブ国際機関日本政府代表部（WTO担当）。1999‒2001年 在中華人民共和国大使館（一等
書記官、参事官）。2003‒2005年 外務省国際社会協力部地球環境課長。2008‒2010年 外務省アジア大洋
州局地域政策課長。2010‒2012年 在マレーシア大使館公使。2012‒2015年 在広州日本国総領事。2015年
5月 在中華人民共和国日本国大使館公使（次席）。
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を切り開いていく若い人材がなくしてイノベー
ションは生まれません。その意味で高度人材の
育成を担う大学の果たす役割は極めて大きく、今
回のテーマは日中両国にとってまさに時宜にか
なったものであると思います。

また、日本の安倍総理は１月の国会におきまし
て、今後の政策の基本政策に関する演説の中で、

「イノベーションを次々と生み出す社会へと変革
する、その鍵は多様性である、多様性の中から新
たなアイデアが生まれ、イノベーションが起こ
る」と強調されました。日本は科学技術分野にお
ける日中間の青少年交流を高度に重視しており、
沖村JST特別顧問が後ほど紹介されるさくらサ
イエンスプランは、中国指導者からも高い評価を
受けております。日中の青少年が国を超えた多様
性の中でお互いに刺激し合う、そのことにより両
国の若者の心の中にイノベーションの種が育ま
れているものと確信をしております。

本日のフォーラムでは2001年にノーベル化学
賞を受賞された野依良治JST研究開発戦略セン
ター長による特別講演や、日中の大学トップの
方々による基調講演およびパネルディスカッ
ションが予定されているとお聞きしております。
日中両国からこれだけハイレベルかつ多数の大
学や教育、科学技術の関係者が一堂に会すること
はめったにない、極めて貴重な機会であると思い
ます。ぜひ活発な議論が展開され、日中の知の交
流が深まることにより、両国の明るい将来展望が
共有されることを期待しております。

最後になりますけれども、このような重要な
フォーラムを開催していただきました中国科学
院大学、そして日本のJSTに心より御礼申し上
げ、そして皆さんの一層のご多幸、さらに日中関
係のさらなる発展をご祈念申し上げます。ご清聴
ありがとうございました。
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特別講演

おはようございます。ご紹介いただきました、
野依でございます。本日はこのような立派な
フォーラムにお招きいただきまして、未来の科学
技術を担う皆様方にお話しできることを大変に
光栄に存じております。

きょう私が申し上げたいことは、これからの社
会において個人はもとより大学も国も、全てが世
界中でつながっていて、孤立しては生きていけな
い。そして科学技術もまた国際的に連携教育しな
ければ存立し得ないということであります。特に
日中関係は大事であります。

私が初めて中国を訪れましたのは 34 年前の
1982年のことです。中国科学院上海有機化学研
究所における中国、日本、米国、有機金属無機化
学シンポジウムに参加するためであります。小
さくて見えにくいわけでございますけれども、議
長である黄耀曾先生の後ろに、43歳の私が立っ
ております。当時日本と中国の科学界が互いに交
流の手掛かりを探る中で、特に熱心に仲介してい
ただいたお一人が大連化学物理研究所の教授で
あった郭和夫先生であります。この方は偉大な文
学者、政治家、そして初代中国科学院委員長でも
あった郭沫若先生のご長男であります。父上と同
じく日本で教育を受けられましたけれども、立派
な科学者であるだけでなくて、心優しい紳士でご
ざいました。郭先生のおかげで、私は多くの中国
科学者と友情を育むとともに、共にケミストリー
の発展に努力してまいりました。

少しだけ研究のことをお話しいたしますと、私
は化学、ケミストリーにおける右と左の問題に関
わってまいりました。多くの有機化合物に右手系

と左手系がございます。鏡像異性体と呼ばれ、両
者は同じ化学式を持ち、そして少しの相違しかあ
りません。しかし、これらが生物現象、あるいは
生命現象に関わると大変大きな違いになること
がございます。鏡像体によって味が違ったり、に
おいが違ったりすることは非常に多いのであり
ます。

左上の図にございます、S体のグルタミン酸ナ
トリウムは、日本人科学者の池田菊苗が発見し、
味の素の商品名で発売している、うまみ物質であ
ります。一方右手系の化合物は苦いというふう
に言われています。ご参席の方で血圧の高い方
は、一番右下にございますリピトールという薬を
服用されているかもしれません。一時は年商が
100億ドルを超えた超大型の薬でございますけれ
ども、これも右手系だけが有効であります。

このように生体に関わる医薬をはじめ農薬、食
品添加物、香料といった産業技術の発展のために
は純粋な鏡像体の実用的な入手は最も大きな課
題でありまして、この問題をケミストリーの観点
で解決することが私たちの仕事でございました。

私の研究は不斉合成化学といいまして、左右の
分子をうまく作り分けるものであります。今年
でちょうど50年になるわけでございますが、左
のほうにございます、京都大学に居ました27歳
のときに偶然に他の目的の研究から、この原理を
発見いたしました。しかし、実用性は全くありま
せんでした。後に、中央にございますように、名
古屋大学に移りまして有効な不斉水素化法とい
うものを開発いたしまして、幸いにもこれがノー
ベル化学賞の対象になったわけでございます。私

野依 良治　■国立研究開発法人科学技術振興機構 研究開発戦略センター長

2001年ノーベル化学賞受賞者、中国科学院外国籍院士。1963年京都大学大学院工学研究科修士
課程修了。名古屋大学教授（1972-2003年）、理化学研究所理事長（2003-2015年）などを経て、
2015年から現職。日本学士院およびローマ法王庁科学アカデミー会員、全米科学アカデミー、英
国王立協会、ロシア科学アカデミーなどの外国人会員。1995年日本学士院賞、2000年文化勲章、
2001年ウルフ賞、米国化学会ロジャー・アダムス賞などを受賞。

PROFILE
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でありますけれども、一方で中国の化学技術には
たくさんの大きな特徴がございます。まず5000年
にわたる歴史があり、この間にさまざまな知識と
伝統技術が蓄積することによって東洋文明を先
導してこられました。紙、印刷技術、火薬、羅針
盤の４大発明は特に有名でありまして、これは
ヨーロッパに伝えることによって、近代科学の発
展にも大きな影響を与え、ルネサンス時代まで最
高の水準を維持してきました。

中国の自然と人間は一体である、天人合一、と
いう包括的な世界観は西洋の還元主義との考え
とは明らかに異なるわけであります。漢方薬は恐
らくその概念から生まれたものであると考えて
おります。そして、この流れに沿ってマラリアの
治療薬、アルテミシニンを発見された屠呦呦先生
が昨年わが国の大村智博士、アメリカのキャンベ
ル博士とともに中国人初のノーベル生理学・医
学賞を受賞されたということでございまして、皆
様に誠におめでたいというふうに申し上げたい
と思います。

既に中国は世界第２位の科学大国でございま
すけれども、今後とも若い世代が欧米人とは異な
る自らの特質を生かして、優れた科学技術を生み
出されることを祈念しているわけでございます。

科学技術は個々の人々の豊かな人生、国の安全
かつ平和な存立と繁栄、そしてさらに広く人命、
人類文明の維持のためにあります。これからの
技術もこの観点から信頼ゆるぎないものでなけ
ればならず、単なるハード面の推進だけではなく
て、人間性の尊重、あるいは基本的な人権の維持、
さらにELSI、Ethical, Legal and Social Issuesで

たちの不斉合成法は世界で広く工業化されてい
るところでございます。

これは水素化反応ではございませんけれども、
高砂香料という所で30年以上稼働しております
私たちの不斉メントール合成のプラントであり
ます。このプロセスの成功の意味するところであ
りますけれども、実は1992年にアメリカのFDA
がラセミ転換の方針を打ち出しまして、医療の大
幅な改善をもたらしました。それまでの人工的
な医薬というものはラセミ体、すなわち右と左の
50対50の混合物でありまして、実は薬を倍に水
増しして売られていた、あるいは毒と薬の混合物
が売られていたというのが実情でございます。こ
こに左右いずれかの有効成分のみを上梓すると
いう、科学的に誠に合理的な医薬の実現があった
わけでございます。

現在、世界における医薬品の市場は100兆円に
達しますけれども、実は1980年代にはこのよう
な巨大な不斉合成はこれ以外どこにもございま
せんでした。私たちのひそかな自負は戦後の社会
復興を目指してきた日本の研究者たちの基礎科
学、さらに産学連携によるこの成果が恐らく先進
のアメリカの政策決定に強く影響した、こういう
ことだろうということでございます。これが私
たちの研究活動の単なる技術、あるいは事業性と
いったものを超えた大きな社会的な意義である
というふうに考えております。

さて、もう10年以上も前になりますけれども、
アメリカの工学アカデミーが20世紀をイノベー
ションの世紀というふうに捉えまして、私たちの
生活を決定的に変革いたしました、そこにござい
ます20の偉大な技術システ
ムを選んだわけであります。
電力の利用を第１に挙げて
おりますけれども、続いて
自動車、航空機、水の供給、
エレクトロニクスというふ
うに続いてまいります。中
にはやや問題を含むものも
ございますけれども、どれ
一つが欠けても私たちは生
きていくことができません。
これからはさまざまなバイ
オテクノロジーがここに加
わっていくはずでございま
す。

これらの技術は主に欧米
主導で開発されてきたわけ
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ありますけれども、こういったものを含めた本当
の社会性が求められると考えております。

左の下にございますように、18 世紀後半の
ジェームズ・ワットの蒸気機関の発明は社会を
一変いたしました。産業は鉄道、電力、化学工業、
自動車、石油化学等の分野においてさまざまな革
命を生み、現在は情報通信産業が隆盛を極めてお
ります。いずれもここに科学知識が根底にあり、
そして社会の要請に応えて科学技術者、工学者た
ち、そして企業体等が営々として努力した結果で
あります。この産業革命から現在に至る、一番下
にございます５次にわたるKondratiev waveは
10億人から70億人に増大した世界人口を支える
とともに、経済規模を実に250倍、現在９億兆ド
ルへと拡大させております。

今後は巨大な人口を有するアジア地域が主役
を果たすことになるわけでありますけれども、し
かしながらこの有限な惑星の中で持続的な文明
を営む上で、無限の量的拡大は不可能であること
は明明白白であります。経済はむしろ質の向上を
目指すべきであります。しかしながら現在では多
くの人が終わりの始まりではないかと懸念をし
ております。私どもは21世紀に生きているわけ
でありますけれども、いまだ20世紀の問題と格
闘している。現代はまさに矛盾内蔵型の社会であ
り、科学技術につきましても一方ではその価値を
強く肯定しながら、他方では否定もしなければい
けない事態に至っております。

そこにございますように、72億人を超える人口
爆発をはじめ、欧米諸国、そして日本も選んでま
いりました市場経済の蔓延、そして皆さんが望ん
だはずの産業技術の発達、そして生活様式の変化
等が大きな問題を引き起こしているからであり
ます。私たちを含む恩恵を受ける人々が責任回避
をしております。しかし責任のなすり合いではな
くて、現世代が総力を挙げてこれに解決に当たら
なければならないはずであります。

イギリスにおきましても実際に人類文明を揺
るがす、そこにございますさまざまな深刻なリス
クが予測されておりますけれども、広範かつ決定
的な影響を及ぼす事象への対応システムが全く
不十分であると言わざるを得ません。核戦争、原
子力発電事故、テロリズム等、愚かな人間が直接
的に関与する悲惨な結末への恐怖には、多くの政
府が関心を寄せ、そして不十分ながら管理体制を
整備しつつあります。しかし、マクロ経済の成長
神話による政治的リスクには全く備えがないと
いっていいのではないかと思います。

現在人類は再生不可能な天然資源の150パー
セントを消費しており、まだ見ぬ後継世代から許
可なくこれを借用しつつ濫費を続けているわけ
であります。昨年のパリにおけるCOP21会議で
議論されましたように、化石燃料エネルギーへの
過度の依存、非効率的使用の結果、年間CO2換算
で500億トンの温室効果ガスを排出しています。
自然が100万年かけて貯蔵した炭素資源を人類は
１年間で消費することになります。そして大気中
のCO2 濃度は既に440PPMに達し、これが主な
原因となって地球の温暖化は産業革命以来0.85℃
も上昇しました。しかし、直ちにCO₂排出をやめ
ましても、地球温暖化は今後とも不可逆的に進行
してまいります。

人口大国である中国、あるいはインドを担う若
い世代の方々の考え方、これは特に重要でありま
す。幸いにして長期的思考が得意である中国の
方々は化石燃料依存の回避の必要性と、その利点
を十分に認識されておりまして、またエネルギー
効率改善を国家成長の最重要戦略の一つに掲げ
られていることと伺っておりまして、これは極め
て力強い限りであります。

気候変動と関連して起こる、水および食料の安
全保障の危機、生物多様性の喪失、生態系サービ
スの喪失は、人類にとって切迫した脅威でありま
すけれども、産業技術の急速な進展に比べ倫理
的、あるいは社会的な進歩はあまりにも遅々とし
ております。かつて自然現象の支配下にあった地
球環境が、人間が駆動するAnthropoceneとなり
まして、その結果自らの生存を脅かす未曾有の厳
しい状況をつくり出しております。人々が自然に
正対し、そして知力と行動で克服する以外に、人
類生存の道は開けないというふうに思います。

私たちは今一度謙虚に、マハトマ・ガン
デ ィー の 言 葉、‶The Earth provides enough 
for everybody's need, but not for anybody's 
greed”を思い出さなければいけないと思います。

科学者たちは生物である人間が自然の摂理に
逆らって生存することはあり得ないことを明確
に示しました。38億年にわたる生物の進化、20年
のホモサピエンスの歩み、そして生命体の母とな
る自然との関わりを学びつつ人類生存に関わる
さまざまな問題を発見し、客観的、包括的な分析、
評価を行って環境の激変を示すとともに、そして
また危機対応について提案してまいったわけで
あります。しかしながら、市場経済の指導者たち
は成長こそが全てを解決すると、こういった神話
を掲げまして、非科学界、そしてマスメディアの
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強い支援を受けながら意思決定を先延ばしにし
てまいりました。

GDP成長を目標とするマクロ経済政策におい
ては、誠に私どもにとっては信じがたいことであ
りますけれども、経済開発の外部要素である自
然、天然資源の減少、あるいは環境負荷に関わる
社会コストは全く勘案せずシステムに内部化し
ておりません。なぜに自然資本、生態系サービス
の価値を体系に組み入れないのかと、甚だ不思議
なことであります。今や直ちに100年後の経済の
境界条件からバックキャストに基づく適切な政
策が求められるんではないかと思います。政治の
不作為、これは現代の若者たち、さらなる後継世
代への背信と言わざるを得ないと考えます。

このような状態を早くから憂慮し、人間のため
の経済学を提唱し、効率重視の市場原理主義を批
判し続けたのは、日本の宇沢弘文博士でありま
す。経済は単に富を求めるものではないとし、天
然資本、社会基本構造、公共組織資本等の社会共
通資本の枯渇を断固阻止しなければならないと
いうふうに説かれました。人類の叡知が高度な物
質文明を築いてきたことは大いなる誇りであり
ます。しかしながら国家的な野心が多くの戦争を
引き起こし、社会を疲弊し、また過剰な個人的な
欲望の集積がもはや修復不可能な環境破壊を招
きつつあることは大いに猛省しなければいけな
いことであります。何よりも現世代の倫理観、あ
るいは人生観、あるいは文明観の変革が必要かと
考えております。

加えて社会は一つであり、人類社会総がかりの
包括的な統治、意思決定システムの制動的能力が
問われているとこであります。まずは頭脳循環の
促進であろうかと思います。ある共通の目的に向
かって、多様な人々が迅速に離合集散するグロー
バル化の時代を迎えております。同時に急速に
ICTのネットワークが広がっております。その進
歩は現実空間に存在する時間と距離の制約を取
り払い、新しいサイバー空間をつくり得るという
ことであります。そして従来の個人知から新しい

集団知の時代へと移っているのではないでしょ
うか。クラウドを活用するオープンサイエンスに
よりまして知の競争を共につくり上げる。知の競
争が可能になりつつあります。巨大な複雑系の問
題の解決は、もはや一人の天才、あるいは秀才に
は不可能であります。誰が解決するかではなく
て、どうすれば解決できるのかということが大事
であります。そのためのビッグデータの活用、あ
るいはIoTの革命が始まっております。

一方で社会をより広く見ますと、2005年にティ
ム・オライリーが提唱いたしましたWeb2.0の傾
向が拡大しつつありまして、全ての人が発言力を
持つようになりました。私は新しい社会秩序が必
要であるというふうに考えています。科学技術の
社会実践には正当な、まっとうな文明論的な展望
が必要だろうと信じます。そして時宜を得た慎重
な制度設定と一体でなければなりません。科学技
術は常に二面性、あるいは両義性を持っており、
不確定要素も多いわけであります。大事なこと
は、起こり得る災害はいつか必ず起こるというこ
とでありまして、成り行き任せで取り返しのつか
ない事態を招いてはならないと思います。これか
らの時代を先導される皆様方には、超科学技術社
会の在り方についてぜひぜひ真剣にお考えいた
だきたいというふうに考えております。

いずれにいたしましても、私たちは生きるため
に最善を尽くさなければなりません。かの哲学者
ハイデッガーはこう言いました。「人間は死に望
む存在である」と。生者必滅、これほど確かなこ
とはありません。しかし、私は人類は愚かな行為
で破滅に至る存在ではあってはならないという
ふうに考えております。若い方たちは世界の人た
ちと手を携えながら誠実に世代を継承していか
なければいけないというふうに考えております。
そして、お互いの社会を深く理解し合える中国と
日本の協力関係は、その中核であってほしいと
願っております。どうもご清聴ありがとうござい
ました。
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基調講演

皆様、おはようございます。中国科学技術大学
の万と申します。今日の中日大学のフォーラムは
とても重要。日本からたくさん友達いろいろ集
まってとても親しい感じあります。実は私、仙台
の東北大学の卒業生です。私、東北大学の博士号
を取って1999年に戻って、今中国科学技術大学に
勤めています。向かい側にちょうど東北大学の里
見先生、座っています。とても親しい感じです。

それでは、中国語で発表させていただきます。
中国科学技術大学を代表いたしまして報告させて
いただきます。まず、世界一流大学を目指す際に
どのようにしてサイエンスリーダーを育成するか
についてお話しさせていただきます。

サイエンスリーダーを育成するということは世
界一流大学のミッションであります。中国の指導
者はこの人材育成を大変重視しております。世界
的規模ではイノベーションが叫ばれており、中国

でもイノベーションによる発展を唱えておりま
す。習近平国家主席はイノベーションによる成長
は実質的に人材による成長を目指すことだとおっ
しゃっております。大学は、イノベーションによ
る発展を実施する戦略、そして普通の大衆の創
業、万衆の創新の生力軍であるというわけであり
ます。

先ほどご登壇いただいた野依先生は、サイエン
スのリーダーとして、人類の進歩のために大変な
役割を果たされました。科学技術の発展は日進
月歩で、私たち人類社会が農耕時代から情報時代
に入り、第４次産業革命が始まったわけでありま
す。科学技術の革命の加速的な発展と融合によ
り、サイエンスリーダーのニーズは一層増してい
るわけであります。

世界の最高レベルの大学とは、私の理解ではや
はり４つの機能がなければなりません。まず一つ

目はサイエンスによるイノベー
ションであります。もう一つは国
家の戦略にサービスすること、も
う一つは社会文化をリードする。
さらには優れた人材の育成であり
ます。これらが世界最高レベルの
大学の４つの機能だというふうに
私は理解しております。

そのうち、優れた人材の育成と
して、われわれ科学技術大学とい
たしましては、技術を中心として
研究するということ、大学はその
サイエンスリーダーを育成すると
いうことが重要なミッションだと

万 立駿　■中国科学技術大学 学長

中国科学院院士、開発途上国における科学振興のための世界科学アカデミー（TWAS）フェロー、イ
ギリス王立化学会会員、中国科学技術大学学長。中国共産党第18期中央委員会委員候補。大連工
学院（現：大連理工大学）卒業後、日本の東北大学にて博士学位を取得。2004-2013年中国科学院
化学研究所所長。2015年3月より中国科学技術大学学長。現在、北京分子科学国家実験室主任、中
国電化学委員会主任、中国化学会副理事長等を兼任。

PROFILE
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自覚しております。イノベーションでけん引する
思考能力を持っていること、そして独自の学習、
模索の能力を持つこと、そして優れた専門的な素
質、指導、リーダーシップを持っているという人
材こそが、サイエンスリーダーと呼ぶにふさわし
いと思います。

それでは中国科学技術大学についてご紹介いた
します。1958年に北京にて設立され、1970年に安
徽省の合肥市に移転いたしました、中国科学院に
所属する大学であります。国家のため、世界のた
めにハイレベルのリーディング的なサイエンス
人材を育成するのが目的で、教育と科学研究にお
いて改革を進め、世界最高レベルの大学を目指し
て、イノベーション型の人材を育成に取り組んで
おります。

学校運営の方針といたしましては、研究所と学
部との融合を重視しております。先ほどのプレ
ゼンの中にありましたが、中国科学院の中には
100以上の大学があり、学科との関連性のある大
学と連携することができます。われわれの学校運
営の特色は、理工系・工学系の結合、理論的実践
との融合であります。1958年の開学のセレモニー
の中で、 臻元帥は「われわれの科学大学の目
標は先端的な科学、サイエンス人材を育成する」
ということを述べられました。そのときからサイ
エンスの人材の育成に取り組んできたわけであり
ます。

当校には18の学院、30の学部があり、在校生数
は２万１千人以上です。学部生は7,400人、修士
課程の学生は１万人、それから博士課程の学生が
4,000人以上、教職員は1,800人以上、そのうち中
国科学院院士と中国工程院院士を合わせて50人
であります。教授は547名でございます。こちら
は、基本的なデータでありますが、学部の設置は
基本的に、数学、物理、化学、エンジニアリング、
コンピューター、原子力等の理工学がメインであ
ります。

当校の学生の育成の特徴は、４つの側面で取り
まとめることができます。まず一つ目は、基礎教
育を重要視した、つまり専門的で活性化に満ちた
人材の育成、もう一つは、リーディング的なイノ
ベーション人材の育成、もう一つは、ハイレベル
のサイエンス人材の育成、もう一つは、大学の科
学技術研究と教育のイノベーション能力を保障す
るものであります。つまり、研究所、あるいは学
部との融合、ハイレベルの教員、そして研究の条
件、長期的な育成のモデルに依存するわけであり
ます。研究所と学部との融合という当校の経営方

針は1958年に既にスタートし、当時より銭学森先
生、華羅庚先生を初めとした著名な研究者、科学
者が科学研究院、あるいは私たちの科学技術大学
で各学部の学部長を務められました。このような
プロセスの中で、77年から99年まで大学の研究
員組織研究所との融合をさらに推し進め、ニュー
テクノロジー等の学部専門等を追加し、研究所で
も多くの研究科学家をお招きして、教員教育に当
たっていただいています。

そして、2000年から今まで100以上の学部と提
携関係を結び、共同研究、人材の育成、教師の相
互招聘、プラットフォームの構築、そして学部と
のさまざまな方面で協力が展開され、教育プラッ
トフォームを構築しています。

本部は合肥にありますが、上海には上海研究院、
合肥にビッグサイエンスセンター、そして蘇州に
は専門的な大学院生教育の拠点があります。上海
では特に国際著名な学術センターの構築、そして
量子通信産業化のハイライトをつくり上げること
を目的にしております。蘇州におきましては、プ
ロフェッショナルな大学院生教育の集団を育成
し、地域のイノベーション産業の発展を目指して
おり、ナノ研究所、医学工業研究所、常州先進製
造所等を有しております。

そして、またビッグサイエンスにつきましては合
肥にありますけれども、中国では最も集中的に研
究できる研究センターで、安定的な強い磁場を研
究しています。これは中国国内において唯一のも
ので、国際的に影響力のある研究分野であります。

このような基盤があり、教育の条件に恵まれた
中国科学技術大学は、国家の重大なプロジェクト
を請け負う能力もございます。例えば国家と関わ
りのある重大なニーズに合わせて、2015年12月、
暗物質粒子の探査衛星の打ち上げに成功いたし
ましたが、その中にはわれわらが研究開発した
量能器が搭載されております。そして、国家の重
要なサイエンスのプロジェクト、重要科学研究プ
ラン、国際の ITER計画等を合計で43件を請け
負っております。そして国家自然科学基金委員会
のイノベーション研究クラスターは合計で14個、
全国大学では３番目にランキングされています。

2015年、プラットフォームの構築においては新
たな進展がありました。中国では同調放射実験室
合肥光源重大メンテナンス改造プロジェクトが竣
工し、研究室の能力は格段に向上しました。同時
に私たちが自ら設計した国際的で先進的な巨大
な実験装置、例えばKTXは、特に磁気の収束の
核融合反応をやっております。これもまた公共安
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全におきましては大きな取り組みでございます。
2015年、初めて国家レベルの国際合同研究セン
ター、大規模な火災の国際共同研究センターを立
ち上げ、許認可されております。

研究所と学部の連携を通じ、丁院長の指導の下、
大学院生の教育は科学と教育をお互いに結びつく
段階から、科学と教育を融合し、人材の育成のプ
ラットフォーム、そして共有によって世界一流の
人材をつくろうとする段階に進めているわけであ
ります。例えば募集する枠ですけれども、本部以
外に科学的なアイランドとして、南京拠点の研究
所も科学技術大学の中の傘下に置きました。科学
技術大学大学院科学サイエンスアイランド分院を
つくりまして、統一的に募集、育成、管理、学位の
授与を行っています。

また、複数の学院を設置し、大学の発展のニー
ズに合わせて世界最高レベルの学科クラスター
をつくっております。例えば合肥物質科学研究
院とともに、核科学技術学院、環境科学と光電子
技術と融合しております。また、大学院生の教師
陣を拡大し、例えば合肥物質科学研究院は教授
を255名置いておりますが、そのうちアカデミー
メンバー４名、国家優秀青年５名、千人計画11名
であります。また瀋陽金属所も教授 139 名、そ
のうちアカデミーメンバー８名、国家優秀青年
16名、千人計画３名です。

科学技術と教育とを融合することによって、人
材の育成能力が増し、その教師陣も拡充されまし
た。このような条件に恵まれ、学生は多くの研究
所にて、夏休みや冬休み等を利用し各研究所での
インターンシップを行うことができます。また、
研究所で大学研究プランや卒業論文に取り組むこ
とができます。毎年述べ900人以上の学生が研究
所で科学的な実験を行い、研究所と共同で200名
以上の博士課程、600名以上の修士課程の学生を
育成しています。また、共に20余の学部専門を立
ち上げ、22の合同ラボを設置しそのうちの７つが
国家クラスに成長し、省レベルの重点ラボになっ
ております。また、７つの国家のビッグサイエン
スのエンジニアリングをつくっており、合肥物質
研究院や瀋陽等で分散して行っております。

当校では、新たな人材育成のモデルに取り組ん
でおります。78年、全国で率先して16歳以下の少
年クラスの学生の募集を開始しました。傑出した
才能を持つ学生が当校に入学することで、全体の
人材の育成のために大きな役割を果たしました。
また、人材の育成計画の共同メカニズムを考案
し、研究所と科学技術英才クラスを共につくり、

学部生、そして修士課程の連動システム、あるい
は修士課程と博士課程の連動システムの立ち上げ
をやったわけであります。科学技術大学におきま
して、基礎授業の中で、最初の数年間は自由に専
門を変更することができます。例えば、入ったと
きは科学、化学、物理を勉強するつもりだったの
が、この専門が自分に合わないと思ったら手続き
を経て転向あるいは変更することができます。３
年目から各研究所と密接に協力し、研究所に行っ
て研究をすることができますし、また自分の所属
している関連の実験室で研究を始めることができ
ますが、それより早くやる学生もいます。第２学
期から各研究室と協力関係を持つことができま
す。また、中国科学院の関連研究所で専門授業を
受けることができます。そして、学部生として卒
業後は研究所で修士課程・博士課程に進学するこ
とができるようになっています。

また、ハイエンド人材・優れた人材・リーディン
グ的なサイエンスのリーダーを育成するために、
ハイレベルの教師陣の育成にも力をいれておりま
す。国家の科学院各部署のハイレベルな人材政策
を利用して、教師陣の、あるいは人材の育成にお
いて多くの貢献をしています。ハイレベルの人材
の教員が全体の中の29パーセントを占めており、
また、海外の著名な研究者を教授や著名講師とし
てお招きしているというわけであります。

大学院はアカデミーメンバーが50人、発展途
上国の国家のサイエンスアカデミーメンバーが
15名、千人計画は44名、青年千人計画は146名と、
かなりのウエートを占めております。既に６名が
国家優秀青年に選ばれ、全国の26パーセントを占
めております。ここ５年間で輩出した優れた青年
人材の数は全国の大学の中で３番目にランキング
されております。

このような人材の育成により、私たちは多くの
学校運営の名誉を頂いております。教育部の学
科評価の中で、当校の14の国家重点学科がベス
ト10に入っています。物理学、地球物理学は全国
ナンバー１であります。天文学、原子力、核科学、
そして技術、化学技術史、安全科学、エンジニア
リングは全国でナンバー２であります。ESIにお
いては、14の関連学科の中で10の学科が１パー
セントに入っています。物理、化学、マテリアル、
エンジニアリングの４学科は、ESIの前の1000分
の１の学科に入っていると同時に、１論文あたり
の平均被引用数は世界平均レベルを超え、中国の
中でナンバー２となっています。ランキングなん
ですけれども、QSの場合は国内では６番目、世界
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的には113番目となっております。それ以外にも
THEですね、中国の中では３番目、BRICsの中で
は７番目。U.S.Newsのランキングにおいてはトッ
プ、上位にランクインされております。

また、人材育成の経験を蓄積しまして、2000年
以降イノベーション能力も大幅にアップしまし
た。2000年以降、国家自然科学一等賞を２つ獲得
いたしました。13年、15年ですね。。また、国務院
から授与された自然科学一等賞８項目がござい
ます。中国国内において上位にランクされており
ますし、国内のみならず世界においても、例えば
国内でナンバー１であったり、あるいはアジアの
トップ10にランクインされたり、非常に大きな成
果を上げてきました。研究成果ですが、2015年に
おいてイギリスの物理学会において10の大きな
プロジェクトに選ばれました。また、12次５カ年
計画における重要なプロジェクトとして、２つの
成果が選ばれました。

人材育成においてさまざまな事例がございます。
よく言うのは、1,000人の大学生のうち１人のアカ
デミーメンバーを輩出する、そして700人の博士、

あるいはマスターを輩出するということです。現
在既に67名の卒業生がアカデミーメンバーになっ
ております。また、論文の数ですけれども、全国で
３番目にランクインされております。また、一部の
卒業生が国防事業に従事し、20余りの「科技将軍」
と呼ばれるサイエンティストに選ばれました。卒
業生が中国で最も若いアカデミーメンバーに選ば
れた事例もございます。もちろんアメリカで賞を
受賞した人も居ます。アメリカのアカデミーメン
バーにも、私どもの学校の卒業生が数名おります。
また、これは科学技術の成果ですけれども、ダーク
マターとか、重力波、EAST核融合等において大き
な成果を上げてまいりました。

人材育成は非常に大事です。現在中国において
２つの一流というプロジェクトを既にスタート
させました。科学技術大学もこのような大方針の
もとで３つの試験区を設けまして、一流の大学を
目指して邁進しているところでございます。科学
リーダーを育成するのは私の使命であります。さ
まざまな取組みを今後とも推進していきたいと思
います。ご清聴ありがとうございました。

里見 進　■東北大学 総長

1974年3月に東北大学医学部卒業、ハーバード大学研究員、東北大学医学部第二外科講師、東北大
学医学部第二外科教授を経て2004年から東北大学病院長、2005年からは副学長も併せて務めた
後、2012年4月に東北大学第21代総長に就任。また、2014年11月から国立大学協会会長を務める。
1984年2月に医学博士号取得。専門領域は外科学一般、移植外科、肝臓外科。1999年の国内初の
脳死者からの臓器移植の際には、腎臓移植を執刀。
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皆さん、こんにちは。東北大学総長の里見であ
ります。本日、このように日中大学フォーラム
2016年が開催されますことは、私にとりましても
大変うれしいことであります。もう１年半ぐらい
になりますが、実は2014年にもこのフォーラムで
お話をする機会をいただきまして、その意味では
少し懐かしいという感じがいたしますし、先ほど
万先生がお話をされましたけど、東北大学の宣伝
になりますけど、この東北大学の多くの卒業生が
中国の社会の中でいろいろな面で活躍されている
のを拝見いたしますのは、私にとりましても大変
うれしいことであると同時に、本当に誇りに思っ
ております。

今回のテーマは「世界最高レベルの大学を目指
して～高等教育と研究開発の両立をめぐって～」
と伺っております。そして、頂きました資料を拝
見しますと、日中の人材育成協力、頭脳循環の強
化、国際産学連携がキーワード的に挙げられてお
ります。そのような観点から本学の取り組みを示
しつつお話をさせていただきたいと思います。

初めに、東北大学は1907年の創立以来、研究第
一、門戸開放、実学尊重の３つの理念を掲げて、
これまで世界最高水準の教育や研究を創造してき
たというふうに考えております。当初から専門学
校や高等師範学校の卒業生にも門戸を開きまし
て、1913年には日本ではまだ女性が高等教育を受
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けることに抵抗があった時代ですが、政府の圧力
にも屈することなく日本の大学として初めて３名
の女子学生の入学を許可し、門戸開放が本学の不
動の理念であることを世に示しております。

また、創立に当たりましては世界の学界でト
レーニングを積んできた若い俊英が教授として
集まったこともありまして、研究者が独創的な研
究成果を次々と生み出しながら、それを学生に対
して教育する、生かすという、研究第一主義の精
神が確立をされております。さらに、いち早く大
学発のベンチャーの企業を創設して、地域産業の
育成を図る等、世界最先端の研究成果や、社会や
人々の日常生活に役立てる、実学尊重の伝統も
重んじております。今後も研究の成果を社会が直
面する諸課題の解決に役立てて、指導的人材を育
成することによって、平和で公正な人類社会の実
現に貢献したいと考えたのが、本学の責務だとい
うふうに考えています。

その伝統と理念に基づきまして、最近飛躍的に
発展しておりますハイライト的な研究と、その研
究組織を通じました人材育成についてご紹介いた
します。まず、2011年３月に東日本大震災を受け、
震災からの復興と新たな価値を見出し、日本の新
生を先導する役割を果たす研究組織として、災害
国際研究所と、東北メディカル・メガバンク機構
を設立いたしました。その話をいたします。続い
て電子工学と、その発展分野であるスピントロニ
クスや、材料科学など、本学の従来からの強みの
分野であり、今後も重点的に研究開発を推進する
国際的研究拠点であります。そして、世界的イノ
ベーションの場でもある国際集積エレクトロニク
ス研究開発センター、また、原子分子材料科学高
等研究機構の紹介もいたします。

まず、震災の１年後、復興を先導するという立

場から本学は防災減災を学際的に研究する災害科
学国際研究所を設立いたしました。地震、火山、
津波等の自然災害の発生のメカニズムや、その物
理的作用という理工学の見地だけではなくて、古
文書の解析による過去の災害や、当時の対応の解
明など、地域学や歴史学とも融合した研究を進め
ております。この災害科学研究所の取り組みは
APEC や UNDP（国連開発計画）や、UNESCAP

（国連アジア太平洋経済社会委員会）等国際機関
との連携も進んでおります。

2015年の３月に仙台で行われました国際国連の
世界防災会議において、積極的に協力いたしまし
た。防災分野における大学間、またその他の組織
との連携の強化、キャンパスセーフティーの重要
性、データ共有の促進など、実践的防災学への貢
献を担いました。東北大学主催のシンポジウムで
は潘基文国連事務総長に講演いただきましたし、
また、国連との連携のもと東北大学は災害統計の
グローバルセンターになることが決まりました。
今後は震災の教訓を生かし、防災減災における革
新的な研究を行うとともに、世界における災害科
学研究教育拠点として活動することで、この取り
組みを共有、発展させていきたいというふうに考
えております。

同じく、震災から１年後、東北メディカル・メ
ガバンク機構を設立し、新たな研究組織が2014年
６月に竣工しております。機構が取り組む主な
事業は、医療情報とゲノム情報とを組み合わせた
バイオバンクの構築、さらには構築されたバイオ
バンクから遺伝子情報の解析を進めて、ゲノム情
報に基づいた未来型医療を築くことにあります。
地域住民コホートで８万人、３世代コホートで
７万人の遺伝子情報を抽出する予定です。15万人
の予定ですけれども、現時点で約14万人の遺伝蓄

積に成功いたしました。
バイオバンクの中の一部の遺伝

情報は、この機構により全ゲノム
解析を行っております。2013 年
11月に日本で初めて1,000人分の
全ゲノム解析を完了し、現在さら
に数千人規模を目指して解析を進
めております。単独の施設、単一
の方式により遺伝的に均質性の高
い国民集団を1,000人単位で高精
度に解析した事例は世界で初めて
であります。この結果から、全く
新しい研究成果が出ることが期待
されると思っています。
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国際集積エレクトロニクス研究開発センター
は、初の100パーセント民間拠出によるサイエン
スパーク第１号として 2012 年に設置されて以
来、革新的な集積エレクトロニクスシステム技
術の研究開発、世界をリードする活動を進めて
おります。具体的には本学が創出してきた革新
的コア技術の実用化に向けて、材料装置、デバイ
ス回路システム等の多様な国内外の企業と連携
をして、国際産学コンソーシアムを運営、推進し
ております。

また、若手研究者の俯瞰的視野の拡大や、専門
性の深化、実践力の習得を目指して、国内外の民
間企業へのインターンシップの制度を整備してお
ります。博士課程後期学生や、ポスドクおよび助
教を対象として、企業・研究機関で、２カ月間程
度の研究機関を設定することで、参加者が短期で
は得られないような知識と技術の習得に努め、広
い視野と人間力を備えた産業界のこれからを担う
人材育成を支援するものであります。このように
国際産学連携と、高度人材育成を有機的に連携さ
せております。

原子分子材料科学高等研究機構、AIMRは、日
本国内に世界トップレベルの研究拠点を形成する
ための、文部科学省が進めているWPIプログラ
ムによって設立された９つの拠点の一つでありま
す。2007年の設立以来、材料科学における世界拠
点になるべく、新たなシステムをつくり、研究活
動に取り組んでおります。2012年からは数学との
連携により、予見に基づいて材料を開発できるよ
うな、新学理を創出するための基礎的研究が進め
られております。

また、AIMRでは海外の研究機関と複合分野間
での双方向性の交流を行うために、３つの研究機
関と海外サテライトとして協定を結んでおりま
す。この協定に基づいてAIMRの研究者が現地
で研究を行えるスペース、AIMRジョイントセン
ターを設置することで、欧州、北米、アジアの各
地域で材料科学をリードする研究機関と、特に重
点的な共同開発を行える体制を整えています。ア
ジアの地域のサテライトは、中国科学院科学研究
所に設置しており、その主任研究員には私の前に
講演いただきました、中国科学技術大学の万立駿
学長になっていただいております。

これらの研究組織や、大学院研究科と連携し、
若手研究者による異分野融合の学際的研究を推
進することを目的として、総長直下の組織として
設立されたのが、学際科学フロンティア研究所で
す。研究所の活動の柱は、先端的学際研究の推進、

学内学際研究の発掘、若手研究者の支援に分けら
れますが、それらについては国際公募によって採
用した新領域創成研究部の若手研究者を支援する
ものである。尚志プログラムと名付けられており
ます。現在49名の助教が所属しており、研究に切
磋琢磨しております。

この学際科学フロンティア研究所や、先に紹介
したAIMR等、本学の若手研究者、大学院生が世
界トップの研究者と自由に討論できる場を提供す
る目的で設置されたのが、頭脳循環システム「知
のフォーラム」です。１テーマ３カ月のプログラ
ムには、世界のさまざまな研究分野、年齢、経歴
の方々が集結し、問題解決に向けて議論いたしま
す。芳名な研究者には１テーマ３カ月間本学に滞
在をしてもらう。学生や若手研究者にはノーベル
賞受賞者等の世界トップレベルの研究者とイン
フォーマルの形で自由にディスカッションできる
場になります。

中核組織である知の館には、セミナールームの
他、研究者がゆったりと過ごせる滞在エリア等、
くつろいで議論ができるサロンがあります。今、
社会における課題は、一つの研究分野に閉じこ
もっていては到底解決できない複雑な問題ばかり
です。違う分野に精通する人たちが、違う文化を
持っている人たちが出会って議論することによっ
て、問題や解決方法が生み出されてきます。その
ためにはごく短期のワークショップだけではなく
て、２なり３カ月間一緒に意見交換や議論を行わ
れることがとても大切というふうに考えておりま
す。知のフォーラムは若い研究者にそのようなこ
とを実現するための良質な場所と良質な時間を提
供できるというふうに思っております。

このフォーラムで設定する研究テーマ、本学が
教育改革の柱として取り組む、国際共同大学院プ
ログラムと密接に結び付き、相乗効果を図ってお
ります。東北大学は2014年に文部科学省のスー
パーグローバル大学創成支援の採択を受け、東北
大学の強みを生かして世界をけん引できる、世界
十指に入る学問領域と挑戦すべき新たな学問領域
を３つ設定し、その分野において海外有力大学と
共同教育を行う、国際共同大学院プログラムを順
次開始しております。

2015年にはドイツのマインツ大学と共同指導の
覚書を締結し、先行してスタートしたスピントロ
ニクス領域は、今後清華大学との連携も検討され
ておりますし、今年は環境地球科学がスタートい
たしますし、10年以内には全て７つの大学院がス
タートします。それ以外にも日本学等、多くの分
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野の国際共同大学院の準備を始めております。
これまで紹介しました各組織やその取り組み

を、大学全体の枠で捉えてみましたのが、東北大
学グローバルイニシアティブ構想になります。
スーパーグローバル大学創生支援事業における本
学の基本構想の核になっております。きょうはお
話しできませんでしたけれども、下のほうに書い
てありますね、グローバルリーダー育成の教育基
盤の整備を行って、国際共同大学院のほうに結び
付けていきたいと考えております。右側に書いて
ありますように、国際的な研究環境を整備すると
同時に、研究者を支援するURAの研究基盤の整
備を行い、本学の強み、弱みを分析し、さらに知
のフォーラムの海外展開や、WPI-AIMR型の特区
をつくり、研究を推進する。そのことによって両
者が相乗効果を持つことにより、私たちの大学は
世界から尊敬されるような、世界30傑の大学にな
ろうということを目指しております。

さて、ここからは少し東北大学と中国の交流を
見ながら、両国間の人材育成や、頭脳循環につい
てお話をいたします。これまで何度かお話させ
ていただく機会ありましたので、ご存じの方もい
らっしゃると思いますが、東北大学の前身である
仙台医学専門学校は、中国の文豪魯迅先生の留学
先でもあります。魯迅先生は、その著書の「藤野
先生」で、仙台での留学生活や、その恩師である
藤野先生との絆を描いております。１世紀以上
前、中国からの留学生だった彼に対し、藤野先生
はその若き留学生に対して毎週講義ノートを提出
させ、解剖図の医学的な誤りのみならず日本語の
誤りまで懇切丁寧な朱書きによる添削を１年もの
間行いました。本学と中国との教育・学生交流は、
まさにこの魯迅先生と藤野先生との意思と願いが
源流となっていると言えます。

こちらは、今年の藤野先生記念奨励賞の表彰式
の様子です。この奨励賞では、今後飛躍的に活躍
を期待される中国からの優秀な大学院留学生に対
して、魯迅先生の恩師である藤野先生の冠を付し
た賞を授与しております。2005年に創設し、毎年
５名程度の中国人留学生が受賞しております。こ
の中から今後第２、第３の魯迅先生が生まれるこ
とが本学の願いであります。

東北大学への中国の留学生には、魯迅先生の他、
蘇陳学派として中国現代数学の発展に大きな貢
献をした陳建功先生や、蘇歩青先生が有名です。
1929年に東北大学理学博士を授与された陳建功先
生は、日本の大学から理学博士を授与された初め
ての留学生です。また、蘇歩青先生も、陳建功先

生に続いて２番目に理学博士を授与された留学生
でした。その蘇歩青先生からは1983年に賞を本学
は頂いております。

その後、現代の中国と本学との交流状況といい
ますと、政治の冷え込みや大震災という要因に影
響を受けたものの、活発に行われています。受け
入れに関しては、やはり東日本大震災の2012年に
減少しておりますが、その後回復しております。
学生の数は協定校のいわゆる交換留学生の数です
ので、少なくなってしまうのですが、これとは別
途中国籍の学生は現在900名近く在籍しておりま
す。東北大学には86の国と地域から1,600名を超
える外国人が在籍しております。その留学生のう
ちの半分以上の学生が中国から来ております。研
究者や職員の交流を見ますと、むしろ本学から中
国への渡航が多くなっています。理由としては、
中国における科学技術水準の発展と、研究環境の
向上の他、日本人が中国に滞在する場合はビザが
不要など、移動環境が容易になったことも起因し
ていると思います。

続いて、共同研究実績に目を移しますと、これ
は東北大学の研究者と中国の研究者との共同論文
を年度別、期間別に並べた物であります。2014年
にはまだデータが掲載されていない論文もあるた
めに暫定数でありますが、順調に共著論文が出て
おりまして、共同研究が活発に行われているのが
伺えます。また、共著者の所属先としては、中国
科学技術大学がトップであり、ここでも万先生の
ご協力のおかげだと感謝しています。また、上海
交通大学や、中国科学院、北京大学、清華大学等、
中国のトップに位置する大学との共同研究も活発
であります。

続いて、教育の面での交流、連携として本学で
は清華大学と上海交通大学との間で共同研究プ
ログラムを実施しております。主に大学院生を対
象としておりまして、一部参加者には奨学金が支
給される制度になります。また、この他にも法学
研究科や、経済学研究科、史学研究科等において、
中国の大学と修士や博士のダブルディグリー・プ
ログラムを多数実施しており、質の高い人材育成
を行っているところでございます。

在籍者や在学生だけでなく、本学の同窓生との
交流も大切にしております。中国には本学同窓会
組織である中国校友会が有志のご尽力に設立さ
れ、大変活発な活動をしています。中国校友会の
幹部とは定期的に懇談の場を持ち、本学への要望
を聞き取るなど情報交換を行っているんですが、
ちょうど明日です。北京におけるこの会を持つこ
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とになっています。
また、本学は北京に中国代表事務所を設置して

おり、毎年連絡会を開催しております。中国の研
究教育の動向等について、本学の卒業生でもある
シニア・リサーチャーの先生がたからの報告を受
けるとともに、本学の教員との意見交換を実施し
ております。

さて、ここまでワールドクラスへの大学を目指
した本学の取り組みをもとにお話をさせていた
だきました。残念ながら日本の大学は最近研究力
の低下を指摘されており、その要因として国際的
ネットワークや社会性からの孤立ならびに新興分
野や学際や融合的な領域への参加に対しての関心
が低下していること等が挙げられています。本学
における論文の状況分析においてもその証拠が示
されているところでございます。

また、昨今の大学院として国内外からの優秀な
研究者や学生を確保するためには、世界的な大学
ランキングによる評価を全くしないわけにはいか
ないと思います。もちろん、順位それ自体を目標と
するわけではなく、地球社会の未来を担う教育拠
点として、さまざまな課題に取り組むことを通じ

て、それに対する評価を得ることが大切と考えて
います。従って、東北大学は東北大学グローバル
イニシアティブ構想のスライドにも記載しており
ましたように、単に順位だけではなくて、研究成果
を含め、歴史や伝統、社会への貢献等があって、尊
敬される大学になるという目標を掲げ、世界30傑
大学になるという表現をいたしております。

これからの大学は人類社会の未来に向き合うた
め、人類がこれまで積み上げてきた哲学や技術、
科学技術、政治の役割の基本に立ち返り、現代文
明の持続的な発展、そして人類の生存のために科
学技術をいかに発展させるかということを考える
場として、またそのような地球規模での視野で地
球社会の未来を思索できるリーダーを育てる場と
して再構築されなければならないというふうに考
えます。そのためにも東北大学は世の中に貢献す
るという強固な意志を大学構成員が共有し、学生
が科学的考え方を学び、健全な批判的精神を持っ
て自らの未来を切り開く力を訓練する場を提供し
ていきたいと考えています。それが世界最高レベ
ルの大学を目指すあり方ではないかと考えており
ます。ご清聴ありがとうございました。





さくらサイエンスプラン
紹介
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さくら
サイエンス
プラン紹介

沖村 憲樹　■ 国立研究開発法人科学技術振興機構 特別顧問
日本・アジア青少年サイエンス交流事業 室長

1963年（昭和38年）3月 中央大学法学部法律学科卒業、1966年科学技術庁入庁、1994年同庁研究
開発局長、1995年同庁科学技術政策研究所長、1996年同庁科学技術振興局長、1996年同庁長官官
房長、1998年同庁科学審議官、1999年科学技術振興事業団専務理事、2001年同理事長、2003年独
立行政法人科学技術振興機構理事長、2007年同顧問、2007年独立行政法人科学技術振興機構中国
総合研究交流センター上席フェロー、2013年同特別顧問、2014年同日本・アジア青少年サイエン
ス交流事業推進室（さくらサイエンスプラン）室長、現在に至る。2010年 瑞宝重光章 (日本内閣府 )、
2015年 中国国家友誼賞（中国）、2016年 中国国際科学技術協力賞（中国）受賞。

PROFILE

JSTの特別顧問をやっております、沖村と申しま
す。私は日本と中国はもっと交流を活発にし、理解
をし合い、仲良くしていく必要があるという考え
で凝り固まっておりまして、JSTの理事長時代から
15年間、ずっと中日交流の仕事をやってまいりま
した。

まず、JSTの北京事務所というのが日本の文科省
の傘下で初めてつくったんですが、これはもう今年
で15年の歴史を迎えます。それから、これを主催
させていただいております中国総合研究交流セン
ター（CRCC）、これが今年で10年目を迎えます。そ
れぞれ長い期間皆様のご支援をいただいて立派な
活動になりつつあるということを、まず中国の皆
様、日本の皆様に心から御礼を申し上げたいと思い
ます。

実はきょう、中国センターの初代の所長の馬場
先生という方と、２代目は藤嶋昭先生、東京理科大
学の学長、今こちらに見えているんですが、現在の
センター長は有馬朗人先生と申しまして、元東大総
長、元文科大臣の方で、有馬先生のご指導をいただ
いていろいろな活動をやっています。

いろんな活動をご紹介したいですが、まず２つ大
きなことをご紹介したいのだが、１つはこのフェア
＆フォーラムであります。これは私いろいろな活動
をやってまいりまして、やはり重要なのは大学の交
流、若者の交流、知識人の交流、自治体の交流が不
可欠と考えまして始めました。今回で９回目になり
ますが、いろいろ苦労してきたんですけども、よう
やく非常に立派な会合が開けて、ご協力いただきま
した科学院大学に心から感謝を申し上げたいと思
います。これは教育部にご相談をいたしまして、教

育部からは大学の交流と留学の促進、それから産
学連携の促進ということをやりましょうと言われま
して、それぞれそういう具体的な活動をやっており
ます。

それから、もう一つは先ほど来いろいろご紹介い
ただきました、さくらサイエンスプランであります。
これは３年前に日本で９割の日本人が中国人を良
く思っていない。中国人も９割の方が日本人を良く
思っていないという調査結果が出ておりまして、当
時の政権、今も同じですが安倍政権、習近平政権、
非常に日中関係厳しい状況にありまして、これは
なんとかしなきゃいけないというふうにずっと思っ
ておりまして、ある６月の朝４時頃、老人性早起き
症でありますので、それぐらい起きているんですけ
ども、そのときにこれを少しでも解決するために中
国の若い人を招こうというふうに決心をいたしま
して、１万人招きたいという交渉で、きょう文科省
の先ほど戸谷さんがいらっしゃいますが、文科省の
幹部のご了解を得て、有馬先生とご一緒に当時の
下村大臣の所に直訴いたしました。

下村大臣からは中国だけではなくアジア全般で
やるようにと言われました。このアイデアをもとに
自民党の副総理の麻生副総理に直訴をいたしまし
て実現したのがこのプランであります。初年度は
3,000人、それから昨年は4,000人、今年は5,000人
であります。昨年、一昨年で7,000人の方をお招
きできましたが、その中で中国からは2,700人、約
40パーセントの若い方に来ていただきました。

このアイデアは基本的には中日交流を促進した
いということがございまして、日本側の大学と中国
側の大学がプランを立てて申請していただく、そし
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内に持ち帰っていただいて、よく宣伝していただき
たい。学校レベルではなく、先生レベル、研究室レ
ベル、あらゆるレベルで交流をしていただいて、こ
のパイプを増やしていきたいというのが私の願い
でありまして、ぜひよろしくお願いしたいと思うわ
けであります。

先ほど来いろいろお話しいただいておりますが、
今年の１月に習近平主席から私が国家表彰いただ
きましたが、そのときに外国人７人、その中で私が、
スウェーデンの方が１位で私が２位でありました
が、この２位に位置付けてくださったことによって
私の写真が習近平主席、李克強首相、スウェーデン
の方と私の４人の写真がずっと中国中にテレビで
流れ、新聞に流れました。これは、しかも習近平政
権体制下で初めての日本人の受賞でありまして、こ
の賞始まって以来研究者じゃない行政官の受賞で
ありました。これは習近平政権体制が日本政府、私
個人の活動じゃありませんので、政府のお金でやっ
ておりますから、この日本政府の中日科学技術交流
を評価してくださった、よくやったというふうに評
価してくださって、それを国民に知らしめてくれた
ということを本当に大変うれしく思っております。

実は昨日、日本の自民党の副総裁、高村先生を筆
頭に日本の議員団が来ておりますが、唐家セン元首
相とお会いになりまして、そこで、このさくらサイ
エンスプランはいいと、もっと大いにやろうという
ふうに話が盛り上がったそうでありますが。科学技
術交流が日中のいろいろ厳しい状況も、その先頭を
切って交流をもっと深めていくという、先頭になっ
たという、先頭的な役割を果たせたということで、
本当にうれしく思っているところであります。これ
からこの活動はもっともっと広めていきたいと思っ
ておりますので、中国の大学の皆さん、日本の大学
の皆さん、ぜひご協力をお願い申し上げます。簡単
でございますが、御礼とお願いでございます。どう
もありがとう。

て関係を持っていただく。一回関係ができたら、そ
れをずっと続けていただく。その関係を増やしてい
こうという発想でありまして、私、これを草の根方
式と呼んでいるんですが、この考え方に中国科学技
術部が賛成をしていただきまして、スタートするこ
とができました。

実はこのアイデアを考えまして、中国には10数カ
所いろんな機関に訪問しましてご協力依頼したん
ですが、結果的には日本の中国大使館の程大使、外
交部が間に入っていただきまして、中国科学技術部
を窓口にこの活動をやっております。

おかげさまで、その大学草の根方式という公募方
式の他に、中国とは行政官の研修というのをやって
おりまして、若い行政官に来ていただいて、日本の
イノベーション政策とか、環境政策とか見ていただ
いて、現場を見ていただく。それから、今年は科学
院から方新先生を筆頭に、科学院の若い科学者に
来ていただきまして、日本の若い女性科学者同士で
交流をしていただきました。

もう一つは、高校生プログラムというのがありま
して、これは最優秀の高校生に日本に来ていただい
て、最もいいプログラムを経験していただく。それ
は日本の最先端の理研とか、宇宙関係の機関、原子
力関係の機関、海洋関係の機関、そういう現場を見
ていただく。そしてもう一つはノーベル賞受賞者の
お話を必ず聞いていただく。先ほど野依先生も日本
のノーベル賞受賞者はほとんどこのプログラムに
参加していただいて、野依先生も何度も中国の学生
さんに話をしていただいているんですが。日本の科
学者のトップの科学者の考えを中国の最優秀の高
校生に聞いていただこうというものであります。そ
れから最後は、日本の最優秀の優れた大学にキャン
パスを見てもらうという構想でありまして、そうい
うことで実施しております。

これまで来ていただいた中国の方は、ほぼ
100パーセントの方が日本人は非常に親切で、優
しいと。と同時に科学技術のレベルが高いとい
うことを評価していただいておりまして、初年度
3,000人の来ていただいた中から既に150人の学生
が日本に大学に入るか、研究の道に進むか来てい
ただいておりますが。そのうち100人が中国の方で
あります。

これは先ほど丁先生もおっしゃっていましたが、
科学技術の交流をちゃんとするということが両国
の関係の強化につながるというふうに、私は強く
思っておりまして、実は来年は倍にしたい、１万人
にしたい。ですから、ここで皆様への願いは日本の
大学も中国の大学もそれぞれこのプログラムを学





中国政府国費留学制度
について
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中国政府
国費留学制度
について

張 寧　■国家留学基金管理委員会 副事務局長

北京大学原子核物理専攻（学士）、中国科学院声楽所語音識別専攻（修士）、中国人民大学社会学理
論と方法専攻（博士）。
在スウェーデン中国大使館教育担当参事官、教育部国際合作・交流司司長補佐兼出国留学工作処
処長、在サンフランシスコ総領事館教育担当領事等を歴任。

PROFILE

尊敬する日本、中国の友人の皆様、おはようござ
います。まず、国家留学基金管理委員会を代表し
て、中日大学フォーラムの開催に心よりお喜び申
し上げます。また、この場をお借りして、関係機関、
そして大学、ご来場の皆さんの長期にわたる中国
の公費留学事業へのご支援、ご努力に心から御礼
申し上げたいと思います。

国家留学基金管理委員会は、中国教育省の傘下
にある行政法人でありまして、中国国民の公費に
よる留学の支援、さらには中国の政府の奨学金を
利用した外国人の中国との留学事業の助成を行っ
ております。

2015年、われわれは合計5万4,600人の留学の支
援をさせていただきました。派遣先は90カ国、新
規派遣人数は2万6,000人と、2014年と比べまして
25.3パーセント増えました。そして、タイプ別に見
ますと、いわゆる訪問学者が１万600人超で、博士、

共同育成を含めてでありますけれど8,300名、修
士課程、共同育成を含めて1,600人、学部生は合計
5,300人となっております。

そして国別で見ますと、アメリカ、英国、ドイツ、
カナダ、フランス、オーストラリア、ロシア、日本
の順で支援をしております。専攻別に見ますと、工
学系は全体の35.9パーセント、理系は13.4パーセン
ト、医学は6.4パーセント、農学は3.0パーセント、
人文社会科学は全体の40.4パーセントです。

そして、日本向けの公費留学生の派遣状況をご
報告します。直近3年間、2013年から2015年まで
の間でありますが、それぞれ569名、663名、738名
です。年間伸び率は約15％前後であります。主と
して学部生、そして共同育成の博士課程の人が増
えています。また、博士の全体に占める割合が高
いです。直近3年間で831名の博士課程の留学生を
派遣しました。全体の47パーセントに当たります。

われわれは海外の教育研究施設と
の交流と協力に非常に力を入れて
おりまして、既に300弱の大学ない
し施設と協力協定を結びました。

2015年、中国政府が4万600名の
海外の留学生を公費で受け入れま
した。そのうち新規留学生は１万
3,000名、前年比7.5％増えました。
2015年、中国で留学している海外
の留学生のうち、中国の国費の助
成を受けているのは89.4％です。
そのうち日本から派遣された留学
生の数は１万4,085名です。そのう
ち中国政府の奨学金を受けている
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のは592名、自費留学生は１万3,493名、それ以外
の所が助成しているケースもあります。そして、中
国には合計202の国から留学生が来ていますが、日
本は第７位です。

そして、2016年の留学派遣計画においては、規
模として2万9,000人です。重点分野として、まず、
中国は現在ハイレベルの大学を育てるために、教
員の派遣に力を入れています。トータルで9,000名
ぐらいを考えています。そして訪問学者、そしてポ
スドク、これは3,500名です。さらには学部生、修
士課程の留学生も派遣します。それ以外に日本の
文科省さんと協力して、さまざまな奨学金プログ

ラムがあります。これらに関してはわれわれのオ
フィシャルウェブサイトにアクセスしていただけ
ればと思います。合計６つの事業がありまして、年
間約170名の派遣をしています。うち博士課程は
110名、そして修士課程は10名、学部生は30名、小
中学校の教員の育成の事業が10名、そして残りの
学生が10名。

最後になりますけれども、留学費委員会と皆さん
が手を携えて中国と日本の教育協力を推進するた
めに、新たな貢献をしたいというふうに思っており
ます。ご清聴ありがとうございました。





パネルディスカッション
─ 大学における教育と研究の両立をめぐって ─

─ 世界最高レベル大学の条件とグローバル人材の育成 ─
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● パネルディスカッション① ● 大学における教育と研究の両立をめぐって

■ 講師PROFILE

● パネルディスカッション① ● 大学における教育と研究の両立をめぐって

呉 朝暉　■浙江大学 学長

1966年12月生まれ、浙江省温州市出身。浙江大学コンピューター応用専攻卒業、博士、教授、博士指導教官。
1984年9月-1988年6月浙江大学混合班、コンピューターソフトウェア専攻、1988年9月-1993年10月浙江大学コンピューター応用専攻修士、博士。
1991年9月-1993年9月、ドイツ人工知能研究センターにて研究に従事。1993年10月浙江大学コンピューター学部にて奉職。1995年11月コンピュー
ター学部人工知能実験室主任、1998年3月-1999年8月コンピューター学部副主任、2001年3月-2005年7月ソフトウェア・ネットワーク学院副院長、
コンピューター学院副院長、2005年7月 -2007年1月科学技術処処長、校党委委員、2007年1月科学技術研究院常務副院長、2007年6月学長補佐、
2012年11月常務副学長、2015年3月より現職。主要研究分野はコンピュータ科学と技術。国家傑出青年基金受領、国家百千万人人材工程国家級人員、
浙江省特級専門家及び国家万人計画科技イノベーション先導人材。国家科技発明二等賞1項目、国家科技進歩二等賞1項目の受賞者として、2011年「何
梁何利」イノベーション賞受賞。973計画プロジェクト主席、863計画情報分野専門家、国家現代サービス業分野全体専門家グループ長。

モデレータ

鵜飼 裕之　■名古屋工業大学 学長

1954年生まれ。制御工学、電力システム工学を専門とし、名古屋工業大学で工学修士と博士（工学）を取得
した。2005年に名古屋工業大学教授に就任し、その後、副学長、留学生センター長等を経て2014年4月より
国立大学法人名古屋工業大学長に就任した。

パネリスト

羽田 正　■東京大学 理事・副学長

1976年京都大学文学部史学科卒業、1978年京都大学大学院文学研究科東洋史学（西南アジア史学）修了、
1980年パリ第3大学博士課程留学、1983年Doctorat de troisième cycle (Etudes iraniennes)取得、1984年
京都大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学、1984年日本学術振興会奨励研究員、1985年日本学
術振興会特別研究員、1986年京都橘女子大学文学部助教授、1989年東京大学東洋文化研究所助教授、1997年
同教授、2004年同副所長（2006年3月まで）、2009年同所長（2012年3月まで）、2012年東京大学副学長・
国際本部長（2015年3月まで）、2016年東京大学理事・副学長。

パネリスト

藤嶋 昭　■東京理科大学 学長

1966年横浜国立大学工学部卒業、71年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。神奈川大学工学部講師、
東京大学工学部講師、助教授、教授を経て、95年同大学大学院工学系研究科教授。03年（財）神奈川科学技術
アカデミー理事長、08年（独）科学技術振興機構 中国総合研究センター長。2010年1月より東京理科大学学
長。日本化学会賞、紫綬褒章、日本国際賞、日本学士院賞を受賞。2010年文化功労者。

パネリスト

室伏 きみ子　■お茶の水女子大学 学長

1970年お茶の水女子大学理学部生物学科卒業。1972年同大学大学院理学研究科修士課程修了。1976年東
京大学大学院医学系研究科博士課程修了後、ニューヨーク市公衆衛生研究所研究員。医学博士。1983年お茶
の水女子大学助手。講師、教授、理学部長、副学長を経て2015年4月より現職。その間、ルイ・パスツール大
学（仏、現・ストラスブール大学）客員教授、日本学術会議会員、㈱ブリヂストン社外取締役、政府関係の公
職等を歴任。フランス共和国教育功労勲章受章。
　著書に、『ストレスの生物学 ストレス応答の分子メカニズムを探る』、『図解生命科学』、『サイエンスカフェ
にようこそ ! 科学と社会が出会う場所』シリーズほか。

パネリスト

段 献忠　■湖南大学 学長

1966年10月生まれ、湖南省冷水江市出身、博士。湖南大学学長、教授、博士指導教官。
1987年華中理工大学電力工程学部卒業、1987年9月同校電力システム及び自動化専攻修士課程、1992年博士学位取得後ポスド
ク。1995年5月より華中科技大学にて奉職、1996年12月エネルギー学院電力工程学部主任、1998年3月大学院副院長兼育成処
処長、1998年7月に教授。2000年カナダマニトバ大学客員教授、2001年2月華中科技大学電気・電子工程学院副院長、2006年4月
同院長、2008年7月副学長、2011年5月党委常委、副学長。2015年7月常務副学長（正庁級）、2016年1月より湖南大学学長に就任。
長年にわたり電力系統及び自動化研究と教学に従事、国務院電気工程学科評議グループコ・チェアマン、中国電機工程学会常務理
事を兼任。国内外の学術誌にて150編以上の論文を発表、その内SCI・EIに90編以上収録。受賞歴として、国家科技進歩二等賞2項
目（内1項目は序列一位）、省部級科技進歩賞3項目（内2項目は序列一位）、省部級教学成果一等賞（序列一位）等。

パネリスト
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関 乃佳　■南開大学 副学長

1956年生まれ、1981年南開大学学士、1984年同修士、1991年ドイツルール大学ボーフムにて博士（理科）
学位取得。1985年より南開大学にて助教、講師、副教授、1996年より教授、博士指導教官。現在南開大学
副学長。国内外の専門学術雑誌に発表した文章は100編以上、申請（共同申請含む）特許10項目以上、著書
１部（ドイツ語）。長年にわたり、自動車排気ガス浄化、モレキュラーシーブ合成、酸化物固体触媒調合及び触
媒反応、環境触媒等研究に従事。

パネリスト

王 乗　■蘭州大学 学長

1957年10月生まれ、湖北省武漢市出身。教授、博士指導教官。現在、蘭州大学学長。
1981年12月華中工学院（現：華中科技大学）工程力学専攻卒業。1982年4月アメリカへ留学、1983年5月
ボストン大学修士学位取得、1986年6月マサチューセッツ工科大学博士学位取得。その後1988年4月まで
イリノイ大学にてポスドク。1988年4月帰国、1988年10月より華中理工大学副教授、1993年5月に教授。
その後、1997年1月華中理工大学大学院副院長、1998年5月学長補佐及び水電・デジタル化工程学院院長、
2000年5月華中科技大学副学長、2005年4月常務副学長、2009年2月河海大学学長及び中国水利学会副理
事長。受賞歴として、国家科技進歩二等賞1項目、省科技進歩特等賞2項目、省部級科技進歩一等賞4項目等。

パネリスト

袁 駟　■清華大学校務委員会 副主任

1953年生まれ、元清華大学副学長、教務長。2003年3月第10期全国人民代表大会環境資源保護委員会委員。2008年
3月第11期全国人民代表大会環境資源保護委員会副主任委員、第10期、11期全国人民大会委員。1974年9月 -1978年
1月 清華大学建築工程学科 学士。1978年9月 -1981年1月 清華大学土木工程学部構造工程専攻 修士。1981年1月
-1984年9月 同博士。1984年9月 -1985年9月 清華大学土木工程学部 講師。1985年9月 -1987年8月 アメリカオク
ラホマ大学航空宇宙学部 ポスドク。1987年8月 -1989年1月 イギリスロンドン中央理工学院コンピューター学部 ポス
ドク。1989年12月-1991年12月 清華大学土木工程学部 副教授。1991年12月-現在 同教授。1998年7月-2000年1月 
清華大学土木工程学部 学部主任。2000年1月 -2008年7月 清華大学土木水利学院 院長。2007年10月 -2014年10月 
清華大学副学長兼教務長。

パネリスト

伊藤 宗太郎　■ 国立研究開発法人科学技術振興機構
副理事（担当 戦略創造研究/国際協力）

工学修士（情報工学）。
専門分野：科学技術政策、情報工学、国際科学技術協力。
所属学会、研究会：研究技術・計画学会。
1982年 横浜国立大学大学院情報工学専攻修了。1982年 科学技術庁入庁。科学技術庁、農林水産省、動力炉核燃料開発事業団（北京事務所）等を歴任。
1995年 外務省在中華人民共和国日本大使館一等書記官（科学技術・環境担当）。1998年 資源エネルギー庁原子力発電安全企画審査課総括安全審査
官。2000年 科学技術庁原子力安全局防災環境対策室長。2001年 国立局地研究所事業部長。2002年 宇宙開発事業団バンコク事務所長。2006年 農
林水産省生産局種苗課長。2008年 独立行政法人放射線医学総合研究所総務部長。2010年 文部科学省科学技術学術政策研究所総務研究官。2013年 
文部科学省科学技術学術政策局次長。2014年 独立行政法人科学技術振興機構執行役。2015年 国立研究開発法人科学技術振興機構副理事。

総合司会
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日中大学フェア＆フォーラム in China 2016

● パネルディスカッション① ● 大学における教育と研究の両立をめぐって

伊藤　それでは皆様、お時間ではありますので午
後のセッションを始めさせていただきます。普通
ですと午後は眠くなってしまうんですけれども、
多分大変熱い議論がしていただけるんではないか
というふうに期待をいたしております。
　それでは、午後の第１番目のディスカッションで
ございます。テーマは、「大学における教育と研究
の両立をめぐって」ということで、今回、モデレー
タは呉朝暉、浙江大学学長さんにお願いしておりま
す。それでは、呉先生、よろしくお願いいたします。

呉　尊敬する学長の皆様、来賓の方々、こんにち
は。私は浙江大学学長の呉朝暉でございます。こ
のたびは大変な光栄なことにお招きいただきまし
て、この日中学長フォーラムに参加できることを
うれしく思います。また、このフォーラムから、
このセッションのモデレータを務めさせていただ
くことに対し感謝したいと思います。
　ご承知のように大学は知能伝播、知能産出の社
会機関といたしまして、人類文明の発展の中で、
とりわけその長い歴史の中で極めて重要な役割を
果たしてまいりました。その役割、あるいはミッ
ションは社会経済の進歩、そして進歩によってさ
まざまな意味が付加されております。
　21世紀に入ってから新しい産業革命、そして第
２の機械革命は人間の知識とネットワークとを連
携する新たな時代に突入いたします。科学技術の
社会に対する貢献はますますその生命力を維持し
ております。そして、大学はそれによって社会、
経済の発展をけん引する、そういったニーズの変
革を迫られています。このような改革の中で教育
と科学研究はいかにして均衡の取れた発展を遂げ
ていくのか、これが再び大学の改革の中の重要な
話題となっています。このような調和の取れた関
係について、大学内部のガバナンスの構造だけで
はなく、大学の社会サービスの中や、そして文化、
グローバルのイノベーションのサービスネット
ワークの中にも具現化されることになります。科
学技術の融合、科学技術の協同、教育と研究の調
和の取れた発展は、より広い範囲で、より深く議
論する議題となったわけであります。
最初のプレゼンは、中日双方の合計９人の学長か
らご高話いただくことになります。まず中国の５
名の学長、そして４名の日本の学長にお話しいた
だくこととなっております。この順序に従いまし
てご発言をお願いしたいと思います。このセッ
ションに与えられた時間は100分間ですね。９名

のご発言、できれば皆様７分から10分以内に抑え
ていただきたいと思います。本日は、原稿の発言
もあれば、パワーポイントの資料もございます。
ここに立ってご発言いただいてもいいですし、
座って発言していただいても結構でございます。
どうぞご自由にご判断ください。まず、湖南大学
の学長、段献忠様よりプレゼンをいただきたいと
思います。それでは拍手でお迎えしましょう。

段　呉学長、ありがとうございました。そして、
中国科学院大学、JSTにより与えていただきまし
たこの交流の機会に対し、感謝したいと思いま
す。私は湖南大学の段献忠と申します。
　このテーマは、共感を呼び起こしやすいもので
あります。現在、グローバルの大学ランキングが
公開されるようになり、国々によって教育の大学
の改革が随分強化されてきたわけです。大学の改
革はグローバリゼーションの中の一つのハイライ
トとなっています。経済社会のために大いなる影
響があるのではないかと思っています。
　湖南大学は、976年に当時の長沙知府が潭州に
設立した岳麓書院が起源でございます。今年で
1040年の歴史がございます。1926年に湖南大学と
命名され、そこから今年で90年目に当たります。
　私たちのキャンパスは湘江のほとりの岳麓山
の麓にあるのですが、中国の名所旧跡の中に置か
れているような大学はめったになく、大変珍しい
存在でございます。そして人材の育成におきまし
て、この開かれたキャンパスが学生の成長に与え
る影響は明らかであります。このグラフの右上か
ら真ん中の写真をご覧ください。こちらは“字碑
亭”ですね。嘉靖17年、1812年に造られたもので、
現在では、学生がイノベーション創業する場と
なっております。
　大学の基本的な状況ですが、教職員は4,100名、
専任教師は1,800名、学生は３万6,000人で、その
うち学部生は２万人余りです。全体的には23の学
院に分かれております。
　湖南大学の起源である岳麓書院の設立は976年、
つまり文化の南への移転の産物でございます。当
時の長沙は潭州と呼ばれておりました。当時、中
国で人口が20万人以上の都市は６つございまし
たが、潭州はその中の一つであります。商税は全
国で４位であります。つまり、一流大学はやはり
経済社会の発展と調和の取れたものでなければな
りません。それは場合によっては必然的な所産で
もあります。
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　今日では、湖南省は7,500万人の人口を抱えて
おります。１人当たりのGDPは6,622米ドルです
が、さらにこの発展の中で一流の大学が望まれ、
一流大学がそれをけん引しなければいけません。
日本では、早い時期より１県に１校というような
配置がありました。一流大学を国レベルで考える
際、やはり経済社会のレイアウトにマッチしなけ
ればなりません。社会とインタラクティブを考え
る際、大変意味深いものであります。
　19世紀のときに大変影響の大きい理念があり
ました。国家の現実的ニーズに合わせるというこ
とであります。つまり、経世致用の学であります。
人材を育成するための重要な理念として、王船山
が唱えたわけです。このような思想の薫陶のもと
で多くの学生が成長いたしました。1607名の岳麓
書院の学生がいたわけですが、このような経世致
用の思想の中から生まれてきました。これが日本
人のある研究者が撮影した1916年に撮影した写
真でございます。
　今日では湖南大学の位置付けを考える際に、い
かにして国家の重要なニーズにマッチするかを考
えております。まず一つ目は、土木、機械、化学、
電気研究科あるいは学科の優位性を発揮して、
「中国製造2025」のニーズとリンクすることを考
えています。もう一つは、岳麓書院を拠り所とす
る湖南省の文化を掘り下げて、優れた伝統文化を
継承するという大きな役割を果たすということで
す。そして、6,000万人以上の人口の力を合わせて、
地域の発展、社会にサービスする、そしてその中
で大学の発展のチャンスを見出すということが重
要であります。
　中国の教育は今まで専門によって、あるいは業
界によって大学を運営する傾向がございました
が、専門教育と一般教育との融合は中国の一流大
学の直面する重要な課題であります。80年代、成
文山学長時代に、岳麓書院を手本として人文と理
工学部の融合、科学と技術の融合、教育と研究の
融合を唱えたわけです。90年代、 学長が、やは
り素質教育、人文学と理工系の融合、人間と社会
との発展との融合を考えたわけです。今でもこの
ような融合ということは重大な課題でチャレンジ
でもあります。また、根本的に解決されていない
課題でもあります。
　これから湖南大学の成長の中で、一流人材の育
成の中で、やはり学生に対して人生とは何か、社
会について、そして自然、私たちの先輩たちがど
ういったような優れた著作があったのか、どのよ

うな思考を持ったのか、どのように一般教育カリ
キュラムを開いていくのか、このような中で成長
していただくと。全面的な発展を図るということ
であります。
　これは卒業した後に、自分の専門領域だけでは
なくて、何か重要なミッションを背負うときに
人文学について深い理解を持たなければなりま
せん。このような改革の法案、カリキュラムの内
容、教育の方法、教育の組織、試験の方法、やはり
さまざまな多くの取り組みが求められておりま
す。これはアメリカのハーバード大学の一般教育
の調査書によって示されたように、まさに中国の
大学がやるべきミッションであります。
　このセッションのテーマは、教育と研究の調和
の取れた発展でございます。私が思うには、この
ような調和の取れた発展を遂げるために、キーポ
イントは制度面の整備であります。特に人事制度
は、教育と研究の調和の取れた発展のキーポイン
トであります。また、ポジション管理、人材の育
成を、実務的に人材の育成を教育のポジションに
落としていくということで、やはりハイレベルの
研究者の方々にモデルとなっていただき、それを
樹立するということが必要であります。徐々に教
育と研究の調和の取れた健全なインタラクティブ
の雰囲気がつくられることになると思います。
　例えば、湖南大学の教員の所得は規範化されて
おりますので、私たちの改革の中でも課題となっ
ています。教員の所得が自分の研究と直接リンク
すれば、この２点が健全なリンクをすれば、今は
ちょっと難しいですけど、このメカニズムにおいて
考えなければなりません。資源の配当においても、
やはりもっと合理的なものでなければなりません。
北米のPIZですね、これも私たちは教員の個人に
配当していくのかというのが重要であります。
　最後になりますけれども、中国宇宙開発の父で
ある銭学森先生もおっしゃっていましたが、当時
はこのような研究者は一流のチームワークから輩
出したわけであります。速やかに一流の若手研究
者を導入するということは、大学の成長の一つの
ルートであります。世界の一流の団体と密接な関
係を持ち、リンクするということは、私たちの考
えている道であります。以上です、ありがとうご
ざいました。

関　ご来賓の皆様、こんにちは。本日、このよう
なフォーラムに参加でき大変うれしく思っており
ます。教学、科学研究の関係をいかに推進させる
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かというテーマで、南開大学が実践したことにつ
いて、皆様と共有したいと思います。
　まず、大学は教学科学研究の組織としまして、
公益性、教育性、学術性、そして文化の伝承とい
うのがその基本的な性質であります。基本的な
ファンクションといたしまして、教学、科学、研
究および社会奉仕がございます。しかしながら、
こういった基本的な性質および使命につきまして
さまざまな議論が行われております。すなわち産
業性、営利性、市場性などの性質が大学に侵食し
つつあるということです。
　大学の機能が、教学から科学研究および社会奉
仕に移りつつあります。以前の大学は教学がメ
インでありまして、その後、教学と研究科学を両
輪としたものであります。しかし、現在そのトラ
イアングルの形になっておりまして、トップにあ
るのは科学研究、ベースとなるのは教学および社
会奉仕となっております。
　大学の基本的な属性およびこの核心となる
ファンクションにつきまして、カリフォルニアの
バークリー大学のクラーク先生が次のように述べ
ました。「大学のファンクションというのは同心
円のように円心から外側に向けて拡張しつつあ
る」と。私はそれに賛同しております。つまり、大
学の最も大事なファンクションとしまして、教学
であり、教育であり、それ以外のファンクション
というのはそこから発生したものであると考えて
おります。
　では、教学、教育とその他のファンクションの
関係をいかに考えればいいのかにつきまして、私
は、教学および科学研究の関係を正しくしなけれ
ばならないと思います。まず１つ目に教学という
のは科学研究の基礎、そして出発点であります。
一方、科学研究というのは教学の延長線にあり、
そして応用であるというふうに考えています。
　教学というのは神聖なるコンセプト、私どもの
理念であります。教学はとても神聖であるという
ことを言いますと、なかなか理解されないことも
ありますし、実際には実現できないのではないか
と疑われることもあります。しかし、私どもは教
員に対して神聖なる教学というのは、われわれの
魂であるというふうに言い続けてきました。
　欧米や日本の一流の大学を見ますと、優秀な一
流大学は本科、大学教育に非常に力を入れていま
すので、それは根幹であると思います。それをな
いがしろにしますと優秀な生徒、学生を育成でき
なくなります。ですから、私たちはこの神聖なる

教学という理念を教員に伝えるだけではなく、そ
の評価の項目にもしております。また、新入社員
として新しい教員が入ってきますと、こういった
理念を彼らに説明しています。いかにして南開大
学の教員として相応しくなるか、というテーマに
研修を主催しております。大学の根本にあるのは
人材育成であり、私たちのやる全てのことがやは
り人材育成のためであるというふうに言っていま
す。これは１つ目であります。
　２つ目に、ずば抜けた、とりわけ優秀な学生を
重点的に育成するということです。これについて
は教育部の学生育成モデルプランがございまし
て、そのプランを生かしてモデルクラスを作って
おります。これは「伯苓班」というふうにネーミン
グしておりますが、特徴のあるカリキュラムを作
り、議論を重んじつつ、彼らの興味のあることを
伸ばしてあげています。また、実践なども生かし
ております。要するに講師が伝えるのは１とすれ
ば、練習させるのが２で、試験は３である。要す
るに１を話して宿題をするときに倍の時間をかけ
て自分たちの考え方に基づいていろいろな研究を
実習的にやってもらって、試験を受けさせるとき
に３倍の広さの範囲で出題するということです。
　３番目に、大学生に対しても科学研究を推進し
ています。３年生に対しまして１教官制度を取り
いれております。プロジェクトチームに入っても
らい、１教官の指導の下やる気を起こしてもらい
ます。人材育成と彼らのスキルを向上させること
を両輪として推進しています。
　４番目の皆さんにご紹介したいのは、魅力のあ
る教室作りです。逆に生徒のほうから先生を評価
してもらうということです。スコアをつけても
らって、人気のある先生を奨励するといったよう
な手法を取っております。このようなやり方を取
り入れたことによって、先生がたも非常に情熱を
持って授業に取り組むようになりました。また、
もう一つの特徴といたしまして、基礎を重んじて
自ら何かをやる、学生が自ら何かをやるという能
力を重んじる、伸ばしてあげるということです。
それで、フロンティアの科学技術を彼らのター
ゲットとして、生徒がそれに目指すように促進し
ています。
　本日のテーマですけれども、中国の特色のある
一流の大学づくりということです。私どももそれ
を目標にして、そして中日の文化交流にも力を入
れてまいりたいと思います。南開大学には中国
ナンバー１の日本研究院がございます。日本に対
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していろんな研究を推進しています。最後に、こ
のフォーラムが成功裏に終わられることを祈念い
たします。以上です。

王　尊敬する学長の皆様、ご来場の皆様こんにち
は。このように皆さんと一堂に会して一流大学の
建設整備について意見交換できますことを、大変
うれしく思います。
　当学、蘭州大学については、中国の方であれば
よくご存じかと思いますが、中国の西部の唯一の
国家機関大学であります。日本の方はご存じな
い方もいらっしゃるかもしれませんので、パンフ
レットを配布させていただきました。お目通しい
ただければと思います。
　では、大学はどのように教育と研究が調和した
発展を推進すべきかについて私見を述べたいと思
います。３つほどお話をいたします。まず、教育
と研究が調和した発展に関する認識、そして２番
目に、われわれがどのような取り組みをしている
のか、そして３番目に、幾つかの結論になります。
　まず、教育と研究の関係についてであります
が、これは大学にとって非常に本質的な課題であ
ります。そして、意見が分かれるテーマでもあり
ます。アメリカの高等大学の学者でありますク
ラーク氏は、1990年代に「近代大学教育の中で、
教育と研究の関係ほど本質的なものはない」と指
摘をされました。そして、中国政府は国家の中長
期的改革と発展計画綱要、2010年から2020年ま
での間のものでありますけれども、その中におい
ても「研究と教育が互いに促進し合い、イノベー
ティブな人材づくりと結び付けていく」という発
展の考え方を示しております。
　ですから、教育と研究の調和と融合があるかど
うかは大学の存在意義そのものであると思われま
す。もしも教育と研究の関係を正しくマネージす
ることができなければ、大学は研究施設より効果
的な研究を行うことができませんし、純粋に教育
活動に取り組むだけであれば、小中学校と変わら
ない存在になります。
　もちろん教育と研究はそれぞれ特徴があります。
しかし、同時に教育と研究を緊密に結び付けてい
かなければなりません。なぜかと言いますと、教
育は研究のために問題提起をすることができます。
そして、研究の成果について議論し、ディスカッ
ションをする場にもなります。また、研究は教育の
基盤であり、もししっかりした研究の底力がなけ
れば、また長年かけて得られた研究成果がなけれ

ば、教育の効果そのものは確保されません。故にこ
の数年間、蘭州大学は人材の育成モデルの改革に
おいて教育と研究の均衡ある発展に取り組んでま
いりました。具体的に申し上げますと、教育と研究
の有機的な結合をコアに、研究の中で教育を行う
という人材養成モデルの構築に取り組んでまいり
ました。すなわち、まずハイレベルの研究を行う、
そしてその中で得られる成果を人材教育に活用し
ます。そして研究の精神、そしてイノベーティブな
ものの考え方を教育活動に取り込みまして、国内
外の最先端の知識や成果を授業の中に導入します。
例えば、発見型の教育手法、問題を意識した教育
方法、さらにはディスカッションによる教育方法、
オープンラーニング等の形でイノベーティブな教
育のアプローチをしております。
　そのような中で、大学生向けのイノベー
ション、そして企業のためのプランを実施して、
みんなが教育の中で研究の成果を吸収し、そして
彼らの知識に対する意欲を刺激し、イノベーティ
ブに満ちた文化をつくり上げようとしています。
この数年間で、蘭州大学の教育のレベル、クオリ
ティーは顕著に高まっており、そして学生の研究
に対する意欲も高まっております。現在学生は、
教師、教員が実施する研究活動に、より積極的、
主体的に参加しておりますので、学校の研究その
ものの発展にもつながっております。
　現在、世の中の大学はいずれも一流大学を目指
しております。このような新しい発展を契機とし
て、大学の教育と研究の関係について正しく理解
し、その調和ある発展を促進していかなければな
りませんが、３点ほど私見を申し上げます。
　まず１番目に、教育と研究が共に前進する関係
を明らかにしなければなりません。大学は教育、
研究活動という基本的な機能を実施することに
よって、イノベーティブな専門人材を養成する。
そして将来のために人材を育てていく、教育活動
と研究活動は共生の関係である。そしてお互い促
進し合う関係でなければなりません。この点につ
いて大学の管理者、教員、学生は共有する認識で
なければなりません。そして、大学を運営してい
く中での出発点にしなければなりません。
　そして２番目に、人材の養成に立脚して研究活
動を強化することです。やはり教育と人材養成は
大学の運営の最重要課題であり、大学を支えてい
くための基本的な機能であります。それが故に教
育活動の中で教員は自らの研究の中で全面的に
専門知識を高め、そしてフロンティアの知識を身
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に付けて教育手法の改善に取り組み、教育の効果
の最大化を図らなければなりません。そして、研
究活動の中においては、やはり国の戦略、社会の
需要をしっかりと把握して、新しい考え方、新し
い技術、新しい手法を身に付けて大胆にイノベー
ションしなければなりません。そして産学連携を
強化していかなければなりません。
　３番目に、関連制度の整備です。大学の中で教
育と研究に関わるさまざまな制度があります。し
かしその中においてもやはり教員の学術に対する
探究の意欲を引き出していく必要があります。そ
れと同時に教員の人材養成の精神を引き出してい
かなければなりません。そうした中で教育と研究
活動が互いに独立しながらもお互いに促進し合う
関係にしていく必要があります。
　皆様、蘭州大学は中国のメーンランドにおいて
歴史の最も古い大学の一つであります。また、シ
ルクロードの中核地帯にあり、現在の中国、とり
わけ中国の西部のハイレベルの人材の養成、基礎
研究、ハイテク技術の研究開発、さらには意思決
定のコンサルタントを提供する重要な拠点になっ
ています。この場をお借りいたしまして、皆様お
時間のあるときに是非本学を訪れていただき、一
流大学の建設に関してより掘り下げて意見交換を
できますことを、心から切に望んでおります。ご
清聴ありがとうございました。

呉　尊敬する学長の皆様、ご在席の方々、こんに
ちは。浙江大学を代表いたしましてプレゼンさせ
ていただきます。浙江大学の具体的な資料は各学
長のお手元に英語版の紹介がございますので詳細
を割愛いたします。
　本日のテーマですが、科学技術と調和をとり、
イノベーション型の学校をつくり上げていくとい
うことです。まず、グローバルの発展のトレンド
について、次に国のイノベーションによる発展戦
略について述べたいと思います。
　グローバルの発展のトレンドは、科学革命、技
術革命、産業革命を融合したものであり、、イノ
ベーション型大学の必要性が叫ばれています。中
国のイノベーション型の発展戦略により、イノ
ベーション型大学の整備を進めております。イノ
ベーション型の発展のシステムをつくり上げると
きに、私たちは国の戦略、中央政府の要求等によ
り、総合型、研究型、イノベーション型の、世界一
流の大学を目指すというふうに考えています。
　わが大学は中国特色のイノベーション型大学の

位置付けについて３つ考えております。まず一つ
目は人材育成のイノベーション、これをわが大学
の根本的なミッションとします。二つ目は、リー
ディング的なイノベーション型の人材を育成し、
大学の改革のイノベーションをけん引していきま
す。そして、学校の大学のガバナンスにおいては
いろいろ試みをします。大学経営のガバナンスを
改革し、イノベーションの雰囲気を醸成していき
ます。そして新たな学校経営のシステムをつくっ
ていきます。世界開放型の国際協力のモデルと
リンクし、イノベーションによる発展においてし
かるべき貢献を行うということになります。
　われわれはそれに対応するために２つのネット
ワーク、２つのプラットフォームを構築してまい
ります。つまりイノベーション型発展のプラット
フォームを構築し、閉鎖的な状況から開放へ、今
までの垂直一体の組織からネットワーク型プラッ
トフォームに転換し、新たなイノベーションから
新しいイノベーションを次々と生み出してまいり
ます。つまり、さまざまな異なる主体から、入り
混じった開放的、多元的かつ共同的な複雑な体系
システムになっています。イノベーションの主体
は学校、教員、そして協力パートナーであります。
　文化系、理科系の融合も重要です。まず一つ目
は、科学技術による開放的かつ連動的なイノベー
ションをつくっていきます。そして、国際的な学
術先端と、国家の戦略的、あるいは地域の発展の
ニーズに緊密にリンクいたします。そうすること
によって、古今東西の文化系、理科系の文化を網
羅するようなプラットフォームを構築します。病
院、人文、考古学、芸術、一帯一路の協力等、イノ
ベーション、そして幾つかのサブタイトルであり
ますが、一連の成果を収めております。中国の歴
代の絵画シリーズ、宋の時代の絵画、これは代表
的な成果を上げております。
　３点目は、産学官の高効率の社会サービスシ
ステムを構築していきます。浙江大学は全国に
８つの工業技術転化研究院分院、81の技術移転
センター、４つのサイエンスパーク、そして農業
の普及のプラットフォームを構築しています。そ
して、浙江省では紫金港キャンパスでイノベー
ション型のシステムをつくり、これは人材、技術、
設備のクラスターのようなイノベーション資源で
あります。また、国内、海外にリンクする大学の
イノベーション資源をつくり上げていきます。そ
して、長期的なWin－Win共有の国際協力のネッ
トワークをつくっていきます。そして、グローバ
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ルの全方位、重層的な国際協力ネットワークを完
備いたします。
　浙江大学でつくり上げようとしているのは、ハ
イレベルの国際キャンパスであります。国内で初
めての１対多数の国際協力学校経営の実態をつ
くっております。国際連合学院、連合研究機関と
の建設、例えばエディンバラ大学と合同学院を、
UIUCと合同学院をつくることとしており、もう
既に許認可されています。そして日本の大学で
は、東京大学、京都大学、東京工業大学、大阪大学、
東北大学、名古屋大学、九州大学、筑波大学、北海
道大学、早稲田大学等、25カ所の大学と提携関係
を持っています。
　私たちの大学は、研究者、あるいは学生を相互
派遣して学術シンポジウム等において多くの成果
を収めております。例えば京都大学との間では、
「浙江大学京都大学DAY」を開催いたしました。
また、日本の大学とさらなる協力の推進、特に学
科建設やイノベーション人材の育成において、国
際一流学科のパートナーシッププラン、そして科
学研究成果の転化においてはさらに協力し、共同
イノベーションセンター、そして「紫金衆創街」
の建設、浙江大学の国際的なキャンパスの整備に
加わっていただきたいと思います。私のプレゼン
は以上です。ありがとうございます。

袁　尊敬する学長の先生の皆様、私は清華大学か
ら参りました。７年間副学長を務めておりました
が、現在教務委員会副主任を務めております。本
来であれば別の者が参加する予定でしたが、所用
で代わりに私が本日の午後のディスカッションに
参加させていただくことになりました。
　先ほどの皆様のプレゼンでは、PPTやワード
にてご説明がありました。イノベーションとい
うのは、今流行りの言葉です。私もそのイノベー
ションの波に乗りまして、私のイノベーションと
いうのはPPTもなければワードもありません。全
て口頭で皆様にご紹介する予定となっておりま
す。副学長を務めている間に、ご在席の皆様と深
い友情を深めてきましたので、形式にこだわらず
私の考えていることをご紹介したいと思います。
　今回のテーマは非常に興味深いテーマでありま
す。いかに科学技術の研究を推進するかというこ
とです。いろんな大学は教授や、講師を集めてこ
の話を議論してきたと思います。大学によって重
点分野も異なるかとおもいます。しかし、共通点
といたしまして全ての大学がいかに教育と科学研

究の関係を対処するかという問題に直面している
かと思います。ですから、中国において教学とい
う言葉はほとんど言いません。教学の対象は誰な
のかを言うわけです。つまり人材育成という言葉
を言います。教学というのはただのタスクのよう
に感じられますが、人材育成というのはわれわれ
の使命、ミッションであるということです。それ
以外にもいろいろな環境も加わるわけです。です
から、人材育成という言葉をよく口にします。教
学だけではございません。
　私どもの建学理念といたしまして、「１つの根
本、２つの中心、数多くの指導」ということを掲
げてきました。１つの根本というのは、人材育成
を学校の根本的な任務、タスクとしてきたという
ことです。浙江大学の先生もおっしゃいました
が、人材育成を大学の根本的なタスクとしてきた
ということで、一共通点であります。
　２つの中心というのは、大学の教育センターで
あり、科学技術のセンターであるということで、
２つのセンター、２つの中心というふうに言って
います。これは恐らく当時鄧小平が提唱したもの
だと思います。数多くのファンクションというの
は、これまでに３つのファンクションと言ってき
ました。教学科の研究者が社会奉仕というのは
ありました。それ以外に文化、イノベーションと
いったようなファンクションが加わりまして、数
多くのファンクションというふうに言うようにな
りました。清華大学においてもいろんな議論をし
てきました。私の考えですが、教育や科学研究を
いかに共同して発展させるかという話がございま
したけれども、これはあくまでも２つのことを同
じように重要であるというふうに考えているから
そういう議論があるわけです。ですから、どれが
メインであるか、どれがサブなのか、どれが主導
的でどれが受動的なのかという話になるかと思い
ます。清華大学において長年来ずっと議論してき
た話でもあります。幸いには現在コンセンサスを
既に得ることができました。根本は一つというこ
と、つまり人材育成を私どもの根本的な任務であ
るということを堅持して参りました。しかしなが
ら、言うは易く行うは難しで、その内容も多岐に
渡りますので、実行するのはなかなか困難です。
　私は清華大学の教員にもこう言っています。
「根本任務」というそれぞれ４文字は非常にウ
エートが重いわけです。大学が人材を根として元
とする、そして任務として自分の務めである。そ
れで４つの文字を合わせますと、根本任務、根本
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的なタスクというかですね。どれが根っこである
か、どれが枝葉であるか。人材育成というのは学
校の例えば樹木に例えますと、どれが幹なのか、
どれが根っこであるか、人材育成がこの巨木の根
であり、そしてそれぞれのファンクションという
のは枝葉であるということです。
　大学の名声というのは、やはりどういう人材が
育成できたかによって得られるものかと思いま
す。それで、科学技術がどれだけ進んでいるのか、
それもやはり人材に関わっているわけですね。人
材によってつくり出すものであります。清華大
学ができてから既に100年余りの歴史を有してお
ります。人材育成というのは私どもの根本的な任
務であって、これは絶えずに堅持してきました。
100年たった今でもなお、人材育成は私どもの根
本であるということです。100年記念式典のとき
に胡錦濤前国家主席がご挨拶され、次のようにの
べました。「高度教育の根本的な任務というのは
人材育成である」つまり、私どもの理念と全く同
じであります。国の人材育成理念と全く合致して
いるわけです。以前の学長である梅貽琦もそのよ
うに言っていました。
　人材のクオリティーというのは、その教育、教
学のクオリティーを量る尺度であります。ですか
ら、大学のクオリティーを量るには、やはり人材
のクオリティーによって評価されるということで
す。これは私ども清華大学の人材のクオリティー
を評価するときの根本であります。人材のクオ
リティーというのは、やはりグローバルの立場に
立って見るべきであります。清華大学の本部大
学生の５割に、海外に行く機会を、チャンスを与
えています。かつては３、４割の学生が海外に出
ていたんですけれども、今は５割の学生が海外に
行っています。確率は50パーセントあるというこ
とです。
　私はいつも大学生に、次のこのように話してい
ます。「あなたたちは中国の学生であり、そして
清華大学の学生である。メイド・イン・チャイナ
であり、メイド・イン・清華大学である。これは
もう変えられない事実である。」しかし、自分の視
野、志を清華大学のためではなく、やはり世界、
全人類のために視野を広げてほしいと彼らに話し
ています。ですから、先ほど私どもの清華大学の
建学の理念、人材育成の考え方についてご紹介申
し上げましたが、科学研究よりも人材育成が私ど
もの使命であります。
　しかしながら科学研究もないがしろにしてはい

けません。要するに、天を支え地に立つという理
念です。人材育成のために建学し、そしてその人
材たちが科学研究に従事するということです。そ
れで初めて大学という巨木が育つわけです。これ
は教育のための巨木であります。具体的なやり方
としまして、私どもにはこのような伝統がござい
ます。毎年教育従事者会議を開催します。そして
４年間に１度科学研究従事者会議を開きます。議
論して１年後にまた新たな理念を更新して、新た
な目標を立てるわけです。そして一連の措置、取
組みを実践する。教学と科学研究をインタラク
ティブな関係にしていくということです。ですか
ら、大学の関係者を動員して、教授、先生、講師、
学生も含めてこのフォーラムに参加してもらい、
また、卒業生にも参加してもらっています。
　いろいろな取組みがございますけれども、一
つ、皆さんにお伝えしたいのは、偉大な科学者も、
人材育成に関心を持って参加すべきだということ
です。有名になればなるほどやはり人材育成に携
わってほしいと思います。例えば楊振寧先生もそ
うです。学堂計画というものがございまして、数
学、化学、物理、コンピューター、力学、ライフサ
イエンスのクラスという６つのクラスがありま
す。そして首席の教授になっていただいたのは
全て世界的に有名な科学者です。例えば、姚期智
先生は８つの科目を開設し、１人で４つの科目を
担当しています。これは一つの例なんですけれど
も、去年も一昨年も同じようなやり方です。有名
な科学者に人材育成に直接携わってもらうのは
非常に有用なやり方だと思います。彼らが先頭に
立つことで、その他の教授も自然と参加してくる
わけです。　また、大学生に関しまして、SRTの
プロジェクトがございました。以前は指導教官が
いて、そして大学生を応募するというやり方でし
たけれども、今は逆にしました。学生たちが自ら
テーマを選んで、そのテーマを持って自分で指導
教官を探してくるというふうにしています。
　人材育成は非常に重要視していますが、もち
ろん失敗もございます。チャレンジカップコンテ
ストも主催しておりますが、恥ずかしながら清華
大学はトップに入れなかった時期もございまし
た。しかし、近年私どもの努力によって、とりわ
け教学と科学研究に両立させたことによって、こ
こ３年間、１等賞を受賞しております。カップは
やっと戻ってきたというわけです。簡単ながら、
清華大学のやり方をご紹介しました。ありがとう
ございました。
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鵜飼　皆様、こんにちは。名古屋工業大学学長の
鵜飼でございます。初めに、日中大学フォーラム
に参加し、このような機会を与えていただきまし
たことに対して、中国科学院大学ならびにJSTの
皆様、本日ご出席の日中の学長先生に深く感謝申
し上げます。
　サブタイトルにあります、「物づくり、人づく
り、未来づくり」というのは、本学のモットーで
ございます。物づくりは本学における研究の根底
を成すものであり、このフレーズから予想される
ように、教育と研究の両立を目指すというのが本
学の基本的なスタンスでございます。
　初めに、このテーマに関して少し問題を整理し
てみました。近年わが国ではグローバル化への対
応とイノベーションシステムの構築という科学技
術政策に基づいて、国立大学を機能別に評価し、
場合によっては研究を主体とする大学と、教育を
主体とする大学に分類しようとする傾向がござい
ます。しかし、申し上げるまでもございませんが、
大学の目的は学術の中心として教育、研究を行
い、社会の発展に寄与することにあります。まず、
このことを基本として、両立を前提として考えて
いくべきであると思っております。
　ともすると教員の意識の中には論文数などの
研究成果は実績、授業や指導する学生数は教育負
担という思いがございます。教員に両立を意識付
け、教育においても能力を発揮してもらうために
は、バランスの取れた適切なエフォート配分と、
何らかのインセンティブが必要であると考えてお
ります。一方学生には研究活動への参加を通じて
学ぶ姿勢を、また教員には常に学生は教え、育む
人材、これ人の宝であるという意識を持つことが
肝要だと思います。従ってここでは２つの視点に
立って本学の教育研究体制と特徴ある取り組みを
ご紹介させていただきます。
　まず、名古屋工業大学の地理的、歴史的な背景
について簡単にご紹介いたします。本学は日本の
中心に位置し、周辺にはわが国の主要な製造業が
拠点を置いています。実際、名古屋がある愛知県
の2014年における製造品出荷額は約44兆円、２
位の神奈川県の約18兆円を大きく引き離してお
ります。この地域が日本の工業経済を支えている
と言っても過言ではありません。
　このような場所に名古屋工業大学は1905年、
日本で第４番目の官立高等工業学校として設立
され、その後愛知県立の高等専門学校と合併し、
1949年に工業系の単科大学としてスタートいたし

まして、現在に至っています。
　創立に当たって初代学長はこのように申し上げ
ています。「よく教えんとすれば、よく研究するこ
とを必要とし、よく研究すれば教育の上にその効
果が現れる」という言葉でございます。また、一
方で「産業界、社会の生きた問題を捉えて、これ
を解決するために学術の根を深く下ろし、生きた
研究、生きた教育を行う」と言ってもいます。こ
れが本学の発展の根底にある建学の精神です。
　それでは、教育と研究の両輪を回すための本学
の体制および特徴ある取組についてご紹介いたし
ます。
　まず、教育体制として、今年の４月から学科専
攻を再編成し、５つの学科専攻ならびに１つの教
育課程をスタートさせました。学科はほとんどの
工学の分野をカバーしています。また、創造工学
教育課程はわが国で初めての他の学科とは独立し
て、学部４年と大学院修士課程２年を一貫的に教
育する教育システムです。
　一方、研究体制としては研究分野に応じてさま
ざまな研究センターが設置されています。特に本
学には国の研究開発費や、民間の共同研究費を資
金として、年間2,000万円以上の研究資金が３年
以上にわたり担保されれば、独立した事業運営を
行うことができるプロジェクト研究所という設置
制度がございます。現在15のプロジェクトが走っ
ています。学生は学科、専攻に所属しながら、卒
業研究、修士、博士の研究を通じて、さまざまな
研究ユニット、研究室活動に直接的に参加して研
究を遂行しております。
　シンクタンクの中でも材料科学と情報科学のフ
ロンティア研究院は、本学の持つ強みである世界
的なレベルの成果を上げている材料と情報の強化
を目的とした、いわゆる研究特区です。この特区
ではイノベーションを創出するとともに、グロー
バルリーダーを育成するために国外の著名な大学
から研究ユニット単位で研究者を招致し、企業の
研究者、技術者を積極的に採用するとともに、研
究員の所属する教員、修士、博士の学生への研究
奨励を優先的に充実させています。
　このようにさまざまな研究プロジェクトに、卒
業研究、修士、博士の学生を参画させ、国際的な
共同研究、産学連携の共同研究、また、海外への
研究留学、国内外の企業での長期インターンシッ
プ等を通じて、学生は実際の研究に従事する中で
実践的な教育を行っています。また、６年一貫の
教育課程では、１年生の後期から複数の研究室を
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ローテーションで周り、研究室の研究環境の中で
早いうちから体験実習を行うカリキュラムを用意
しております。
　ここで、幾つかある産学連携の仕組みの中でも
特徴ある、学び合いプロジェクトについて簡単に
ご紹介いたします。この取り組みは、新たな研究
開発を自前で展開することが難しい地域の中堅、
中小企業を対象に、関連する研究室とのマッチン
グを図った後に、教員、学生を直接企業に派遣し
て、企業の若手技術者、企業コンサルタント等と
一緒に新たな製品開発を目指すプロジェクトを構
築することを目的としています。企業固有の技術
力と、大学の研究資源を活用し、さらに学生と企
業技術者が現場での研究開発を通じて共に学び合
う機会を提供するものでございます。
　最後に、中国の古典である「論語」と「礼記」の
中から２つの言葉を紹介して結論に代えます。一
つは「論語」の中の「学んで厭わず、人を教えて倦
まず」、他の一つは「礼記」学記の中の「教学相長
也」の一説でございます。賢明たる皆様にはもうお
分かりと思いますが、学ぶは研究に通じ、研究と教
育に従事する大学教員の気概を示す名言であると
私は考えております。以上で私の発表を終わりま
す。ご清聴いただき、ありがとうございました。

羽田　東京大学の羽田です。理事、副学長をやっ
ております。よろしくお願いします。今回は、こ
のような場をいただきまして大変感謝しておりま
す。JST、それから中国科学院大学に心からお礼
申し上げたいと思います。
　今朝から先生がたのお話を伺っておりますと、
大体このセッションの結論というのは、ほぼもう出
ているのではないかというふうに考えております。
あまりディスカッションの時間もないようであり
ますので、できれば私のほうでまとめるようなこと
をしたいというふうに思っておりますけれども。
　まず、このセッションの最初に呉浙江大学学長
がおっしゃいました、社会の変化に伴って大学の
研究教育というのも変化していくのである。研究
と教育は全くそのまま動かないということはあり
得ないということをおっしゃいましたけれど、全
くそのとおりだと思います。そして、蘭州大学の
学長がおっしゃいました、研究の中で教育をしな
いといけない、そしてその教育の場での学生たち
のリアクションから研究へのフィードバックを得
るというようなことをおっしゃいましたけれど
も、まさにそれもそのとおりだと思います。研究

と教育を一体化して一つにまとめて考えて、どち
らにも取り組んでいくというのが私たち世界最高
峰を目指そうとする大学の使命であろうというふ
うに考えております。
　今朝の野依先生の大変素晴らしいご報告の中で
もございましたけれども、グローバル化の時代と
いうことを強調されていらっしゃいました。一つ
の国の中だけでは物事は解決できないし、物事は
全て見えない。世界について考え、そして世界に
ついて知り、そして世界で活躍できる人、これを
育てるのが私たちのような研究型大学の使命であ
るというふうに確信しております。この点におき
ましては、学部も大学院も特に関係はないのでは
ないかと思います。先端的で高度な研究の上に立
つ教育、これを学部の学生にも教えることになり
ますし、その先端的で高度な研究を引継ぎ、さら
に発展させる大学院生にも同じように教えるとい
うことになります。いずれにしましてもグローバ
ルな視野を持った知的リーダーの育成というのが
当然必要になりまして、それが私たちが今目指し
ている東京大学のキャンパスモデルであります。
　お手元のスライドにございますように、これは
２つの取り組みからなっておりまして、一つは教
育の改革、もう一つは戦略的パートナーシップと
いうものです。これも午前中に里見先生がお話し
になっていらっしゃいました、東北大学のモデル
と非常によく似ておりまして、あまり代わり映え
はしないのでありますけれども、やっぱりみんな
同じ方向に向かっているのだなという今日先生が
たのお話を伺っていて思いました。
　総合的教育改革といいましても、今申し上げま
したように、グローバル化の時代でありますの
で、自分たちの中だけで全てが完結するというこ
とはあり得ません。例えば海外における体験活動
ですとか、あるいは短期の教育プログラム、こう
いったものを総合的教育改革の中に埋め込んでい
くわけでありますけれども、その際には自分たち
の大学だけではとても全てのことはできません。
パートナーが必要になります。それが戦略的パー
トナーシップという考え方でありまして、相互が
必要とするパートナーを求め合うということを考
えています。
　戦略的パートナーシップということであります
けれども、研究者は放っておいても自分たちの間
で海外の研究者と共同研究をしておりまして、こ
れは部局単位であればそういうことは常に行われ
ているわけです。私ども、ここで戦略的パートナー
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シップと言っていますが、そういう日常的な研究
者の共同研究とか、あるいは学術交流を超えて、そ
ういうものを束ねて、大学全体でよく見えるように
して、そのよく見えるようになったことを基礎にし
て個人、あるいは部局ではできないようなことを大
学全体としてやっていくという考え方です。
　パートナーとしてもトップレベルの大学はもち
ろんでありますけれども、各国、地域で重要だと
考えている大学、あるいは研究の面で必ずしも世
界最先端とは言えないかもしれないけれども、こ
れから非常に伸びてくるであろうと思われる新
興国の大学、こういったような幾つかのグループ
を対象として考えまして、それぞれの中で限られ
た数の大学、理想はもう全部でやれれば一番いい
わけでありますけれども、当然人とか、あるいは
お金の限界がありますから、限られた数の大学に
絞らざるを得ませんけれども、そうしたような限
られた数の大学と、単なる大学間協定よりも緊密
で、創造的、互恵的な協力関係をつくる、これが
戦略的パートナーシップの意味であります。
　ここでは当然最先端の共同研究がなされます。
それぞれの大学の強みを生かすわけでありますか
ら、相手の大学からいい研究の分野をこちらの大
学にもらうということも、助けてもらうこともあ
るでしょうし、こちらから向こうへ出掛けていっ
てその分野でこちらの大学が進んでいるのであ
れば、相手の大学に何らかの支援をするというこ
とも考えないといけませんし、双方が強い部分は
それを融合することによってますます強くして
いく。いろいろな考え方がそれぞれの大学、個々
の大学によって、相手がどういう大学かによって
違ってくると思います。
　そこで行われる、この図にありますように、下
に先端共同研究がありまして、教育については
ジョイントで教育します。短期プログラムを相手
の大学で行い、あるいは相手の大学にこちらの大
学に来てもらってプログラムをします。さらには
学生交流を大規模にするといったようなさまざま
な取り組みをやっていくというのが戦略的パート
ナーシップの考え方であります。
　これは通常の大学間協定を排除するというよう
なことではありません、通常の大学間協定は部局
レベル、あるいは個人レベルでどんどんやればよ
ろしいわけでありますけど、それに加えて大学の
本部のほうで、それなりにその大学の限られた資
源を投資して自分たちにできることをやっていく
ということであります。

　一つの例として、プリンストン大学、これはア
メリカの大学でありますけれど、この例をここに
挙げております。2015年、去年から始めまして、
大学の中で双方の大学がそれぞれ何がしかの、具
体的に申しますと年間3,000万ずつのお金を用意
しまして、両方の先生がたが進めようとする研究
交流、学生交流のプログラムに支援をするという
考え方です。
　具体的な学生交流としましては、そこに上げら
れているような院生論文のワークショップですと
か、あるいはサマーラボですとか、それから学生
同士が相互に行き来するというプログラムをたく
さん、今全部で10幾つ走っていると思いますけれ
ども、やっております。研究交流はもちろんそう
いう学生交流の基礎になるわけでありますけれど
も、教員同士がお互いの研究を批判し合い、お互
いに協力し合いながらますます研究交流を進めて
いるということになります。これに加えまして職
員の交流も行いまして、そこには平成27年度以降
に実施予定と書いておりますけれども、昨年度既
に東大の職員が１人プリンストンに行きまして、
今年はプリンストンのほうから１人来ていただく
ことになっています。
　このように、それぞれがそれぞれの相手に対す
る思いをうまく伝え合って、独特の関係をつくって
いきます。ここの場合は、プリンストンの場合はプ
リンストンのやり方がありますし、実は昨日北京大
学に参りまして、北京大学のカウンターパートの
先生ともお話ししましたけれども。北京大学とわ
れわれの大学がやる場合に、また別の、少し違った
形のパートナーシップがあり得ます。それぞれが
それぞれのやり方をしていく、非常に手が掛かり
ますし、とても大変でありますけれども、それだけ
実際に効果の高い海外の大学との付き合い方では
ないかというふうに考えております。
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　最後に一つ、具体的な例として、今までの話は
総論になりますので、私自身が今取り組んでいる
プロジェクトについてお話をさせていただきたい
と思います。これはプリンストン大学だけではあ
りませんで、フランスのÉcole des hautes études
という所と、ドイルのベルリンの２つの大学も
パートナーでありますけれども、新しい世界史、
グローバル・ヒストリーの共同研究拠点を構築す
るというプロジェクトです。
　午前中の野依先生のお話にありましたように、
現在科学技術だけでありませんので、人文学、社
会科学のほうも併せて、今私たちが直面している
問題に対処していかないといけないわけで、歴史
がそれに何をもたらすことができるかを考えた
ときに、私は人間が地球の住民としてどのような
過去をつくってきたかということを、それぞれの
国民が考えながら、お互いにお互いの国で行われ
ている歴史の研究を知り、それをもとにして地球
の住民としての世界史をつくっていくということ
が大事だと考えていまして、このようなプロジェ
クトを今年で３年目でありますけども始めてい
ます。これが終わりますとすぐに来週はプリンス
トン大学でサマースクールがありますので、そち
らのほうに行くのでありますけれども。
　たまたまこれはお金を頂いているファンディン
グエージェンシーの都合でこういうふうな、どちら
かというとグローバル・ノースの大学に限られた
協力でありますけれども、決してこれは他を排除
するものではありませんで、例えばそのサマース
クールでありましても、まず日本の東京大学であ
りますので、日本全国に学生を公募しています。昨
年、実際に名古屋大学の中国人の留学生の人がこ
れに参加して、去年は日本でやったんですけれど
も、一緒に勉強しました。もちろん中国の大学とも
これからぜひ付き合っていきたいと考えていまし
て、そういう意味で、これはあくまでもまだ最初の
段階でありますけれども、できるだけ早くいろいろ
な形で中国の大学の先生がた、そして学生たちと
交流を深めていきたいと思っています。
　これははっきりとした、さっき申しました
Strategicパートナーシップというものそのもので
はありませんけれども、その一つの応用系のような
ものだと考えていまして、しかもこれは珍しく文系
でありまして、今までの話ほとんど理系なのですけ
れども、文系としてもこういうようなことができる
のではないかということでご紹介させていただきま
した。以上です。どうもありがとうございました。

藤嶋　東京理科大学の藤嶋と言います。今回、本
当にいろいろなお話を伺うことができまして、大
変勉強になっております。私、私立大学の一つの
東京理科大学の学長をしておりまして、今回は日
本から東大、京大をはじめとする国立の有名な大
学から皆さん来ていらっしゃいますけれども、私
立からは早稲田の橋本先生と私だけというのが、
私立大学からの出身者であります。
　私自身の自己紹介をまずさせていただきますと、
13年前まで東京大学の教授をやっていまして、そ
のときの研究はたくさんの中国の方々の協力のも
とで行うことができました。私自身、中国に最初に
来させていただいたのは40年ぐらい前ですけれど
も、そのときと大きな違いが、本当にびっくりする
こと毎年でありますけれども、40年前は北京市内
も半分ぐらいが外国人進入禁止という所で、馬車、
自転車ばっかりという所でありました。
　その後中国からの留学生の方がたくさん来て
いただくようになりました。ここにありますよう
に、姚建年さん、劉忠範さん、江蕾さん、この方々
は東大の大学院の学生として在席してくれまし
て、それぞれそのときに素晴らしい研究成果を上
げてくれました。例えば、この３人全部そうです
けれども、東大の大学院の博士課程のときに、そ
の成果をネイチャーに論文を全部出してくれまし
て、例えば姚建年君はその成果がネイチャーに出
ますと、人民日報に出るというような成果も上げ
てくれました。ということで、この方々は今院士
になっておられて、大活躍をしているわけであり
ます。その他にもたくさんの方が来て共同研究を
してくれました。
　私自身も中国工程院の外籍院士にしていただき
まして、大変光栄であります。そのようなことの御
縁で毎年中国で光機能材料討論会というのを行っ
ております。日本から50名ぐらい、中国からは
200名ぐらいが参加していただける会を、中国の各
地でさせていただいているということであります。
　去年のことですけども、私は驚いたんですけれ
ども、北京に来たときに日本では60歳の還暦と
いうのが一番大きなお祝いですけれども、中国の
方に聞きますと古希が一番大きなお祝いである
と。ちょうど４年前私が古希になったときに北京
に来たら、全員が集まって大パーティーをやって
くれたということがありまして、本当に感動した
ことがありました。先ほどまた、沖村先生から紹
介していただきましたけれども、科学技術振興機
構の中国総合研究センターの２代目のセンター
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長も仰せつかっておりますし、今ご紹介した姚建
年さん、劉忠範さんは、このセンターのアドバイ
ザーを務めていただいております。
　また、さくらサイエンスプログラム、沖村先生
によってスタートしましたこのプログラム、私た
ちもいろいろ応募させていただきまして、たく
さんの中国の方々をお招きすることができてい
るということで、特に北京大学のドクターの学生
なんかもついこの間も来てくれまして、共同研究
をしております。そういう点で素晴らしい共同研
究ができているなと思っております。
　さて、東京理科大学の概要ですけれども、
1881年に東大を出た20代の21名の方々がつくっ
ていただいたのをスタートにいたしまして、今年
で135年になりました。今は４つのキャンパスが
ありまして、学生が２万人ということで行ってお
ります。
　その中で、特に教育が一番大事だという当然で
ありますけれども、それにはどうしたらいいかと
いうと、新しい試みといたしましてTUSという
のは東京理科大学のことですけども、オリジナル
の教科書をつくっていこうと、「理工系の基礎シ
リーズ」っていうのをつくっていこうということ
で、全専門分野ごとに１冊の200ページぐらいの
基礎のことをまとめた本をつくり始めました。こ
れを全分野について、大体30冊つくりたいなと
思って、それをスタートいたしました。
　ということで、例えば機械工学、素晴らしい内
容でできたと思っておりまして、これを今中国語
版にしたい、英語版にしたいということで、世界
中の方に使っていただくことができればいいなと
思っております。学生、特に１年生、２年生を、こ
の教科書を使って基礎をじっくり勉強させ、それ
をもって大学院のときも横において勉強してほし
い、会社に行って一生使ってほしいと、死ぬとき
は棺桶に入れるような教科書にしたいというのが
私たちは考えていることであります。
　その他にも、皆様やってらっしゃるレポート課
題とか、卒業研究を充実していきたいということ
であります。他の大学もそうだと思いますけど
も、私たちも私立大学で授業料を頂いて運営して
いるというのはあるわけですけれども、今でも理
工系は大体マスターまで行く、修士まで行くって
いうことで、６年一貫教育を私たちもさせていた
だいているということであります。
　世界に通用する研究をしていきたいということ
で、いろいろな重点課題をつくりまして、あるい

は先生がた、理系だけ８学部ありますので、いろ
いろな専門分野の方が、その専門ごとに集まって
総合研究院というのをつくりながら連携した研究
をしていくというような組織をつくらせていただ
いております。
　私自身は光触媒というのを専門にしておりまし
て、日本政府の方から光触媒国際研究センターと
いうのを10億円でつくっていただきまして、それ
を中心にして学長をやりながら、センター長をし
ながら、研究も行っているということがあります
し、その他に火災科学というのが、他の世界どこ
にもほとんどないと思うんですけども、火災をい
かに防ぐか、どうして火事は起こるかというよう
なことの研究も行っております。
　今、一番私たちも欲しいのは博士課程の学生を
もっと増やしたいなと思っております。私立大学
ですから授業料をもらって運営するということ
になっているんですけれども、博士の学生につい
ては授業料をただにしてということを、この４月
からスタートさせていただきました。そのおかげ
で博士課程の学生を増やすことができましたし、
企業に居ながら博士課程に在学して、ドクターを
取っていくということも進めていきたいと思って
おります。
　もう一つは、女子学生が少ないと、これ日本の
理工系は特にそうなんですけれども、その女子学
生をいかに増やしていくかということ、それか
ら、国際的なことを考えて、若手の研究者をより
積極的に海外に派遣していきたいということがご
ざいます。
　もう一つ、私たちの東京理科大学の一番の伝統
が、中学、高校の数学、理科の先生を養成してい
たということで、これは伝統があります。今も現
職で中学、高校の先生、特に高校の先生は全国で
4,000名、理科大出身者が活躍しておりまして、そ
の方々のレベルをもっと上げていきたいというこ
とが、私たちのもう一つの大事な役割ではないか
というふうに思っております。
　それから、つい最近というか、この１週間前に
できた私の本をちょっと皆さんにご紹介したいと
思っているのですけれども、先ほど鵜飼先生から
も論語の話がありましたけど、私はちょうど１週
間前に、「理系のための中国古典の名言集」という
のを、論語、荘子から始まって中国の有名な古典
を全部まとめて、74をまとめてそれを解説して、
いかにこの中国の古典が私たち理系の者にとって
も重要であるということをまとめたものであり
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まして、何かの機会にぜひ読んでいただければと
思っております。よろしくお願いいたします。以
上であります。

室伏　皆様、こんにちは。お茶の水女子大学の室
伏でございます。本日はお茶の水女子大学が教育
と研究の高度化を目指して行っております、戦略
的な教育研究の取り組みについてご紹介させて
いただけますことを、大変うれしく思っておりま
す。中国科学院大学とJSTの皆様には、このよう
な場を与えていただきましたことに感謝申し上げ
ます。ありがとうございます。
　本学は1875年に、日本で初の女性のための高等
教育機関として、国によって設立されました。昨
年の11月29日に創立140周年を迎えております。
現在の本学はそれらの歴史を引き継ぎながら、大
変小さな大学なんですけれども、文教育学部、理
学部、生活科学部という３つの学部、それから文
理融合の人間文化創成科学研究科という１つの研
究科からなる総合大学でございます。学部には約
2,000名、研究科には約900名の学生たちがおりま
す。そういった学生たちに少人数教育を施すこと
で、丁寧な教育を行い、そして教育の質を高めよ
うということで頑張っております。
　それから、私たちの大学は大変面白い特徴と申
しますか、１つのキャンパスの中に保育園から大
学院までが存在しております。この付属学校が保
育園、こども園、幼稚園、小学校、中学校、高校と
ございまして、そこには約1,900名の児童、生徒が
在学しています。
　私たちの大学では長いこと時代と社会の要請に
応えて、グローバルに活躍する女性リーダーを育
成することをミッションとして掲げてまいりまし
た。はるか昔から国の内外で活躍する素晴らしい
女性人材を輩出しておりまして、今でもその歴史
を引き継いで多くの女性たちが国の内外で活躍し
てくれております。
　そして、これまでのお茶の水女子大学でのさま
ざまな研究を有機的に連携させて、人が一生を通
じて健康で心豊かに過ごすための研究開発を行
い、それによって活力ある社会環境を創出しよう
ということを新たなビジョンとして加えて、さま
ざまな工夫を続けてまいりました。
　このビジョン達成のための取り組みといたしま
しては、本学が紡いでまいりました特色ある研究
分野を融合して、新たな組織をつくりました。そし
て、その組織によって組織を基盤にして研究成果

を上げまして、それをもとにして教育の高度化、国
際社会への還元を実現しようとするものです。
　最近つくりました戦略的な研究組織をご紹介さ
せていただきますが、まず１つが昨年から動かし
ております、グローバル女性リーダー育成研究機
構という組織でございます。これは今までにも本
学が女性リーダーの育成ということで、さまざま
な研究教育を続けてまいりましたけれども、それ
らの研究教育を一つにまとめて、一つの組織にま
とめて、そこで国際的に活躍する女性リーダー育
成をやっていこう、なおかつ国際的な教育研究の
拠点にしようと、そういうことで進めている組織
の活動でございます。
　２番目に書いてございます、このヒューマンラ
イフイノベーション研究機構といいますのは、こ
れは研究科学、人間発達科学、これはいずれもお
茶の水女子大学の特色ある研究ですけれども、こ
ういった分野における国際的な教育研究の拠点を
形成しようということで、努力を続けております。
　グローバル女性リーダー育成研究機構には、グ
ローバルリーダーシップ研究所と、ジェンダー研
究所という２つの小さな研究所をつくり、ヒュー
マンライフイノベーション開発研究機構には、
ヒューマンライフイノベーション研究所と、人間
発達教育科学研究所という２つの研究所をつく
りまして、ここで本学の強みの研究分野を融合し
て、戦略的に研究や教育を進めていこうと思って
いるところでございます。
　グローバル女性リーダー育成研究機構では、こ
れまでの歴史に基づいて国の内外から優れた女性
研究者を招へいしまして、女性のリーダーシップ
を育成する、さらに男女共同参画社会の実現に貢
献する研究教育を通じて、世界で活躍できる女性
リーダーを育成しようということで活動を続けて
おります。
　研究内容としましては、新しいグローバル女性
リーダーシップ論の構築ですとか、アジア型のグ
ローバル女性リーダー像の提案ということを掲げて
おりまして、下に示しましたように、さまざまな国の
内外の研究機関等と共同研究を展開しております。
　ヒューマンライフイノベーション開発研究機構
はこの４月から立ち上がったものでございますけ
れども、これは先ほど申し上げましたように本学
の中には乳幼児から高齢者までが共に集って、共
に学んでいるという環境がございますので、それ
を研究、実践、教育の場として活用することで、人
が一生を通じて健康で心豊かに過ごし、そして生
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活環境を向上させるイノベーションを創出しよう。
そして健やかで活力ある社会をつくり、未来世代
への負担軽減を図るための成果をさらにその社会
に向けて発信しようというものでございます。
　研究内容はここにお示ししましたが、乳幼児か
ら高齢者までの心身の健康のために、栄養摂取と
食習慣ですとか、運動と芸術活動による健康の向
上に資する研究開発ですとか、あるいは高齢者の
ロコモティブシンドロームの予防改善、それから
さまざまなストレスが多い社会でございますの
で、そのストレス性疾患の予防や改善等について
の研究を進めております。
　また、さまざまな年齢の子どもたちの教育、保育
の質の向上、あるいは教育格差の解消を目指した
研究や、教育カリキュラムの開発等も進めており
まして、乳幼児から高齢者まで幸せに暮らせる、そ
ういった社会をつくろうということで、心と体の
両側面から研究を展開し、それらの研究成果を教
育に生かしていこうということでございます。
　これは研究成果による教育の高度化というこ
とで、簡単にまとめてみました。今回２つの新し
い機構についてご説明申し上げましたが、さまざ
まなこれまでの試み、取り組みによっていろいろ
な工夫がなされておりますが、例えば今回ご説明
いたしましたグローバル女性リーダー育成研究機
構の研究成果が、グローバル女性リーダー育成カ
リキュラムの開発ですとか、グローバルリーダー
シップ教育の実践、あるいはその国際水準の女性
研究者の育成といったことに生かしていくことが
できます。
　また、ヒューマンライフイノベーション開発研
究機構の研究成果を研究科学や人間発達科学分野
の専門教育を充実させることや、理系の女性研究
者を育成すること、そして生涯を通じた教育モデ
ルの提案、こういったことに生かしていくことが
できると考えておりますし、またそういったこと
も既に進んでおります。
　これらの成果を本学が長い間がかかって進めて
まいりました、グローバル化に対応したさまざま
な教育改革、例えば四学期制の導入とか、学士・
修士一貫の複数学修トラック導入、あるいは英語
による授業の拡充、高大連携といった、これらは
既に他の大学の皆様もお進めになっていることだ
と思うのですけれども、こういったことと組み合
わせることで教育の高度化が実現できるだろうと
思っておりまして、研究と教育を連携させて、そ
こで優れた学生たちを育てたい、そしてさらには

幼稚園、乳幼児から高齢者までの健康や、幸せに
資する研究や教育を続けていきたいと考えており
ます。以上です、ご清聴ありがとうございました。

呉　９名の学長の皆さんから、大変重要で素晴ら
しい発言をしていただきました。それぞれ非常に
ご経験に富まれたお話でありまして、教育と研究
の調和のある発展に関する共通認識も示されま
した。私なりにまとめたところ、４点ほど挙げら
れると思います。まず１番目に、教育と研究は大
学の根本的な関係であります。そして、共生しお
互いに促進し合う関係、しかも、どちらか一方が
欠けてはならない両輪の関係であります。ですか
ら、調和のある発展が一番重要である。そして、
多くの方が指摘されましたように、このような調
和関係は、やはり人材の育成というのが大学の根
本的な任務であるというところに帰結させなけれ
ばなりません。そして、教育が神聖であるという
理念を根付かせなければなりません。教育は重要
であり、研究が教育をより良く実施していくため
の基礎であります。そして２番目に、研究と教育
の調和のある発展のためには、やはり制度設計が
重要であります。具体的に言いますと、人事制度、
資源配分、そして例えば特区、国際化に関する制
度設計が挙げられます。これが３点目。そして４
点目でございますが、教育と研究の調和のある発
展は、将来に向けて考えるときに、今は21世紀の
第２の10年でありますけれど、今後20年、30年
を見通すときには、新たな要素を考えなければ
なりません。例えば国際的な協力、グローバル的
な研究の協力、さらには国際化を念頭に入れた教
育、そして新しい課題意識、例えばグローバルの
ジェンダー問題等が挙げられます。
　やはり国のニーズに応えるために大学の経営を
していかなければなりません。とりわけその大学が
ある地域のイノベーションに資するような取り組み
をしなければなりません。これらは今後の大学の教
育、研究の調和の発展の新たな課題として認識し、
さらに研究を深めていかなければなりません。
　これが本セッション、時間もちょうどになりま
したので、先ほど事務局からこれ以上のディス
カッションは難しいというふうに言われました。
あらためて学長の皆さんの素晴らしいご報告に感
謝し、そして皆様今一度盛大な拍手をもって感謝
の意を表したいと思います。よろしくお願いしま
す。ありがとうございます。
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日中大学フェア＆フォーラム in China 2016

● パネルディスカッション② ● 世界最高レベル大学の条件とグローバル人材の育成

■ 講師PROFILE

● パネルディスカッション② ● 世界最高レベル大学の条件とグローバル人材の育成

角南 篤　■政策研究大学院大学 教授/副学長

Ph.D.（コロンビア大学）。専門分野は科学・産業技術政策論、公共政策論、科学技術と外交。現在の研究対象は国家（地域）
イノベーション・システムの比較研究、科学技術と国家、科学技術外交、科学技術政策の政治分析。1988年、ジョージタ
ウン大学School of Foreign Service卒業、89年株式会社野村総合研究所政策研究部研究員、92年コロンビア大学国際関
係・行政大学院Reader、93年同大学国際関係学修士、97年英サセックス大学科学政策研究所（SPRU）TAGSフェロー、
2001年コロンビア大学政治学博士号（Ph.D.）取得。2001年から2003年まで独立行政法人経済産業研究所フェロー。
2003年政策研究大学院大学助教授、2014年教授、学長補佐、2015年11月より内閣府参与（科学技術・イノベーション
政策担当）2016年4月より副学長に就任（現在に至る）。その他、文部科学省 科学技術・学術審議会委員、外務省 科学技
術外交推進会議委員、内閣府総合科学技術・イノベーション会議基本計画専門調査会委員、等。

モデレータ

久保 千春　■九州大学 総長

1973年九州大学医学部卒。1973～75年九大医学部心療内科研修医、1982～84年米国オクラホマ医学研
究所Clinical Research Scientist、1993年九州大学医学部心療内科・教授などを経て、2008年～2014年九
州大学病院長。2014年10月より九州大学総長。専門は心身医学、アレルギー学。

パネリスト

西尾 章治郎　■大阪大学 総長

1975年京都大学工学部数理工学科卒業、1980年京都大学大学院工学研究科博士後期課程修了、工学博士取
得。専門分野はデータ工学。京都大学助手、大阪大学基礎工学部助教授等を経て、1992年大阪大学工学部教
授。その後、大阪大学サイバーメディアセンター長（初代）、大阪大学大学院情報科学研究科教授、同研究科長、
大阪大学総長補佐、同理事・副学長等を歴任し、2015年8月に第18代大阪大学総長に就任。この間、2001年
から2008年まで文部科学省研究振興局科学官を務めた。2011年に紫綬褒章、2014年に文部科学大臣賞な
ど多数受賞。

パネリスト

橋本 周司　■早稲田大学 副総長

1970年早稲田大学理工学部応用物理学科卒業。同大学院理工学研究科を経て、1977年工学博士。東邦大学
専任講師、助教授、早稲田大学理工学部助教授を経て、1993年より早稲田大学理工学部教授。2004年9月よ
り理工学術院教授。2006年9月より2010年9月まで理工学術院長。2010年11月より現職。専門は、計測・
情報工学、確率過程の応用、画像処理、ロボティクス、音楽情報処理など。

パネリスト

松尾 清一　■名古屋大学 総長

1981年に名古屋大学大学院医学研究科博士課程修了後、同年4月より名古屋大学医学部助手、講師を経て、
2004年からは名古屋大学大学院医学系研究科病態内科学講座腎臓内科学教授となり、2007年より名古屋大
学医学部附属病院病院長に就任した。また、2009年からは名古屋大学副総長となり、大学運営にあたるとと
もに、研究・産学官連携部長等を兼務した。2015年4月より、名古屋大学総長に就任し、今後の名古屋大学
の発展のために達成すべき目標として「NU MIRAI 2020」を策定し、名古屋大学を世界屈指の研究大学とし
て発展させるべく邁進している。専門は腎臓内科学で、日本腎臓学会理事長及び日本慢性腎臓病対策協議会
理事長として、指導的な役割を果たしている。

パネリスト

山極 壽一　■京都大学 総長

Juichi Yamagiwa (DSc, Kyoto University, 1987) is the president of Kyoto University.
Prior to his appointment as president in 2014, Yamagiwa served as a member of the university’s Administrative 
Council from 2012–2013, and dean of its Graduate School and Faculty of Science from 2011–2013. He also 
served as president of the International Primatological Society from 2008–2012 and president of the Primate 
Society of Japan from 2005–2009.
His major research interests are primatology and anthropology. He has spent considerable time engaged in fi eld 
research on gorillas and chimpanzees in Africa, and is the author of several books. In 2006, he was awarded the 
Daido Life Foundation Encouragement Award for Area Studies.

パネリスト
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山口 佳三　■北海道大学 総長

1978年3月京都大学大学院理学研究科博士課程を修了後、同年4月北海道大学理学部に助手として採用。そ
の後、同学部講師および助教授を経て、1993年11月に教授に昇任する。
2007年4月より、大学院理学研究院長・理学院長・理学部長、また2011年4月からは理事・副学長を歴任する。
2013年4月北海道大学第18代総長に就任し、現在に至る。専門は微分幾何学。

パネリスト

蘆 中昌　■大連理工大学 副学長

1959年9月生まれ、黒龍江省鶏西市出身、管理学修士。大連理工大学教授、副学長、盤錦校区管理委員会主任。1978年9月 -1982年7月 
大連工学院金属材料・熱処理専攻。1982年8月 -1984年9月 鶏西炭鉱機械工場アシスタントエンジニア。1984年10月 -1988年5月 鶏
西市人民政府駐大連事務所総合科副科長、情報科科長。1988年6月-1990年2月 大連理工大学科研処計画科科長。1990年3月-1991年3月 
国家教委科技司幹部（出向）。1991年4月 -1996年10月 大連理工大学科研処副処長。1993年9月 -1996年6月 大連理工大学管理学院管
理学修士課程。1996年11月 -1997年8月 大連理工大学不動産管理処処長党支部書記。1997年9月 -1998年8月 国家教育部直属大学工
作弁公室副主任（出向）。1998年9月 -2002年1月 大連理工大学科学技術処処長校党委委員。同特許事務所所長（兼務）同科技開発セン
ター総経理（兼務）法律事務センター副主任（兼務）学術委員会秘書（兼務）。2002年2月 -2003年5月 大連理工大学大学院副院長。同学
科建設弁公室主任（兼務）。2003年6月 -2006年7月 大連理工大学学長補佐。2006年8月 -2012年3月 大連理工大学副学長。2012年4月
-2012年12月 大連理工大学副学長。盤錦校区建設計画リーダーグループ副グループ長（兼務）。2013年1月 -現在 大連理工大学副学長。

パネリスト

寧 濱　■北京交通大学 学長
1959年5月生まれ、山西省稷山県出身。北方交通大学（現：北京交通大学）電信学部鉄道信号専攻卒業、工学博士。1991-1992年イギリスロンドン
ブルネル大学電子電気工程学部にて客員教授、2002年10月 -2003年3月アメリカカリフォルニア大学バークレー校にてシニア客員教授。主な研
究分野は高速鉄道運行制御システム、都市高速鉄道交通の運行制御システム、高度交通制御システム、デジタルシステムのフォールトトレラント
設計、故障診断及びシステム安全と信頼性。1997年12月北方交通大学副学長、2004年10月北京交通大学常務副学長、2008年3月学長に就任。
国際鉄道信号エンジニア協会（IRSE）会員、英国工学技術学会（IET）会員、米国電気電子学会（IEEE）会員、高度交通システム学会鉄道システムと
応用（RSA）技術委員会主席、中国交通システム工程学会副理事長、中国都市高速鉄道交通協会副会長、北京鉄道学会副理事長、中国欧美同学会会
員、第6期教育部科学技術委員会委員兼校風建設委員会委員、エネルギー・土木建設水利学部常務副主任、科技部「十二五」863計画専門家委員会
委員、「十三五」国家発展計画専門家委員会委員、北京市第13期、14期人民代表大会代表、北京市人民政府専門家アドバイザリーコミッティ委員。
高速鉄道運行制御、都市高速交通列車制御及び高度交通分野の専門家であり、国家、鉄道部及び北京市の重要プロジェクトを多数担当。国家科技
進歩二等賞3項目、鉄道部科技進歩賞特等賞、一等賞及び二等賞多数受賞。国内外の学術雑誌や国際学術会議にて発表した論文は40編以上。

パネリスト

席 光　■西安交通大学 副学長

西安交通大学副学長、校党委委員、常委。担当職務：国際・香港マカオ台湾事務、校友会、人文社会科学研究業務。分掌部門：
国際協力・交流処、校友関係発展部、科学・技術研究院人文社会科学処。1963年生まれ、教授、博士指導教官。1990年6月西
安交通大学流体機械・工程学科博士学位取得、1994年 -1996年イギリスのインペリアル・カレッジ・ロンドン機械工学科シ
ニア客員教授。西安交通大学エネルギー・動力工程学院副院長、科技処処長、科研院常務副院長、校長補佐を歴任。主要研究分
野：流体機械最適設計、計算流体動力学、マイクロガスタービン等の応用基礎及びプログラム技術開発研究。学術及び科研実績：
国家科技進歩二等賞1項目、教育部科技進歩一等賞2項目、第6回中国青年科技賞（1998年）、陝西省優秀留学帰国者等称号を
等を受賞。国家自然科学基金総合プロジェクト、傑出青年基金プロジェクト、教育部2世紀間優秀人材基金プロジェクト、863ハ
イテクプロジェクト及び企業協力プロジェクト等20項目以上に関わる。発表した学術論文は200編以上。

パネリスト

周 玉　■ハルビン工業大学 学長
1955年7月生まれ、黒龍江省五常市出身。教授、博士指導教官、中国工程院院士、ハルビン工業大学学長。ハルビン工業大学金属材料及び
熱処理専攻本科、修士、博士課程修了。日本東京大学工学部材料学科共同養成博士研究生、イギリスリーズ大学材料学院シニア客員教授。
ハルビン工業大学金属材料及び熱処理研究室主任、材料学院院長、校長補佐等を歴任。1999年より党委常委、副学長、学長に就任し、学科
建設、院生教学、本科生教学、実験室及び設備管理、図書、高等教育研究、生涯教育等を分掌。長年にわたり、セラミックスの相転移と靭化、
セラミックス複合材料の耐熱衝撃性と対融触性及び航空宇宙防熱部品への応用等分野の科研及び教学に従事。中国機械工程学会常務理事、
材料分会名誉理事長、中国材料研究学会副理事長、中国ケイ酸塩学会副理事長、教育部材料科学・工程学科教学指導委員会主任委員を兼任。
2009年中国工程院院士、2012年世界セラミックスアカデミー会員に選出。2013年までに、国家技術発明二等賞１項目、省部級一等賞３
項目を受賞、国家発明特許40以上。著書及び教材５部は、全国普通大学優秀教材賞一等賞１項目、国家優秀教学成果賞二等賞１項目を受
賞。発表した主要学術論文は400編以上で、SCIに380編以上、EIには360編以上収録。論文の被引用回数は4000回以上。

パネリスト

朱 崇実　■厦門大学 学長

1954年 12月中国福建省生まれ。1978年 2月アモイ大学経済学部入学、1982年 2月卒業後同大学にて奉
職。1985年9月ユーゴスラビアへ留学、1990年5月ユーゴスラビアベオグラード大学国際経済学部にて経
済学博士学位を取得、現在アモイ大学法学部教授。1999年8月から2000年8月、フルブライト・プログラ
ムの助成を受け、アメリカボストン大学及びハーバード大学法学部シニア客員教授となる。1995年5月から
2003年6月までアモイ大学副学長、2003年6月より学長を務める。孔子学院本部理事会理事、中国朱子学会
会長、アモイ市社会科学連合会主席を兼任。

パネリスト
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伊藤　それでは、まだ外におられる方もおられま
すけれども、お時間となりましたので、最後のセッ
ションを開始させていただきたいと思います。
　最後は再びパネルディスカッションという形
で、「世界最高レベル大学の条件とグローバル人
材の育成」ということをテーマにご討議をお願い
したいと考えております。このセッションのモデ
レータは、日本の政策研究大学院大学の角南先生
にお願いをしております。それでは角南先生、よ
ろしくお願いいたします。

角南　ただ今ご紹介にあずかりました、角南でご
ざいます。科学技術振興機構の中国総合研究セン
ターのほうでもシニアフェローという形でお世話
になっておりまして、そういった関係もございま
して、きょうはこのパネルディスカッション２の
ほうのモデレータをやらせていただきます。
　先ほどのパネルディスカッション１のタイムマ
ネジメントが完璧でございまして、その時間の中
で全てのプレゼンテーションがきちっと終わると
いうことで、非常に私としてはプレッシャーを感
じておりますが、パネルディスカッション２のほ
うでは11名のパネリストの先生がたからプレゼン
テーションをしていただくということになって
います。テーマは「世界最高レベルの大学の条件
とグローバル人材の育成」ということでございま
す。先ほどのお話の中でもございましたとおり、
今日本においては非常に大学改革の波が押し寄せ
ておりまして、この大学改革を推進している政策
の根拠というものが科学技術イノベーションと、
教育ではなくてむしろ国の産業競争力という観点
からこの大学改革を進めるべきであるという議論
が中心であるというふうに思っております。
　翻って私もアメリカのコロンビア大学という所
で科学技術イノベーションの研究室におりまし
て、そのときにちょうど私の指導教官が当時80年
代にアメリカも、やはり同じような厳しい競争
力、特に日本から、に晒されて、バイドール法案
というアメリカの大学の私的財産の制度を変え
て、アメリカの大学がよりアメリカの競争力に資
するということを目指した法案を通したという
ことがございました。そのときは私の指導教官は
このバイドール法案に反対をいたしまして、イノ
ベーションの研究者としてアメリカの大学の最も
優位のある競争力の源泉というのは、アメリカの
多様性、大学の多様性であると。このバイドール
法案はアメリカの大学の多様性を奪ってしまうと

いうことの観点から、当時われわれも手伝わされ
てバイドール法に反対する、反論する本を書いた
りしたことがありました。やはりそのときのこと
を、今私日本におりまして非常に思い出しており
ます。まさに日本の中で日本の競争力ということ
を議論するときに、やはりまた大学にこの議論が
来たのかなというふうに思っていますが、やはり
その中で日本のイノベーションという観点から言
えば、実は多様性ということが一番私は重要な要
素の一つではないかなと思っております。
　個々の大学がそれぞれのミッションを持って、
そしてそれぞれの特徴を生かした人材を育ててい
くということで、まさにグローバル人材も多様で
ありますし、世界最高レベルの大学というのも多
様でなきゃいけないと思っていますが、残念なが
らちょっと最近日本での議論は、そっちのほうか
ら、むしろ統一的な一つのところに持っていこう
というようなところがあるのかなというふうに、
残念ながら私も思っているところであります。
　そういう意味では、この後11名の先生がたから
多種多様な、もちろん世界に通用する世界最高レ
ベルの大学を目指すことはどの大学も同じでござ
いますけれども、そのやり方、その考えは多様で
あって当然だと思っておりますので、そういう意
味では非常に楽しみにこの後の話を聞かせていた
だけると思っております。
　時間に余裕が、もし最後にございましたら、第
１セッションのときに例えば他の先生がたのプレ
ゼンテーションに対してコメント、あるいは質問
というものが時間がなかったものですから、それ
も併せて第１、第２セッションを併せて追加的な
コメント、あるいはこういうことをもう少し聞い
てみたいなというお話がありました、お受けした
いと思っております。
　それでは、まず最初に厦門大学の朱学長のほう
にマイクを渡したいと思います。よろしくお願い
します。

朱　モデレータの方、主催者の方に感謝申し上げ
ます。尊敬するご在席の学長の皆様、こんにちは。
この度はこのパネルディスカッションに参加で
き、大変うれしく思っております。
　「世界最高レベルの大学の条件とグローバル人
材の育成」ということですが、私の理解としまし
て、２つの要素が含まれております。１つは条件
ということですね。世界最高レベルの大学の築
く条件、２つ目は人材育成ということです。私は
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思うには、まず条件というのはどういう条件なの
か。私は思うには、および厦門大学の学生、講師
の共通の認識としまして、次のように思っており
ます。
　世界最高レベルの大学を構築するには、あるい
は一流大学を構築するには、まず大学全員に認め
られる建学理念が必要であります。この理念とい
うのは単なるスローガンではありません。これは
文化であり、また全学校の講師、学生に認められ
る、数十年にわたってそれに向かって頑張る目標
であって文化であるということです。真理を追究
し、人を基とするというのは世界一流の大学の普
遍的な理念であります。
　厦門大学は1921年にできましたが、当初から創
立者の陳嘉庚氏は、奥深い学問を研究し、専門人
材を育成し、世界文化を広めるという理念を構築
していました。100年来、厦門大学はこの目標に向
かってまい進してまいりました。繰り返しになり
ますけれども、奥深い学問を研究し、専門人材を育
成し、世界文化を広めるという目標を掲げまして、
私どものモットーとしてきました。これは非常に
先見のある理念であると私は思っております。
　２つ目の条件としまして、やはり最も優秀な人
材を集めて学校の講師として雇用するということ
です。また、この講師たちが優れた科学的精神を
持って未知を探る興味、およびイノベーション能
力の持ち主であるということです。そして、愛の
心を持って学生および若者を育成するために献身
的なアクションを取るということです。
　また、良い条件を整えることも大事です。つま
り社会のサポートが不可欠であります。社会とい
うのは卒業生や政府、企業家、慈善事業者等が含
まれております。そして大学を経営する資源、と
りわけその資金を工面する能力も必要であると思
います。ですので、素晴らしい管理チームが必要
であって、優れたリソースを集める能力は非常に
不可欠であります。一流の最高レベルの大学をつ
くるには、この先ほど申し上げた３つの条件が不
可欠であると考えます。
　つまり、世界最高水準の大学を構築するには最
も大事なのは次の３つの言葉であります。まず気
品が必要です、そして権威が必要、そして建物が
必要であります。これはこの条件に関する私個人
の理解であります。
　２つ目に、グローバル人材の育成につきまして
ですが、これは各大学が探究して追い求める目標
であります。なぜならば、グローバル時代におい

て一流大学が一流になれるかどうか、この重要な
尺度、重要な基準はやはり育成した人材がグロー
バルなニーズに合致できるかどうか、これは果た
して真のグローバル人材であるかどうかという
ことです。一流の大学が貢献するのは自分の国だ
けではありません。そして単なる一つのエリアだ
けではありません。より広い視野を持って世界の
ために、地球のために奉仕していく志を持ってい
かなければなりません。そしてスキルがなければ
なりません。ですから、その人材育成のためにま
ずいろいろな文化を知り、文化を理解し、尊重し、
そして受け入れられることが大事です。
　大学は、できる限り学生に多角的文化に接する
機会を提供すべきだと思います。そのため私ども
厦門大学は、学生たちにいろいろな条件を提供す
ることに力を入れております。例えば留学生の増
員ですが、現在3,400名の留学生が厦門大学で学ん
でおります。現在厦門大学の在校生は４万人ほど
です。13次５年計画において、この今後５年間に
おいて学校の留学生を5,000人から8,000人まで増
やしていきたいと考えています。遠大な計画であ
ります。
　そのためにやはり海外交流、国際交流や、海外
への留学の機会を学生に提供することも必要で
す。今後５年間、学部生のために、４年間の在学
期間中に１回、半年間から１年間の海外に留学す
るチャンスを提供したいと考えています。海外文
化を理解することは非常に大事だと考えます。異
文化交流のための能力は非常に大事です。これは
意識的に異文化を尊重するだけではなく、やはり
異文化を交流するためのスキルも大事です。とり
わけ外国語でコミュニケーションを取る必要があ
ります。
　厦門大学が５年間続けて海峡両岸、台湾と両岸
の英語の通訳コンテストを主催いたしました。そ
して去年は日本語通訳のコンテストも開催いたし
ました。大陸および台湾の数多くの一流の大学の
サポートを得ることができ、そして参加していた
だき、成功裏に終了いたしました。学生たちには、
異文化を尊重してほしいだけではなく、コミュニ
ケーションを取る能力も身に付けてほしいと考え
ています。
　そして、イノベーション思考およびイノベー
ション能力を備えてほしいと考えています。グ
ローバル人材というのはイノベーション思考およ
びイノベーション能力を持つことが非常に大事だ
と思います。この能力、そして資質がなければ急
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速に変化する世界のニーズに応えられないと思い
ます。グローバル人材というのは現在の世界が必
要とするものであります。こういった人材になる
には、私どもがこのようなチャンスを学生に提供
していく必要があると思います。
　最後ですけれども、やはり崇高なる人文主義を
備えることが大事です。人文教育を重んじる必要
があります。学生たちにやはり人類の幸せおよび
世界が平和のために自分の知恵、そして自分の力
を貢献する精神を持ってほしいと考えています。
彼らがそういった精神があるかどうか、そういっ
た考え方を持てるかどうかというのは、グローバ
ル人材になれるかの大事なファクターであると考
えます。以上ですが、私の考えを簡単に申し上げ
ました。ご清聴ありがとうございました。

蘆　来賓の皆様、友人の皆様、ご在席の方々、私
は大連理工大学副学長の蘆中昌と申します。本日
のテーマについて３つの側面からプレゼンさせて
いただきたいと思います。
　まず、学校経営の基本的な状況でありますが、
大連理工大学は1949年４月に設立されました。中
国教育部の直轄の重点大学であります。67年間の
発展により、理工系をメインとして、理、工、経済、
管理、文学、法学、哲学、芸術等の多学科のシステ
ムを形成しております。2012年末現在、大連理工
大学は一校両地三区という３つのキャンパスがご
ざいます。両地というのは、大連市、盤錦市であ
ります。大連には２つのキャンパスがあります。
　教職員は3,800人で、在学生は３万9,121名で
あります。大学院生の修士課程、博士課程は１万
8,000人ほどおります。立地面積は426.2万平米、
建築面積は168万平米でございます。これは３つ
のキャンパスの写真でございます。
　現在、大連理工大学は６つの学科がQSのベス
ト400に入っております。そのうちの４つはベス
ト200に入っています。化学はESIの中では1000分
の１に入っております。特色の鮮明な世界一流の
大学を目指すため、改革を推し進め、多角的に特
色を強化し、能力、活力、実力、魅力を増した大連
理工大学を構築してまいります。
　世界最高レベルの大学についての理解ですけれ
ども、われわれが考えるには中国特色のある世界
一流大学ということであります。それは、やはりま
ず一流の学科があること、一流の体制、一流のイノ
ベーション能力、一流の文化的な雰囲気、一流の条
件的な保証であります。最終的には一流の人材を

輩出させるということで、一流の成果を上げると
いうわけであります。世界最高レベルの大学を目
指すためには、３つの着眼点が必要であります。人
材、学科、研究、この３つの側面から強化しなけれ
ばいけないと思っています。周知のように、世界の
一流大学では、何人もの著名な研究者、権威を輩
出しています。そして、一流の人材を集め、学科の
ニーズに合わせて教員を誘致し、導入し、一流の人
材を育成するということであります。
　われわれは積極的に模索し、人材、学科、研究、
三位一体の総合改革試験区を整備しています。人
工光合成研究所を立ち上げ、この領域の国際リー
ディングの人材を導入しております。現在大学
では「星海学者人材育成計画」を実施しておりま
す。４つのレベルから優秀な人材、あるいは予備
人材を選んで、それに対して重点的な支持、育成
を行っております。人間のイノベーションを導く
環境づくり、さらに専門分野を中心とする研究者
の育成、人事制度の改革、そして人材の育成、登
用、活躍、配置の関係性、全面的に研究チームと
サポート側の体制づくり、それらを整備すること
で、遠方からも人が集まってくるというような局
面を形作っていきます。
　もう一つは、学科、あるいは専門分野の強化で
あります。大学の特色は専攻分野の特徴に反映さ
れ、大学の総合競争力は専門分野の実力になりま
す。学科の配置は大学の現状だけではなくて、そ
の潜在力によっても決められいます。世界一流大
学の創建は、一流学科の建設と統合的に推進すべ
きであります。大学や学科の現状を踏まえ、特色
ある学科づくりに力を注ぎます。
　大連理工大学は、学科発展と人材強校の促進、
何をやり何をやらざるべきかという事を念頭に、
「量をこなすと質が高まる」ということで、特色を
さらに凝縮し、力を合わせて、科学的な特色のあ
る優位性をつくり上げていくわけであります。そ
して、「増分による構造調整」を行っていきます。
国の重要戦略の先端科学分野に合わせて、新興学
科や学際協会領域を強化していきます。横軸とし
ては、主要学科、メイン学科、基礎学科、総合学科、
そして縦軸として、一流学科、ハイレベル学科、
重点学科、特色ある学科の４次元で計画し、整理
していきます。
　３点目は、先端科学・イノベーションが命であ
るということを把握しなければなりません。一流
大学と普通の大学との違いは、やはりまず国のイ
ノベーションシステムの中で多くの責任を担うこ
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と、経済・社会の発展の中の重大な問題を解決し、
それに貢献することができること。そして多くの
シンボル的な研究成果を生み出すということであ
ります。
　大連理工大学はイノベーションの源泉を探り、
イノベーション能力の向上を目指すというような
理念に基づいて、科学技術の体制づくり、研究成
果の評価、この中での科学技術の内的な転換を促
すこと、そして、先端科学研究チームおよび先端
シンクタンクの建設を強化していきます。既に幾
つかの地方の大手企業と企業協力委員会の中で、
地方の研究院をベースにして重層的な多ルートの
枠組みをつくっております。資源を共有し、共同
的にイノベーションをし、産学連携を強化し、生
産性の向上やイノベーションに持続的に取り組ん
でいきます。そして、重要な科学的なイノベー
ション、肝心な技術のブレークスルーを達成して
いきます。
　こちらは、近年新たに整備したキャンパスの風
景であります。2012年末に許認可され、2013年で
既に募集が始まっています。現在在学中の学生は
4,287名で、そのうち修士課程、博士課程の学生は
500名ぐらい、350名の教職員がおりまして、石油
化学、海洋、生命、そして医薬品、食品、環境、人
文法学院、商学院、理学院等の７つの学院を備え
ております。将来的には、１万人の学生、800人の
教職員を有するキャンパスを目指しております。
盤錦に立地しておりますので、大変きれいな観光
地であります。
　最後に、さくらサイエンスプログラムですけれ
ども、大連理工大学は多大なるご支援をいただい
ております。ここ２年間で100人ほどの学生がこ
のプロジェクトの支援を頂いております。大学を
代表いたしまして、JST、科学技術部のご支援、そ
して日本の姉妹校の協力に対し感謝したいと思い
ます。またぜひ、美しい大連、大連理工大学にお
越しいただきたいと思っています。以上です、あ
りがとうございました。

寧　学長の皆様、ご来賓の皆様、本日こちらで皆
さんと交流し、国際人材の育成について意見交換
できますことを、大変うれしく思います。私の演題
ですけれども、一帯一路の枠組みに関するイニシ
アチブのために中国の高速鉄道の海外進出のため
の人材と技術面のサポートについてであります。
　ご存じのように、現在中国は一帯一路の提案を
しています。これは極めて膨大で沿線60以上の

国、40億の人口に関わる大きな構想でございま
す。このような構想を実施するためには、かなり
の時間を要します。また、そのコア、キーとなる
のは人材の育成であると。故に必要とする人材を
提供できるかは、これは一帯一路の構想が成功す
るか否かの要になると思います。そして、大学教
育にとって一帯一路は非常に大きなチャンス、大
きな取っ掛かりにもなるわけであります。そのた
めに本学はどのような取り組みをしているかをご
報告したいと思います。
　一帯一路と言えば、例えば５つの相互連結があ
りますが、その中においても交通の相互連結は重
要な存在であります。そして交通の相互連結の
中で、高速鉄道を含むレール交通はコア的な存在
であります。北京交通大学、本学でありますが、
100年以上の歴史を有しており、レール交通の面
においては強みを持っている専門、そしてプラッ
トフォーム、さらには人材育成の経験をたくさん
積み上げてきています。一帯一路の構想の実施は
この面において国際化した人材の養成のための
チャンスをもたらすことになります。
　先ほど厦門大学の朱学長は国際化した人材、国
際人材の基準について幾つか挙げられましたけれ
ども、私も全く同意見でございます。ここに一部
挙げさせていただきましたが、中国企業の海外進
出の中で遭遇するトラブルといえば、やはり最大
のネックは適用力を十分に有する人材が不足して
いることであります。国際的な視野を有し、国際
ルールに精通し、異文化の環境の中で外国語での
交流ができるような人材が不足していることがあ
ります。
　例えば高速鉄道を例に挙げましょう。高速鉄道
はただ単に設計、建設だけではなく、それよりも
長期にわたって運営をしていかなければなりま
せん。ですから100年の計とも言われています。
このようなプロジェクト事業に関して、そのライ
フサイクルにおいて一帯一路の構想の中で実施し
ていくことができるかどうか、人材がキーとなる
わけです。この数年間、われわれがさまざまな実
践、模索を、一帯一路構想の実践に合わせて人材
の育成に取り組んでまいりました。幾つかご紹介
します。
　このスライドでありますけれども、歴史、そし
て今日までの推移でございます。国際人材を育
成することによって、国のニーズに合わせた強み
のある専門分野の強化、さらには世界の人類文明
への貢献を視野に入れまして、今世紀の半ば頃に
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トップクラスの大学を目指しています。現在、既
に38の大学、国の205の大学ないし研究施設と協
力関係を結んでおります。
　その中でやってきたことは、まとめると３点ご
ざいます。まず１番目にレール交通を巡りまして
カリキュラムの設計をいたしました。そして人材
養成案の策定、例えば英語教育、そしてバイリン
ガルを利用した語学授業の実施。例えば交通とい
いますと、信号関連の下請け産業、さらにはプロ
ジェクトファイナンス等を巡りまして、既に英語
のテキストを整備し、かつ英語で授業を行う能力
を持っております。
　現在、われわれの大学には107の国から2,000名
ほどの留学生が在籍しております。今後５年間、
13次５カ年計画でありますが、一帯一路の構想を
実施することを追い風に、現在大学生の数は２万
5,000人ですけれども、留学生のパーセンテージ
を15パーセントないし20パーセントに引き上げ
ていこうと思っております。
　さらに、山東省の威海という所で国際キャンパ
スを造り、昨年既に募集を始めています。例えばア
メリカ、英国の大学と既に提携関係を結んでおり、
これからロシアの一部の大学とジョイント教育に
関して協力を展開していくつもりであります。
　留学生の育成、さらには共同教育の他に、レー
ル交通、高速鉄道を含めた研修コースも実施して
おります。例えば、タイの皆さんのために７回に
わたりまして高速鉄道の研修コースを実施しまし
た。そしてインドのヘビーデューティーの鉄道に
関する高級管理職の研修コースも実施しました。
そして、１か月前でありますが、ケニアの大統領
が自ら派遣する形で25名の鉄道関係者が本学で
鉄道関係の技術を勉強しており、その受け入れを

しています。
　ここでわれわれがこの国際人材を育成するため
にどのような準備をしてきたのかという話であり
ますが、ひき続き協力のためのプラットフォーム
をつくり上げなければなりません。中国の外国専
門各局と協力して頭脳導入のための拠点を５つ整
備しております。それによりわれわれの教育レベ
ルが大いに高まりました。交通、情報、経営、管
理に関してトップレベルの人材を数多く導入い
たしました。そして、ロシアとともに中国ロシア
高速鉄道研究センターを立ち上げました。英国と
の間も高速鉄道研究センター、さらにアメリカの
ULUCと中米間の高速鉄道の安全運転とサービス
供給に関する国際共同ラボをつくりました。この
ような場を作ることができているからこそ、ハイ
レベルな人材の育成が可能になるわけでありま
す。２つのセンター、１つのラボはできてから３
年弱たちますけれども、うまく回っています。
　一帯一路構想の実施のために、レール関係の人
材養成の面において非常に大きな役割を果たし
たと自負をしております。その他にも幾つかの
フォーラムを立ち上げています。人的の交流のた
めの場であります。例えば、中国とロシアの交通
大学学長フォーラム、中国とヨーロッパの都市化
パートナーシップフォーラムの中の都市交通に関
する分科会、さらに交通運輸研究学際シンポジウ
ム、これが２年ごとに本学で開催されています。
さらには中国とロシアの交通大学学長連盟にも入
らせていただきました。
　数年間模索して、中国の一帯一路の戦略の
チャンスをつかみまして、国際人材の有用性、そ
の中には留学生の受け入れ、さらにはわれわれか
らの海外への派遣を含めてでありますけれども、

国際視野を有する学生の養成、そ
して異文化の交流能力を有する学
生の養成、さらには重要な国際協
力プロジェクトの実施に極めて有
益かと思います。これからもこの
ような仕事をさらに続けて、より
多くの国際人材を育成し中国の海
外進出戦略の実施、さらには世界
の平和発展のために貢献をしてま
いりたいと思います。以上です。
ありがとうございます。

席　尊敬する学長の皆様、こんに
ちは。私は西安交通大学の副学長
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の席光と申します。この場で皆様にプレゼンでき
ることをうれしく思います。では、２つの部分に
分けまして、お話させていただきます。
　まず１つは西安交通大学の特徴についてのご紹
介です。１つの大学は、やはり将来の発展を見据
えた場合、まず自分の特色に立脚しなければなり
ません。２点目は世界最高レベルの大学について
の中身についての理解、３点目は最近の私たちの
取り組みについてご紹介いたします。
　西安交通大学の前身は、中国で最も早く設立さ
れた大学の一つで、1896年に上海にて創建された
南洋公学です。こちらは、中国近代高等教育を切
り開いたものであります。その後交通大学と名前
を変え、また上海、西安の２校へ分離することと
なりました。
　こちらは西安交通大学の特殊な経験、あるいは
歴史であります。西安交通大学の学校経営は、や
はり国のニーズと密接に連携しており、中国の西
部等の発展に合わせるため設立されたものであり
ます。現在10の学部系統を設置し、理工学、医学、
文学、管理、芸術などがある総合大学であります。
　先ほど冒頭でモデレータがお話されたように、
日本の大学も今検討しているのは、いかに社会に
サービスするかということであり、このことは私
たちも模索している重要な課題の一つでありま
す。世界最高レベルの大学を目指すためには国家
のためにサービスする、社会に奉仕するというこ
とが不可欠であり、最高レベルの大学の価値の一
つであります。
　それに対する答えは一つではないですけれど
も、1930年に唐分治元学長は、一流大学に対して
こういう考えを述べていました。「学問を成すと
きは第一等の学問を成さなければなりません。事
業を成すためには一等の事業、人材を成すために
は一等の人材を成さなければなりません」。第一
等の学問、事業、人材、これはやはり第一等の品
行を鍛えなければならないというわけでありま
す。つまり、学問、事業、人材等は一流大学の基本
的な条件、もう一つは人柄であり品行であるとい
うことが重要であります。われわれは、それを最
も受け継がなければならない重要な認識の一つだ
と考えています。
　大学につきましては、教員、学生がコンセンサ
スを得て、自分のポジションをきちんと認識する
という必要があります。つまり、ビジョンに合致
することであります。もう一つは社会のニーズ、
国のニーズ、世界のニーズに合致することです。

３点目は自分ができること、つまり比較優位性を
持たなければなりません。４点目は奮闘努力、そ
して高効率の管理、そのメカニズムが必要であり
ます。これが一流大学の必ず同時に備えてなけれ
ばならない要求であります。
　近年、このような要求に基づきまして、当校は
世界一流大学の整備と密接に関わる２つの取り組
みを実施しました。まず、西部科学技術イノベー
ションポートをつくり上げること、こちらは物理的
には4,300畆の立地があります。新しいイノベー
ションポートの中で一流を目指す理念を実施しな
ければなりません。このイノベーションポートは国
の重要なニーズに従わなければなりません。イノ
ベーションによる発展戦略を実施するわけであり
ます。もう一つは、体制をつくること、世界範囲内
の優秀な人材を誘致すること、社会現地の経済の
発展に重大な影響を及ぼすというわけであります。
　このような目標を達成するためには、こちらで
は６つのビジョンを出しております。まず、世界
一流大学の整備とニーズを満たすことでありま
す。具体的に申し上げますと、イノベーションに
よる牽引、これは中国政府が出されたハイレベル
な戦略であります。われわれは、つまり西部サイ
エンスイノベーションポートをつくる際に、省、
そして国家の多大なる支持、支援を頂いておりま
す。劉延東副総理には枠組み調印式にご参加いた
だいております。つまり、私たちのこのようなイ
ニシアチブ、提案は、国のほうから多大な支持、
支援を、あるいは認可をいただいております。
　もう一つは、現在17の国家レベルのプラット
フォームがありますけれども、100近くの省・部
レベルの重点ラボ、研究センターを再編いたしま
す。その学科の特徴に合わせて23の研究院をつ
くり上げていきます。この中では学際を強調する
ことになります。もう一つ重要なのは、このイノ
ベーションポートの中で重要なインフラ、そして
世界レベルの研究におきまして、加速器とか、物
質科学研究とか、世界でも影響のある重要な装備
をつくり上げることであります。このようなイノ
ベーションポートの実施により、多くの部分で世
界一流大学において重要な一歩を踏み出すことに
なります。物理的空間、建築等については、既に
建設が開始しており、2018年までには100万平米
の教育研究施設が完成することになります。
　２点目ですけれども、世界一流大学のもう一つ
の責任についてでございます。つまり文化の多様
性です。われわれが理解しているのは世界最高レ
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ベルの大学をつくるということは、現在のさまざ
まなランキングとか、ベスト10とか、ベスト20と
か、それを目指す、あるいはその指標に接近する
とか、論文の発表とか、奨励とか、人材とか、それ
に接近するものではありません。私が思うには、
世界一流大学は、世界で責任を負わなければなり
ません。世界においては先進国もあれば途上国も
あります。つまり多様化した文化は世界一流の大
学を構築する際の重要なファクターであります。
　このような国際化の理念に基づいて、私たち西
安交通大学はシルクロード大学連盟、あるいは
コンソーシアムをつくっております。シルクロー
ド精神、これは人類の歴史の中でかなりよく知ら
れているような精神面でありますし、物質面でも
あります。一つ目は平和協力であります。もう一
つはお互いに学び、お互いに参考にすること。３
点目は包容と開放、Win－Winということをモッ
トーとします。
　私たちはこのような理念に基づきまして、お互
いに支え合うということであります。この理念に
広くご賛同いただき、発足してから既に５大洲か
ら31カ国と地域、128の大学がこの連盟に加盟し
ているわけであります。この連盟の中では世界
トップレベルの大学もあれば、途上国の一般の大
学もあります。例えば中央アジアのキルギスタン
とか、多くの大学も入っています。興味、関心、文
化交流、あるいは人材のジョイント単位ですね、
科学研究の協力、文化医療の交流において一連の
取り組みをやっていきます。１年間で、30余りの
重要なイベントをやっております。
　こちらは、いろんなイベントの異なる地域、国
の活動の写真です。これは中国とロシアとの交
流の写真でございます。もう一つは若者、若手同
士の交流プロジェクトがあり、２回ほど行いまし
た。北京大学、それからその他の大学と一緒にシ
ルクロードリーダー、そういったようなプロジェ
クトを立ち上げています。イタリアのミラノ工科
理工大学などといろいろ協力もやっています。こ
のようなプラットフォームに対しては、みんな希
望に満ちております。これからどんどん完備しな
ければいけないと思っています。また、サブ連盟
も幾つかつくっており、このシルクロード大学連
盟というのは、この国際化した人材、あるいは多
様化した人材、人文交流における一つの認識を表
しています。これは既に、今までの研究レベルを
超えております。この連盟はさらにその役割を発
揮し、特に文化交流、異文化の異国の若手交流の

中に大きな役割を果たすよう努力していきます。
　こちらはシルクロード連盟の加盟国の分布を示
すものであります。スタートの西安、イタリアの
ミラノ等がカバーされています。これからより多
くの意見交換ができればと願っております。以上
です。ありがとうございました。

周　中日両国の学長の皆さん、こんにちは。私は
ハルビン大学から参りました周でございます。一
流大学に関するわれわれの見解、考え方を述べさ
せていただきます。
　一流大学と言いますと、一流の先生、一流の学
生、一流のリーダー、一流の研究センター等があ
りますけれども、今日はかいつまんでその中でも
重要だと思われるものを皆さんにご紹介したいと
思います。３つほどお話しします。
　まず、基本的な特徴でありますけれども、教員、
学生、人材養成、研究成果、雰囲気、そして一流の
図書と情報システム、一流の管理等があります。
とりわけ一流の先生、教員に関しては、例えばさ
まざまな川を受け入れる海のような包容力を有さ
なければなりません。そして、特定のパターンに
こだわらず、人材であればそれを登用します。例
えば、MITを見てみますと、宇宙分野の専門家を
スカウトしていまして、しかも多様な文化に対す
る包容力を持っております。そして、さらにケン
ブリッジを始めとしたアメリカの大学を見てみま
すと、ノーベル賞受賞者を多く輩出しているわけ
です。例えばシカゴ大学の出身者で物理学のノー
ベル賞を受賞した人だけでも13名です。中国の楊
振寧さん、李政道さんもシカゴ大学の出身であり
ます。さらにMITは26名のノーベル受賞者を出
しております。それぞれ物理、医学・生理学、そ
して平和賞。そしてこのMITでありますけれど
も、化学は５名、経済学が８名の受賞をしており
ます。また、東京大学も８名の受賞者を出してお
ります。
　一流の学生といいますと、まず最優秀な人材を
学生として募集する。そして国際化、エリート化、
個性化、総合能力、イノベーション能力、責任感、
進取の精神等がありますけれども、プリンストン
やアメリカのアイビーリーグの大学を見てみます
と、やはり非常に入学も厳しいし、そして卒業す
ることも難しい。一般の大学を見てみますと、募
集率、そして４年間の卒業率、さらには６年目の
卒業率は大きなコントラストになっています。す
なわちハードルはそんなに高くないものの、卒業
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することは極めて困難であるというような特徴が
あります。皆さん、見てください。例えばカリフォ
ルニア理工大学は、どのような大学のランキング
を見ても上位にランクされております。タイムズ
は何度も最上位と挙げています。
そして、われわれの大学ですが、歴史的にもとも
とロシア式の教育があり、さらには日本式の教育
も取り入れ、現在はどちらかというと匠の精神と
いうものを実施したいと考えています。真面目に
物事を考える、そして一生懸命仕事に取り組む、
さらには勉強に打ち込むことができて初めて優秀
な人材ができるわけであります。
　ですから、われわれの特色として非常に基盤が
しっかりしておりまして、そして強み、専門性と
してエンジニアリングがあります。重要なプロ
ジェクトに関して、例えば中国の有人宇宙飛行に
ついて多くの成果をあげています。先日、うちの
大学が選ばれたわけですけれども、宇宙の模擬環
境のシミュレーターをわれわれが造ることにな
り、15億人民元の投資が投下される予定であり
ます。これは当学にとって極めて重要な意義があ
ります。その他にも研究成果の事業化に成功し
た事例が多数ございます。中国は現在、イノベー
ション駆動型の発展を目指しておりますので、現
在例えばさまざまな研究成果の事業化に取り組ん
でおります。例としてこのスライドに一部挙げま
した。
　そして、次にわれわれの今後の歩む道筋であり
ますけれども、やはり中国の国情を踏まえた上
で、自分の特色を有する教育の在り方を目指した
いと思います。先ほど説明をいたしました匠の精
神が根幹にございます。そして、人材養成の特徴
でありますが、基礎をしっかりと固めて、実践も
重要視し、そしてプロセスに厳しく目を向け、さ
らにはイノベーションを求めていくと、こういう
ことを考えております。
　もう一つの特徴があります。実践の能力が非常
に高いことです。かねてから強調してきましたが、
実践の中で能力が高まるだけではなくて、自分の
勉強にもつながります。例えばここに超小型衛星
のイノベーションのチームがありますが、学生自ら
の組織でありまして、もちろん最後の打ち上げは国
の関係機関が実施しますけれども、それ以外のも
のは全部学生のチームがやっております。これが
学生の成長に非常に役に立っております。皆さん
よくご存じのように、大学の根本的なミッション
は、やはり人材の養成であります。しかし、現在科

学技術が刻一刻と進化しておりますので、やはり
研究と教育は人材養成するための２つの車輪とし
てどちらも欠かせないものであります。
　最後になりますけれども、こういうランキング
がございます。エンジニアリング大学、工科大学
のランキングです。2015年、本学は７位にランク
されました。これは定量的にランクされているわ
けであります。手前味噌の話をしているわけでは
ありませんが、具体的な学科専攻まで全部挙げら
れて比較されています。皆さん見てください。ま
ず１番目はMIT、そして２番目は清華大学、そし
てわれわれの大学の特色として４つほど挙げられ
ております。やはり世界の一流大学は自分の特色
があっての一流大学であります。
　皆さん、もう一つはタイムズによる順位付けで
あります。中国の上位に挙げられているのは清華
大学、そして北京大学、中国科学技術大学であり
ます。しかし、例えばコロラド鉱山大学がランク
されているケースもありますので、フルセットの
ものが一流大学になるとは限りません。特色を有
するものこそ一流大学になり得ます。
　われわれは、今後とも国のニーズに対応するた
め、社会に貢献するために努力をしていきたいと
思います。そして、ハルビンは東北地域にござい
ますので、われわれが地域の発展ないし地域の業
界の発展のためにも貢献をしていかなければなり
ません。本学は総合大学ではなく、自分の特色を
有する大学を目指していきたいと思います。あり
がとうございます。

久保　九州大学の久保でございます。本日は日中
大学フォーラムにパネリストとして登壇の機会を
与えていただき、ありがとうございます。私は九
州大学のグローバル人材育成の取り組みを紹介さ
せていただきます。
　これは本日話す目次でございます。九州大学の
人材育成、事例といたしまして理工系分野におけ
る教育連携の取り組み、それからアジア遠隔医療
開発センターの取り組み、今後の日中大学連携と
共同に向けてというものであります。
　九州大学では2011年の創立100周年を記念しま
して、新たな100年に向けて九大100年「躍進百大」
すなわち全ての分野において世界のトップ100大
学に躍進するというスローガンを掲げておりま
す。それを2015年に作成しましたが、１、世界最
高水準の研究とイノベーション創出、２、グロー
バル人材の育成、先端医療による地域と国際社会
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の貢献、学生、教職員が誇りに思うキャンパスづ
くり、組織改革、社会と共に発展する大学という
ものであります。
　九州大学が考えるグローバル人材育成は、次
世代をけん引する高い国際性を備えたActive　
Learnerであります。文理にわたる基礎的知識、
問題解決のための学際的な思考力、課題発見し、
そのために自主的に学び続ける姿勢、異なる価値
観を有する人たちと良好な関係を築くコミュニ
ケーション能力、このようなグローバル人材育成
をするために、本学ではさまざまな体制づくりを
やっております。その柱が、この次の３つであり
ます。新学部の設置と教育の国際改革。教育の質
の保証。大学入学者選抜改革と連動した高大接続
改革。
　こちらは、アジアは成長の著しい分野であり、
私たちはエネルギー環境問題を取り扱いながら持
続的発展を促していくことが求められています。
このため、エネルギー環境理工学分野において、
グローバル化に活躍できる高度人材を日中間が連
中しているプログラムを開発しました。日中間政
府が進めるキャンパスアジア構想の支援を受けま
して、九州大学、上海交通大学、釜山大学が連携
するもので、英語だけで修士のダブルディグリー
を取得できるプログラムになります。
　私たちが育成するのは専門分野の深い知識と、
それに基づく研究開発力、現状の正しい認識力、
深い洞察力、発展的考察力、グローバルに活動す
るために必要な英語力、研究者や技術者の倫理、
異国の分野、人、社会の理解を持つ人材でありま
す。このような人材を日本や中国、そして韓国が
中心になってアジアで育て、アジアから世界に発
信していくことが重要と考えています。
　専門教育カリキュラムの単位互換、教育方法、
評価法の共通化等を図り、３大学合同のコースと
することで、学生が母校と留学先の大学の合計２
大学から修士の学位を得られる、ダブルディグ
リーのプログラムとなっています。修士論文は２
大学共通の審査委員会により審査されます。英語
教育や３カ国の文化、語学に関する教育にも力を
入れております。このプログラムは、2014年度は
第１期生としまして20名、2015年度は第２期生
として30名が卒業しております。
　また、環境エネルギー分野では博士課程の前
期、後期一貫した新しい博士コース、グリーンア
ジア国際戦略プログラムを設置しました。省資
源、環境保全とグリーンアジアの実現にするリー

ダー、アジア圏から世界に環境エネルギーイノ
ベーションを発信できる理工系リーダーを育成す
ることがプログラムの狙いです。理工系リーダー
は、単に研究能力だけではなく、研究力、実践力、
俯瞰力、国際力、けん引力を備える必要がありま
す。これらをバランス良く身に付けるため、５年
一貫とした長い時間をかけ、国内企業や海外での
実習、実戦経験を取り込んだカリキュラムとなっ
ています。グリーンアジア国際戦略プログラムで
は、日本人学生と外国人留学生がほぼ半数で学ん
でいます。ご覧のとおり中国の大学と、研究機関
とも多く連携、協力しています。
　次に、アジア遠隔医療における教育研究の教育
の可能性についてお話しいたします。本学ではア
ジア遠隔医療開発センター、TEMDECを設置し、
アジアを中心に各国の医療機関との間に構築され
た、研究、教育用の超高速インターネットを活用
し、医療分野におけるその効率的かつ継続的な発
展を促進することを協力しています。
　遠隔医療については、アジア太平洋諸国をはじ
めとした各国からの関心も高く、北京をはじめ上
海、香港、ハワイ、ハノイ、シンガポール等と接続
を行い、現在では55カ国、406カ所と接続をして
います。
　このネットワークを使ってさまざまな取り組み
を行っています。このスライドは、日中早期がんテ
レカンファレンスの様子です。写真は第５回のも
のですが、実施はこれまでに19回を数えておりま
す。これは研究会の様子ですが、北京、ソウル、台
北、福岡といった多地点を接続した討論が可能で
す。医学生への手術のライブ講義も行っています。
これはソウル大学から本学につなげている事例で
す。日中の連携の下、医学教育、人材育成にも大き
く貢献しています。鳥インフルエンザの発生時に
は多くの患者を出した国々や、専門家らとの遠隔
会議を企画し、多くの有益な情報を得ました。
　最後に、今後の日中大学連携と共同についての
展望ですが、われわれは専門性の高い人材育成に
おける連携を進めたいと思います。特にアジアに
おける課題解決を目指した共同研究や、人材育成
をさらに進めることが重要です。本学が進めてい
る事例をお話ししましたが、日中が共通にして抱
える課題について、日中が連携しアプローチする
取り組みがさらに増えていくことが望ましいと考
えます。また、２国間だけでなく、アジア諸国を
中心に、複数の国の大学とも連携したモデルを一
緒に開発していくことがさらなる学術の進展を促
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すことにつながると同時に、日中の大学の存在感
の高まりも期待されます。
　これらを実現するためには、幾つかの課題と、そ
れに対する提案があります。１つは言語の壁です。
中国語、日本語を話す人材を育成することが重要
で、継続していく必要があります。しかし英語で
の教育連携を活発にすることが、スピーディーな
連携、共同が実現しやすく、国際人養成には利点
になります。また、ダブルディグリー等、教育プロ
グラム開発に当たっては双方の教育手法や、大学
の規則等、十分に理解した上で共通認識を持つカ
リキュラムづくりが必要になります。そのために
はそれぞれ具体的な教育情報の共有を進めなけれ
ばなりません。さらに課題解決の教育研究を進め
る上では、大学だけの力ではなく、政府や産業界の
ニーズを踏まえ、国や産業界との連携が不可欠で
す。双方の国や国際的な学術助成等を共同して獲
得できるよう、努力も必要であります。
　日中が学術教育分野における連携を絶え間なく
維持し、アジアひいては世界の学術進展に手を携
えて協力していくことが重要です。以上をもちま
して、私の発表を終わります。ご清聴ありがとう
ございました。

西尾　大阪大学の西尾章治郎です。このたびは日
中大学フォーラムにおいて、このような発表の機
会をいただきまして、心より感謝いたしておりま
す。特に中国科学院大学と、JSTに厚く御礼申し
上げます。
　タイトルのユニバーシティ4.0から近年ドイツ
政府が推奨する製造業の高度化を目指すプロジェ
クトである、インダストリー4.0、第４次産業革命
を思い浮かべられる方も多いことでしょう。ただ
し、今回のお話では、大学の持つ役割を社会との
関係で考えてみたいと思います。
　かつて大学は社会から遠い存在でした。やがて
大学が生み出す知が社会で活用されるようになり
ました。このような社会貢献活動は最近の産学連
携でより具体的なものになってきております。し
かしながら社会と大学はそれぞれに新たな課題に
直面しております。本日は、まず大学の歴史的な変
遷について時代を追ってたどります。次に、今なぜ
新しいモデルの大学が必要なのか、その社会的要
因について考えます。最後に、この新しい大学のモ
デル、ユニバーシティ4.0へ向けた大阪大学の新し
いビジョン、OUビジョン2021を紹介します。
　まず、大学の持つ役割をもとに世代を考えてみ

たいと思います。大学のシステムの変革をたどる
と、古典の研究と教育から始まり、専門職養成の
機関へと変遷を遂げた中世から近世の大学モデル
を、ユニバーシティ1.0ということにしましょう。
そして、研究の重視とともに研究と教育を一体化
させたドイツモデルがユニバーシティ2.0、大学院
制度を新たに設け、さらに社会貢献という使命を
提唱したアメリカモデルをユニバーシティ3.0と
いうことにします。
　以上のように大学の世代を考えるならば、今日
の大学はユニバーシティ3.0の真っただ中にあり
ます。しかし、ユニバーシティ3.0の先には未知な
る次世代モデル、ユニバーシティ4.0が潜んでい
ると確信しています。その新たな世代を探るべく
社会に目を移せば、われわれが抱える困難な問題
の多くはさまざまな要因が複雑に絡み合って生じ
ていることが分かります。このような状況下にお
いて従来の定型的なものの見方では解決への糸口
すらも見出せません。その複雑さのために活動主
体が多様化、かつ多数になり、それぞれが担う役
割が重層的になってきています。その結果相互の
境界が不明確になり、オープンな対応が迫られて
います。
　さらに産業構造においても、例えば IoT、
Internet of Things、もののインターネット化に
よる技術革新により、携帯端末のみならず家電製
品、自動車までもネットワーク内に組み込まれる
ようになり、製造業等では垂直統合から水平統合
への大きな動きが急速に拡大し、オープン化の動
きに拍車をかけています。このような様相を考え
るとき、オープンとは多くの人々や組織が共通の
土台の上で競い合い、また立場や利害を超えて協
力することで、新たな価値をつくり出していくこ
とと捉えることができます。
　オープン化が急速に進む中で、社会、そしてイ
ノベーションのありようにもさまざまな変化が起
きつつあります。かつてはHow to doをつくりだ
すインベンション、発明が世の中に変革をもたら
してきました。やがてHowを束ねて、Something 
newをつくり出すイノベーションが重要になりま
した。今日ではイノベーションで目指すところを
あらかじめ見定めておくことも求められるように
なり、Howを束ねるに先立って、What to doが問
われています。
　目指すWhatのためには関係する組織の内部、
外部に限らずあらゆる所にHowを求めるように
なってきています。その多様が昨今重要視され
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ているオープンイノベーションと言ってよいで
しょう。しかしながら、われわれが直面する大規
模、複雑、そして困難な課題に挑んでいくために
は、なぜそれを行うのか、何のためにそれを行う
のか、さらに、あえて行わない場合には、なぜ行
わないのかが問われるようになっています。つま
り、Why we doをも考えることが求められていま
す。そのためイノベーションの課題はエコシステ
ムやネットワークでつながった広範な課題へと推
移しています。
　そこで、大学が行政、産業界、市民のあらゆる
活動主体と関わっていく過程において、これから
の大学が果たすべき新たな役割として、How to 
doという手法的なことよりも、What to do、さら
にはWhy we doといった、より根源的なところ
から共に創造していく、つまり共創、コ・クリエ
イションすることの重要性が高まっています。
　また、その共創のためには人文学、社会科学から
自然科学に至る多様な学術領域、およびそれらに
関わる研究者たちの協奏、オーケストレーション
が求められています。例えば産学連携活動一つを
とっても、What to do段階をはじめとする包括的
なものへと進化させるとともに、価値の共創、コ・
クリエイションに向かって社会と大学の関係を再
定義することが必要になってきています。
　また、俯瞰的な視点のもとで社会とともに新し
い方向性を模索し、協奏、オーケストレーション
できるオールラウンドな資質を備えた博士人材の
育成がより強く求められています。このような新
たな大学の使命を見据えながら、大阪大学はコ・
クリエイションに向けた新しいオーケストレー
ションの形を探求するところから、ユニバーシ
ティ4.0へと動き始めています。
　さて、2021年に大阪大学は創立90周年を迎え
ます。この節目に当たり、このたびユニバーシ
ティ4.0の実現を目的とするOU、大阪ユニバーシ
ティビジョン2021を策定しました。OUビジョン
2021の目指すところはオープンネス、開放性であ
り、５つのオープン、つまりオープンエデュケー
ション、オープンリサーチ、オープンイノベー
ション、オープンコミュニティー、オープンガバ
ナンスがキーコンセプトです。これらの関係は知
の具体であるエデュケーションとリサーチそれら
を両輪としてイノベーションに貢献するナレッジ
の三角形がOUビジョン2021のコアにあります。
　基盤には多様な知と人材が交差するコミュニ
ティーがあり、大学構成員の可能性を最大限に引

き出すガバナンスが不可欠です。この三角形の具
体化として、例えば研究においては本学では先日
４月１日にデータビリティフロンティア機構を
設置しました。ビッグデータ基盤を異分野で共有
し、新しい学術領域と価値の創出を目指していき
ます。また、教育においては来る７月１日にコ・
デザインセンターを設置し、知の統合による分野
横断的、かつ先導的プログラムを開発し、次世代
型イノベーション人材を育成します。
　OUビジョン2021では５つのオープンが織りな
す大きな三角形により、ユニバーシティ4.0にお
いて以前にも増して強く求められる知の社会的活
用により、社会的な価値の創出に貢献していきま
す。ご清聴ありがとうございました。

橋本　早稲田大学の橋本です。中国科学院大学、
JSTの先生がた、こういう機会を与えていただき
まして、ありがとうございます。
　私、今、少し差し替えて、なるべく早く時間が
しゃべれるようにと思って、少し減らしたものに
差し替えさせていただきました。早稲田大学の現
状と、それから今どんなことをやっているかとい
うことをお話しして、最後にスライドにはありま
せんけれども、本日の世界一流大学としてどうあ
るべきかということに関して考えていることを述
べたいと思います。
　現在、早稲田大学では10の学術院と呼ばれる
Facultyがあります。そこのそれぞれが学部と研
究科、大学院を持っておりますけれども、また
Facultyそれぞれに研究所がございますが、それ
とは別に大学直轄の研究機構を持って、今９つの
研究機構が動いているというところで、新しい時
代に沿うような形の研究体制を取ろうとしている
ところであります。
　それと同時に、もう一つ、早稲田大学は昔から
学問の独立と学問の活用ということ、そして模範
国民の造修、現在では世界市民の育成ということ
を目指しているわけですけれども、それができる
ような体制に整えていこうということで、新しい
時代に即した大学の在り方を求めているところで
あります。
　その一つはグローバル化ということで、大学を
世界に向けて開いていこうということで、海外に
８つの事務所を置いて、そこで海外の大学との協
議を強力に進めているというところであります。
また、世界的な大学のコミュニティーには必ず参
加すると、そういう考え方でいろいろな交流を深
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めているところであります。
　そもそも早稲田大学は創立してすぐに清国の学
生を受け入れるという非常に長い歴史がありまし
て、その専門の部を設けたことがございます。そ
のときから中国との関係は非常に深くて、中国の
近代化に活躍した人たちが早稲田大学にゆかりの
ある人たちが非常に多いということが、私どもと
しては大変誇りに思っているところであります。
　現在、グローバル化の一つの方法として英語で
全てが教えられて、卒業までできるクラスというの
を2008年までは学部では１つ、大学で４つのプロ
グラムがあったんですが、現在では６つの学部と
11の大学院で英語だけで入学し、英語だけで卒業
できるという、そういうコースを設けております。
　そういう中で海外からの留学生が 2015 年で
5,000人を超えるということで、主に中国からの留
学生が半分を占めておりまして、私どもは非常に
たくさんの学生を中国から受け入れているという
ことで、大変これ自身も大学の多様性にとって非
常に重要なことだというふうに考えております。
　それから、もう一つ、交換留学といいますか、
お互いに学生をやりとりするというプログラムを
増やし、あるいはダブルディグリーをやるという
ようなことで、日本人の学生が海外に出ていく機
会をたくさんつくっております。最近日本の学生
は海外に行きたがらないと、減ってきていると言
われておりますけれども、早稲田大学に関しまし
てはそうではありませんで、年々増えておりまし
て、今年は多分4,000になるだろうということで、
長期、短期含めて多くのプログラムを用意して、
行きたい学生行ける環境さえつくれば、まだまだ
日本の若者もいろんな世界へ出ていくんだという
ことが実証できていくかと思います。
　また、ダブルディグリーという、正式に外国の
大学と一緒にやるプログラムも、北京大学、復旦
大学ともう既に走っているところであります。そ
れが世の中、世界、特に大学ランキングは英語圏
の世界から見たときに早稲田がどう見えるかと
いうことの一つの指標かと思いますけれども、そ
ういう中で言いますと、総合ランキングはそんな
高くはないんですけれども、サブジェクトごとの
ランキングではかなり上のほうに行っている分
野がわれわれ持っているということ、それからこ
の右にありますように、最近出ましたGraduate 
Employability Rankingというのでは、世界で33位
にランクされたということで、卒業生が活躍でき
ること、していることがわれわれにとって非常に

うれしいことだというふうに思っているところで
あります。
　こういう中で、早稲田大学４年前に創立130周
年を迎えたんですが、そのときにどうしようかと
いうことを、今の鎌田総長の下、理事会で考えた
わけですけれども、お祝いをするということもあ
るんだけれども、そうではなくて早稲田大学これ
からどうするかということを考える１年にしよう
ということで、そのときに見据える先は20年後の
創立150周年に向けて大学として次の一歩を歩み
出すためのビジョンづくりをするということで、
具体的な方向付けをして仕事を始めていこうとい
うことをやりました。
　その中で大きく４つのビジョンだったんですけ
れども、１つは居る学生たちが世の中で活躍でき
るような、そういう心構えを持った学生、その用
意をしている学生をグローバルリーダーとして育
てたいということが一つ。それからもう一つ、２
つ目は研究に関してですけれども、今以上に早稲
田のキャンパスから人類の幸福に貢献できるよう
な新しい研究が次々と生み出されていると、そう
いう状況を20年後につくろうということ。そし
て、先ほど言いました、卒業生が世界中の隅々で
活躍していると、そういうことが20年後にはまだ
まだ、今よりもっと増えているようにしたいとい
うことであります。そして４つ目は、この３つを
実現するために大学のガバナンス、あるいは中の
仕組みそのものを進化し続けるような形にこれか
ら作り変えていこうということが、これが現在ア
ジアのモデルになるような、つまり今まで世界の
どの大学も持っていなかったような大学の仕組み
をつくりたいということで、仕事を始めていると
ころであります。
　そのためにもともとの学問独立に始まる大学の
モットー、ビジョンをもとに実際の作業の方向性を
決めるということで、13の核心戦略というものを
定めました。その核心戦略の下で70ほどの具体的
なプロジェクトも動き出しまして、私と総長を中心
に、総長が毎週進行状況を見るという形で、総長直
結でいろんな物事が進められると、そういう体制
を整えてWaseda Vision 150という名前のプロジェ
クトを今進行させているところであります。
　これを始めて２年後に、ちょうど文部科学省が
トップグローバル・ユニバーシティという新しい
大学に対する改革の募集がございまして、その中
の13の大学の一つに早稲田大学が選ばれました。
私ども、このコールを見て、Waseda Vision 150で
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考えていることに非常に近いということで、この
機会を利用させていただいて20年の計画であっ
たものの大半を10年で実現できるようにしよう
ということで組み替えまして、それがWaseda 
Goes Globalというプランであります。日本では
Waseda Ocean計画という名前を付けております
けれども、ハルビン工業大学の周先生が言われた
ように、一種の海にしていきたいということであ
ります。
　その第一の目標は、早稲田がもともと持ってい
る公開性、広がりが一つ。それと、多様性をそれ
によって実現します。今までは国内の多様性だっ
たものを外国も含めた国際的な多様性を備えま
す。その中でダイナミックに流動していくよう
な、人材の流動の軸として早稲田がなりたいとい
うことであります。それを実現するために今でも
早稲田大学が世界に誇っている６つの分野を選び
まして、半分は理工系、あとの３つはスポーツ科
学と日本文化学と、それから政治経済があります
けれども、この分野を選びまして、そこに積極的
に人材を投入するということをやって、この分野
から広げていこうという計画を立てて、現在進め
ているところであります。
　ということで、今やっていることをご紹介したわ
けでありますけれども、最後に申し上げたいこと
は、現在早稲田大学も含めてですけれども、中国の
大学も含めていろいろな意味での改革を進めよう
としています。その一つは私思うに、特に理工系に
ついては、私どもの大学は追い付くための教育と
しては最高のチューニングをして教育をやってき
たのではないかと思っております。つまり、日本で
いうと1970年から80年の高度成長時代に、ちょう
どいい、追い付くための最高の教育システムをつ
くってきたということでありますけれども、これか
らは追い付いた後、世界をリードしていくために
はどうしなくちゃいけないかという視点から新し
く体制をつくる必要があるというふうに考えてお
ります。これは多分中国も同じ事であろうという
中で、世界一番、一流大学であるためには何が必要
かということが、その中の問いとして出てきている
だろうというふうに思います。
　その一つの考え方として、今日本の大学は特に
産業界から押され気味であります。いろんな意味
で社会からの要請が大学に対して強くなっている
という中で、もちろん社会の要請に応えてわれわ
れ自信が変わるということは重要でありますし、
いろいろな大学がそのためにいろいろな秘策を

今やっております。ですが、もう一つ忘れてはな
らないことというのがあると思います。それは何
かというと、社会の要請に応えて何かをするだけ
じゃなくて、世の中がこれからどうなるかという
ことに関する、未来に関するアイデアを提供する
ということ。そしてそのアイデアを実現すること
ができる、やりおおせる人材を養成していくとい
うことが大学の非常に大事な使命ではないかとい
うふうに考えているわけであります。
　そういう意味で、早稲田大学では現在、いつの
日か世界に早稲田大学があって良かったと思って
もらえるような、そういう大学にしたいというこ
とで、安全で持続可能で、生きる価値のある世界
をつくるということに貢献したいというふうに考
えているところであります。ご清聴ありがとうご
ざいました。

松尾　皆さん、こんにちは。名古屋大学総長の松
尾清一です。きょうはこのような場でプレゼンを
させていただけることを大変感謝しています。
　今から７～８分ほどですけれども、名古屋大学
における世界最高レベル大学への挑戦とグローバ
ル人材の育成についてお話をしたいと思います。
　私は昨年2015年の４月に総長に就任いたしま
した。任期は６年でございます。日本の国立大学
第３期中期目標計画期間の６年間と、私の任期
はほぼ一致しております。この６年間で名古屋
大学が世界有数の大学になるための計画を示し
たのがこのNU MIRAI 2020であります。先ほど
の大阪大学の名前とよく似ているのですが、こ
れ は Nagoya University Matsuo Initiatives for 
Reform, Autonomy and Innovation2020の略語で、
MIRAIというのはご存じのように漢字で未来、す
なわちFutureを指すわけです。大学の改革で、そ
れを自律的に行う。そしてまた社会との連携に
よってイノベーションに貢献するということを目
標にしたスローガンになります。
　この中で大学は基本的に世界最高レベルである
ための最も基本的な条件は、この表の上に示しま
すこの２つ、すなわち世界水準の教育と世界最先
端の研究の推進です。すなわち人材育成と知の創
造、これは大学の最も基本的な要素であると考え
ています。そして、新しい知的価値の創造には、
研究環境の整備において多彩な分野の連携による
研究の促進、多様性の許容と協力が必要でありま
す。これは今まで多くの方が述べられてきたとお
りであります。この Interdisciplinary、あるいは
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ホリステック・アプローチというのは、これから
は絶対必要だと考えています。
　そしてまた、今日のすさまじいグローバリゼー
ションの中で、人材交流が学生レベル、研究者レ
ベル、そして大学レベルで活発に進行していま
す。すなわち国際化を進めることは教育研究を
推進する上でも、また多様化を促進する上でも
極めて重要な課題になっています。学生交流、ス
チューデント・モビリティー、研究者間の交流、
コラボラティブ・リサーチ、特にこれらを推進
するための大学間の組織としての連携、組織的
連携、オーガナイゼーショナル・コーディネー
ション、これは絶対にこれから必要になります。
持続性を保つためには必要です。
　さらに、最近人類社会の幸福と、持続的な発展
に具体的に貢献するため、大学の知的成果をイノ
ベーションにいかに活用するか、その方策の重要
な一環として産官学連携を含む社会との連携、こ
れは非常に重要な要素であります。また、これを
推進するような新しい人材の育成が求められてい
ます。
　このような目標を達成するためには絶対必要な
ものがあります。それは大学のマネジメント改革
であります。柔軟に組織を改革できる力、それら
を可能ならしめる財務改革、あるいは経営改革。
教職員が高いモチベーションをもって、その最高
の能力を発揮できるようにするためのガバナンス
改革、そして女性の活躍を含む多様性の促進、こ
ういったものが世界最高の大学になるために必要
であります。しかし、これらは一言で言って容易
ではありませんが、こういった課題に果敢に挑戦
するのがこのNU MIRAI 2020であります。
　以下少し簡単に事例を紹介したいと思います。
まず教育ですけれども、名古屋大学は決して大き
な大学ではございません。ここにありますように
全学生は１万6,000人、そのうちの約2,000名が留
学生であります。約14パーセントであります。名
古屋大学は国際的な観点から、教育の質の保証を
考えるために、2002年にアカデミックコンソーシ
アムを立ち上げ、世界から19の大学が参加して
います。これは南米大陸を除く他の大陸からは全
て幾つかの大学が参加しております。私も昨日ド
イツから帰ってきたばかりなのですが、第８回の
フォーラムを終えたばかりでありますが、この中
で教育の質の保証や、学生交流について極めて活
発な議論がなされて、具体的な提案がされていま
す。これらを取り上げつつ具体的なプロジェクト

に毎年毎年落とし込んでいるということでありま
す。中国からも北京大学、上海交通大学、南京大
学、吉林大学、同済大学、東北大学がこのコンソー
シアムに参加しています。
　また、名古屋大学では、大学院のジョイント・
ディグリー・プログラムに着手しています。これ
にはまず研究者間の交流は必須であり、また、教
育の質の保証や将来に向けての人的ネットワーク
の構築は期待できます。
　また、博士課程リーディングプログラムでは、
グローバル人材の育成のためにさまざまな取り組
みをしています。
　名古屋大学は21世紀に入ってからノーベル物
理学賞、化学賞の受賞者を６名輩出する等、その
大学の規模の割には世界最高レベルの研究を推進
しています。今後このような成果を生み出し続け
るために、若手、中堅の研究者がのびのびと研究
できる環境をつくるようにわれわれは努力して
います。今日では多くの研究拠点が学内に存在し
て、活発に研究をしていますが、きょうは詳しく
説明いたしませんけれども、ここに書かせていた
だいたのはそのほんの一例であります。
　社会との連携、産学官連携による知的成果の社
会への還元は、名古屋大学の重要な使命であると
いうふうに考えています。先のセッションで名古
屋工業大学の鵜飼学長がおっしゃいましたよう
に、われわれは日本の物づくり産業のまさに真っ
只中の中心にある大学であります。昨年2015年に
完成したこのNIC、ナショナル・イノベーション・
コンプレックスという建物は、そのヘッドク
ウォーターになる建物です。基礎研究から応用研
究に至る全ての研究活動と実用化社会実装への橋
渡し支援を切れ目なく支援するために組織改革に
よってあらゆる既存の組織をこの建物の中に一元
化しました。
　そして、ノーベル賞受賞の天野教授を中心に、
昨年10月に設置した未来材料システム研究所、そ
してまたその中心になる未来エレクトロニクス集
積研究センターは、革新的な省エネを目指す研究
を産学官挙げて推進しています。また、社会への
貢献という意味では、減災連携研究センターは、
自然災害時の社会へのレジリエンスをどう高める
か、地域社会と連携して大きな成果を上げている
わけであります。
　そして、国際化という点では、名古屋大学は米
国、ドイツを含む世界20カ所以上に拠点を持って
おり、特にアジア地区には10カ国以上で日常的に
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活発な活動を展開している拠点を有しています。
　名古屋大学同窓会も本年２月に設立したマレー
シア支部を含めて15カ所ありまして、これらも現
地で活発に活動しています。その中でも特に中国
との交流の歴史は深く、現在13の大学と交流協
定を結び、学生の留学、教員・研究者の交流、そ
してシンポジウムです。昨年は環境問題に関する
シンポジウムを実施いたしましたけれども、それ
から名大巡講です。名古屋大学の著名な研究者を
派遣して、そしてさまざまな大学で講義をしてき
ます。こういったことを始めています。
　昨年私はこれらの半分の大学を訪問して、そし
て今年６月にはさらに半分の大学を訪問する予
定です。これらの活動を通じて日本と中国が高
等教育や研究の分野でさらに連携を深めて、私が
いつも言っている標語ですが、“Study with asia, 
Challenge to the World”これを実現できるよう
になれば大変幸いです。どうもありがとうござい
ました。

山極　京都大学の山極でございます。本日、この
ような発表の場を与えていただきました、中国科
学院大学、そしてJSTに感謝をいたします。
　さて、本セッションの共通テーマ、世界のトッ
プレベルの大学をどうつくり、どう維持していく
かについて、これまでまずは理念が大事である、
そして条件をそろえ、その実現をきちんと図るこ
と、こういった意見に私は全面的に大賛成です。
ただ、もう一つだけ付け加えたいことがありま
す。それは、いかに条件や環境を整えたとしても
研究者、あるいは学生本人が自分たちの能力に気
付き、そしてその気付きを実現に向けて支え、伸
ばし、そしてイノベーションへとつなげると、そ
ういった人的環境といいますかネットワークが必
要だと思います。それをつくるために京都大学は
長年努力をしてまいりました。その一端を少しご
紹介させていただきたいと思います。
　京都大学は創立、今119年を迎えますが、創立
以来、語り、対話を根幹とした自学自習に基づき、
自由の学風を伝統としながら独創的な精神を寛容
し、地球社会の平和ある共存に貢献するというこ
とを目標としてまいりました。
　現在私、総長になって２年弱でございますが、
ウィンドウ構想というものを掲げて、全職員が一
丸となって取り組んでおります。このウィンド
ウ、大学は窓であるという合言葉でありまして、
大学は社会や世界に通じる窓であって、風通し

を良くして人的交流、物的交流というものをもっ
と盛んにしましょう、その上で大学というのを学
びの場として位置付けるという構想であります。
ウィンドウの一つ一つのアルファベットを取っ
て、Wild and Wise、学生というのは賢いだけでは
駄目で、辛抱強く忍耐強く自分の目的を実現して
いくと、そういう心を持たなくちゃいけないWild、
そ し て International and Innovative、Natural 
and Noble、Diverse and Dynamic、Original and 
Optimistic。独創性というのは京都大学が誇る精
神でございますが、比較的内向きになりやすい学
生が多いので、もっと楽天的に独創性を発揮しま
しょうという標語を考えておりました。
　そして、最後にこれは全世界共通の課題であり
ますが、Women，leaders in Workplace、男女共
同参画が抜けて女性の活躍を伸ばしましょう、そ
ういうことでございます。
　京都大学は先ほど言いましたように、19世紀の
終わりに創立されまして、Research orientedな
研究型大学でございます。特にパイオニアワーク
というものをモットーとしてまいりました。そし
て、その中で西田哲学等に代表されますような独
創的な思想を寛容し、これまでに９人のノーベル
賞受賞者を輩出してまいりました。京都は、東京
が首都になる前、長い間日本の首都であったとい
う長い歴史がございます。その誇りと歴史的な過
程を踏まえ、独創的な教育研究体制を育んでまい
りました。
　もう一つ、京都大学が誇る点は、たくさんの研
究や教育に資するセンターが日本各地に散らばっ
ているということでございます。43ございます。
10の学部、18の研究科、そして38の研究所や研
究センターがございます。現在7,000人ぐらいの
教職員がおりまして、そのうちの外国人教員が
300名、学生は約２万3,000人おります。留学生は
そのうち1,900名占めます。まだまだこの数は伸
ばしたいと思っております。
　もう一つ、京都大学は世界展開もしておりま
して、この赤いドットが海外拠点でございます。
50ほどございます。そして、世界の45の国に153の
大学と協力協定を結んでおります。特に研究、教
育拠点としてはアジアとアフリカに多いという特
徴を持っております。
　京都大学の教育は、先ほど申し上げました、気
付きを重視した教育をしたいということで、大学
の教員が高校まで出掛け、そして高校生を集めて
高校の教育と大学の教育を何とか結び付け、いい
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能力を伸ばそうということをやっております。一
般入試と特色入試という２つの入試でいい学生を
選抜し、そして初年次教育、２年次教育の中で外
国語教育を特に重視し、今年の４月に設立しまし
た国際外国語教育センターで複数の外国語を学ば
し、そこにポートフォリオを置いて自分の能力の
伸長ぶりを自分でモニターするということを始め
ました。
　そして、多様性のある学問領域から複数の教養
を学び、その教養を利用して自己呈示、コミュニ
ケーション能力を育て、学部教育の中で緩やかに
専門につながり、そしてそれを実社会での実践
力、そして大学院に向かっての卓越した研究力へ
とつなげていきます。その中で学生を海外に送り
だし、海外から学生を受け入れ、そういった循環
をしようというふうに考えています。
　そして、この４月１日に高等教育院という特区
を立ち上げました。この研究院は委員長にフィー
ルズ賞の受賞者の森重文先生を委員長に迎えて、
森先生は国際数学会の総裁でいらっしゃいますけ
れども、この方々を世界的なハブとして、京都大学
が特に誇る５つの学問領域、ケミストリー、化学で
すね、そして東南アジア研究、先端医療、数学と物
理、生命科学という分野を世界のハブとしてさま
ざまな世界のトップ大学と結ぼうという構想でご
ざいます。そして、個人指導を通じてその中でジョ
イントディグリーや、ダブルディグリーを駆使しな
がら、いい能力を持った学生、若い研究者を育てる
ということをやってまいりました。これからもその
精神を実現していきたいと思います。
　将来に向けてのわれわれのストラテジーは、ま
ず大学のマネジメントということに関しては、大
学は真理を追究する場所です。真理というのは近
道がございません。ショートカットをつくらずに
じっくりと腰を据えて真理へ向かって歩むという
体制をつくりたいと思っています。
　もう一つは気付きと感動というのが一つのセッ
トになります。学生が自分の能力に気付く上で、
あるいはイノベーションに気付く上で感動という
ものをもたらす教育や研究というのをしなくては
なりません。とりわけ地球や宇宙の多様性、そし
て未知の領域に対するあこがれというものを持つ
ような教育をしていきたいと思います。そして、
京都大学が学びの場として機能しながら育てた人
材や知識というものを海外の大学と循環させなが
ら、それを世界に向けて発信をしていくというこ
とをしたいと思っています。

　最後に、京都大学は探検大学と言われるよう
に、世界に多くの拠点を持ち、フィールドワーク
の中で学生の交渉力や多文化理解能力を育ててま
いりました。特にそういった異文化の人たちと話
をし、じっくり腰を据えて将来を語り合うことで
人材が大きく育つではないかというふうに考えて
おります。
　京都大学というのは日本の国立大学の一つでご
ざいますが、日本の大学であるだけではなくて、
アジアの大学として、世界の大学として多くの大
学と共通の目標を持ちながら、世界で活躍できる
人材を育てていきたいと思っております。ぜひと
も中国の大学の学長の先生がたも、これから京都
大学と協力していっていただきたいと切にお願い
する次第でございます。どうもご清聴ありがとう
ございました。

山口　北海道大学総長の山口でございます。本日
は、このフォーラムでの講演の機会を与えていた
だきましたことを、主催者であります中国科学院
大学および科学技術振興機構、JSTの皆様に感謝
申し上げます。
　本日は、私は Human Resource Development 
for Resolution of Global Issuesというタイトルで
講演させていただきまして、最近の北海道大学の
試みについてお話をさせていただきます。
　初めに、北海道大学の概略について述べさせて
いただきます。北海道大学の起源は1876年、日本
で最初に学士の学位を授与する近代的大学として
設立されました、札幌農学校にさかのぼります。
その後帝国大学を経て現在では日本で主要な７大
学のうちの一つとして、基幹総合大学の地位を確
立するに至っております。
　細かい字で申し訳ございませんけれども、
2014年には世界レベルの教育研究を行うトップ
大学など、徹底した国際化等、大学改革を敢行す
る、大学を重点支援することにより、日本の高等
教育の国際競争力を強化することを目標としまし
た、スーパーグローバル大学創生支援、トップ型
の13大学の一つとして採択されました。
　本学は22の研究センターを有する研究大学で、
研究およびこれに通じた高度な人材の育成に重
点を置き、世界で非常に活発な学術の競争を続け
ている大学、RU11の一つでもあります。その研
究レベルの高さを証明する例といたしましては、
2010年の鈴木章名誉教授のノーベル化学賞受賞が
ございます。鈴木先生は1994年に教授として定年
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退官されるまで30年以上本学にて勤務をされて
おります。また、本学は教育におきましても世界
レベルにございます。12学部と18大学院を有し、
ほぼすべての学際領域を網羅しております。
　世界のグローバル化が急速に加速します中、グ
ローバル人材の育成がこれまで以上に求められて
おります。日本政府におきましても、日本人のア
イデンティティーや、自国の文化に対する深い理
解を前提に、コミュニケーション能力、主体性、
異文化理解の精神等を身に付け、多様な分野で活
躍できるグローバル人材の育成を重要政策として
位置付けております。
　北海道大学では積極的にグローバル人材の育成
に取り組んでおります。政府が進めますスーパー
グローバル大学創生支援事業に世界のトップを目
指す大学として選ばれたことにより可能となった
北海道大学の代表的な３つの取り組み、すなわち
Hokkaidoサマー・インスティテュート、ラーニン
グ・サテライト、新渡戸教育システムという独自
の教育フラグの推進についてきょうはご紹介した
いと思います。
　Hokkaidoサマー・インスティテュートは世界
の課題解決に貢献する北海道大学の達成に向けま
して、本年から開講するものでございます。冷涼
で美しい夏の北海道に世界の第一線で活躍する優
れた教育研究業績や活動歴を有する研究者を招へ
いし、本学教員と共同で教育活動を実施するプロ
グラムです。期間中はアクティブラーニング型の
授業や、高大な北海道の地を生かしたフィールド
実習等、グローバル人材育成に資する先端的、か
つ魅力的な授業を多数実施いたします。授業は英
語で行われ、世界中から集まる参加者とともに質
の高い授業を受けられる環境となっています。日
本国内の学生にとっては、日本に居ながらにして
世界で活躍している研究者の授業を受講できる貴
重な機会を提供いたします。
　本プログラムに参加することで、研究者や他国
の学生とのコミュニケーションを通じた異文化理
解力、語学力およびコミュニケーション能力の向
上等が期待されます。毎年６月から８月の９週間
を３つの期間に分けまして、この期間に本学の国
際化および海外の大学との共同教育、研究を推進
し、学生への国際的な教育機会の流出ばかりでは
なく、本学の教育研究力および知名度を向上させ
ることを目的としてございます。
　ラーニング・サテライトは、グローバルに活躍
できる人材を海外で教育し、本学の教育の世界お

ける通用性を高め、本学と海外大学間の協同教
育、研究の推進につながることを目的とした取り
組みで、昨年から開講をしております。本授業で
は、海外大学、コンソーシアム等と連携して行う
共同科目の開講を目指し、将来的には本学学生が
海外でも本学の単位を取得できる仕組み作りや、
海外に在住する他大学の学生や社会人が本学の科
目を現地で受講できることを目標としています。
　こちらが今申し上げました、Hokkaidoサマー・
インスティテュートと、ラーニング・サテライト
のうち、中国の大学と協力して今年実施する具体
例でございます。これらの各取り組みを通じ、両
国間の教職員、学生の交流がより一層促進される
ことが期待されます。
　次に、新渡戸教育システムについて紹介いたし
ます。新渡戸教育システムはグローバル人材を育
成することを目的としており、学部生向けの新渡
戸カレッジと、大学院生向けの新渡戸スクールの
２つがございます。本システムの特徴といたしま
しては、１つ目としてグローバル人材に不可欠な
高度の英語力と、高いコンフィデンシー、人間力、
生きる力の育成を図り、２つ目といたしましてア
クティブラーニングを駆使した主体的に学ぶ力を
確立し、３つ目といたしまして修学ポートフォリ
オを活用した学びを指導の可視化と効率化。４つ
目といたしましては同窓会ネットワークを活用し
た教育キャリア支援、以上の４つが挙げられます。
　では、それぞれの内容についてご説明いたしま
す。新渡戸カレッジは2013年に創設されました
学部生向けのプログラムで、グローバルリーダー
の育成を目的としております。本カレッジは学校
教育と並行して豊かな人間性、国際性を育むため
に取り入れられた各種教育を実践する特別教育プ
ログラムでございます。本カレッジでの学習を通
して幅広い知識にとどまらず、品位ある自律的な
個人の確立、文化的、社会的背景に根差したアイ
デンティティーの確立、同時に国際性とリーダー
シップの醸成を目指した教育が行われておりま
す。学生は原則として１セメスター以上の海外留
学に参加することになっています。なお、前ペー
ジにもございましたけれども、本カレッジの名称
は北海道大学の前身でございます
札幌農学校２期生で国際連盟事務次長を務めまし
た新渡戸稲造に由来しております。
　最後に、新渡戸スクールを紹介いたします。新
渡戸スクールは2015年から開始されました大学
院生の特別教育プログラムでございます。本学の
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学生はそれぞれの専攻において高度な専門性を習
得するのみならず、その専門性を生かし、要はプ
ラスアルファの力を伸ばすことでグローバル化に
象徴される社会の急激な変化の中で、新たな社会
的価値の創造に貢献する専門家として成長をいた
します。異なった国籍、文化、使用言語を持ち、多
様な専門性を背景とする学生が着実にステップ
アップするために構築されたプログラムのもとで
徹底したチーム学習を行う、これが新渡戸スクー
ルの学びでございます。また、2017年度からは修
士学生向けに新渡戸スクールの定員を120名に増
加し、さらに博士課程を対象とした上級プランを
実施する予定でございます。
　北海道大学では、本日紹介いたしましたように
代表的な取り組みを中心に、世界の課題解決に貢
献する北海道大学、世界の課題解決をけん引する
グローバル人材を目指して育成いたします。ま
た、その育成を通じまして、大学の国際通用性の
向上と、国際競争力の強化を図ることによりまし
て、世界最高レベルの大学を目指してまいりま
す。ご清聴誠にありがとうございました。

角南　ありがとうございました。先生方には非常
にきちっと時間を厳守していただきまして、無事
に全てのプレゼンテーションを時間内に終わるこ
とができて、私もほっとしております。
　あと十数分時間がございます。せっかくの機会
ですから、もしこの会場に来ている、朝からずっ
と皆さん聞いていただいているわけですけれど
も、何か質問等がございましたら受けたいと思い
ますが。今、ちょっと質問考えていらっしゃると
思います。
　私もこのセッションを特にまとめるつもりは
ございませんが、幾つかキーワードがあったのか
なと思います。まさに世界のトップレベルを目指
す、あるいは世界の最高レベルの大学というもの
は、まずオープンでなければいけません。大学と
いうのは、なかなかその門の中に一般の人が入り
にくい、何か特別の建物があるような、そんな雰
囲気があるんですけれども、実はもうネットワー
ク化され、オープン化されているということで、
社会の中にいろいろな所にこの大学がにじみ出て
いくような、そんなイメージを持ったように思い
ます。
　それから、多様性です。つまりこれは学問、学
術的な意味での多様性のみならず、これはもうグ
ローバルという視点で、ありとあらゆる国の学

生、研究者とつながっていくということ、それか
ら京都大学の話もそうですし、お茶の水女子大学
の話もありましたけど、女性の社会進出というこ
ともありますので、こういった意味での多様性と
いうのも大きなこの新しい大学のモデルなのかな
と思いました。
　それから、全ての大学の話の中に、やはり皆
さん未来を志向しています。未来を見据えたビ
ジョンを提示されたっていうことです。これもま
さに、これは西尾先生のユニバーシティ4.0の姿
がかなり見えてきたのかなという印象を持ちまし
た。そういった意味では、こうしたオープンで、
多様で、そして未来を見据えるということにつき
ますと、この日本の大学と中国の大学がますます
連携していくことの重要性というのを新たに感じ
たわけでございます。”Study with asia, Challenge 
to the World”というお話もありましたけれども、
まさにそういうときが来たのかなと強く認識いた
しました。
　22 の大学のプレゼンテーション、きょう１
日あったわけですけれども、どなたかもう少し
ちょっと取り組みで、このお話、こういうのを聞
いてみたいなという質問がございましたら、挙手
をしていただければと思います。特にないでしょ
うか。ありますか、はい、山極先生。

山極　オープンという言葉が最初に出されて、こ
れは特に大阪大学の西尾先生が強調された言葉だ
と思うのですが、今後産学連携とか、あるいは２
国間の、あるいは大学間の連携を進めていく上で、
オープン、全てオープンにするのはなかなか難し
いと思うのですね。そのプロセスでどう実現して
いくかというときに注意すべきこととか、もしお
考えがあればお聞かせいただければと思います。

角南　今、質問が出されましたけど、どなたかお
答えできる先生がたいらっしゃいますでしょう
か。松尾先生。

松尾　一つのアイデアなのですけれども、私はつ
いこの間ドイツに行って帰ってきたんですけれ
ども。ドイツではご存じのようにフラウンホー
ファーっていう、巨大な、これはいわばブリッ
ジング機関というのですか、橋渡し機関があっ
て、そこがこういう基盤的な研究と企業への橋渡
しを担っているのですね。ドイツ行って聞いたと
きに、フラウンホーファーは個別の企業と、そん
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なに細かいことはやってないで、あくまで基盤技
術を大学と一緒につくるのだというふうなことを
言っていましたので、個別の大学が個々の企業と
やるというのは、一つのモデルであると思うので
すけれども、もしその課題が全人類的で非常に大
きな課題であるときには、やっぱり利益相反の問
題もあるので、そういった仕組みもつくっていく
のが一つの重要かなと思います。

西尾　企業とのことで、産学連携ということに関
してよりオープンというか、ユニバーシティ4.0と
関わることで申し上げたいのは、今、産業構造が
IoTという中で大きく変わってる中で、企業も今、
例えば、大きな企業のトップの方と話しても、何
をやっていったらいいのかが分からない状況に今
陥っています。そういうときに、今まで企業と大
学との関係は、大学がシーズを提供して、企業が
ニーズを提供してマッチングを図っていくという
ものだったですけれども、今後よりタイトなオー
プンで求められるのは、最初から何をやっていく
のかというところから企業と大学がオープンな形
で議論していくという、ここのところがもう違う
フェーズに入っていまして、そこが今までの大学
のモデルからいうと競争していくというところが
ユニバーシティ4.0の本質だと私は思っています。
そういう意味の今後より基礎的なところ、よりベー
シックなところから大学と企業がいかに連携して
いくのかということが大事になると思います。
　そのときに山極先生のおっしゃった意味で、気
を付けなければならないということが、大学とし
ていつも問われることが、一つの企業のためだけ
にその成果を提供するということが大学の持つ公
共性に反するかどうかという問題がありまして、
そこのところで企業に提供するもの、あるいは世
の中にきっちりと公開していくものというような
ところをうまくそこでいかに調整していくのか、
そこでいかにすみ分けていくのかっていうのは大
きな問題だと思います。
　これがもう一方でいうと、今ビッグデータ解析
ということで、オープンサイエンスということが
言われますけれども、研究のプロセスとかそうい
うところで得られているデータを全てオープンに
したらいいのかどうなのかっていうことは、これ
は大きな問題になります。例えば、国として非常
にたくさんの予算を投じたものをすぐにオープン
にしていっていいのかどうなのかっていう問題が
あります。これに関してはやはり分野ごとにおい

て、やはり国レベルの、あるいは世界レベルにお
けるポリシーを早く作らないと、現場では相当混
乱すると思います。ですから、国益とかそういう
ものを考えた上でも、そういうビッグデータ、研
究のプロセスで得られているデータのどの部分は
オープンにして、どの部分はやっぱりクローズド
にしておくのか、あるいはある年限がたてば全て
オープンにしていくとか、そういうポリシーがま
すます今後重要になってくるというふうに私は考
えます。

角南　ありがとうございます。第５期科学技術基
本計画の議論のときもいろんな非常に難しい問題
をありがとうございました。せっかくですので中
国の先生にもお伺いしたいと思いますけれども。
産学連携ということで、私も今から十数年ぐらい
前に経済産業省の研究所に居たときに、最初に産
学連携は日本よりも中国のほうが進んでいるので
はないかということで、通商白書にコラムを書か
せていただいたのを覚えていますが。そのときに
もハルビン工科大学にもお邪魔して、産学連携の
進展というものを私も目の当たりにしてびっくり
したのを覚えております。あれも10年ぐらい経っ
ていますので、今はどんな感じなのかなというと
ころもあるので、ぜひ周玉先生に一言。

周　簡単に紹介をさせていただきます。本学の特
徴として割とその辺が際立っております。工学系
でありますので、企業との結び付きは非常に強い
です。設立当初は中東鉄道のためのエンジニアを
育成するためでもありましたので、エンジニアの
実態と非常に緊密につながっております。ですか
ら、専門の設置、さらには学生の養成プラン、カ
リキュラム等は全部エンジニアリングの中での実
際の問題に回答を出すために育成をしているわけ
であります。
　長年にわたりましてロシアのやり方を採用して
いました。すなわち専門ではなくて対象ごとにカ
リキュラムを設けていました。例えば、アメリカの
場合ですと材料科学とエンジニアリングといった
ような専攻がありますが、しかしロシアの場合だと
違います。例えば鋳造、鍛圧、溶接、熱処理、すな
わちプロセスごとに専攻を設けており、それが現
場、工場のニーズとマッチしております。しかも５
年間の期間、長いときは6年間でありました。１年
目はロシア語を学ぶための期間であります。
　先ほど説明しましたように、大体40パーセン
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トの時間は研修に割かれていました。例えば卒業
のための研修、さらには機械を学ぶためのさまざ
まな研修を実施していました。工作機械を使った
り、または仕上げの工程を学ぶための研修だった
りを実施しています。それが故に卒業生の多くは
卒業しますとすぐに使える人材になっていたわけ
です。それが故に長年にわたりましてエンジニア
のゆりかごというふうに言われていました。その
意味から企業と密接な関係がありました。そのた
めに研究成果がたくさん生まれたわけです。例え
ば、物づくりに関しての能力は非常に高いです。
多くの研究成果は生産現場のニーズに応えるため
のものであります。例えば仕事上の問題が発生し
ますと、多くの企業が本学を訪ねてきます。そし
てこの20年、われわれの上部機関は中国の航空宇
宙省に所属しており、多くの卒業生は航空宇宙分
野に配属され、しかも多くの企業からもそういう
要請が出されました。当初、中国は計画経済であ
りまして、募集にしても、また就職にしても全部
計画に従って行われていました。それが故に当校

は航空宇宙産業の人材養成を特徴としています。
例えば先ほど説明しましたように、われわれが研
究開発した小型衛星は既に４つないし５つ打ち上
げられております。さらに企業からの要請も強く
ありますので、企業から科研費もたくさん頂いて
おります。特殊的ないきさつがあるからこのよう
なことができると思います。先ほど申し上げまし
た、大学にしてみれば、規模ではなくて特色を求
めるべきです。例えば総合実力の強いところは総
合大学、技術の強いところは技術力を求めるべき
だと思います。以上です、ありがとうございます。

角南　ありがとうございました。ちょうど話が面
白くなってきて、ここで名古屋工業大学の鵜飼先
生に話を聞きたいなと思ったのですが、ちょうど
時間になってしまいましたので、ここでこの第２
セッションを終わらせて、クローズさせていただ
きたいと思います。今一度、この登壇者の先生が
たに拍手をお願いいたします。





閉会挨拶
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呉 岳良　■中国科学院大学 副学長

1962年江蘇省宜興市生まれ、理論物理学者。中国科学院院士、開発途上国における科学振興のための世界科学アカデミー
(TWAS) フェロー。現在、中国科学院大学副学長。1982年南京大学物理学科卒業、同年、中国科学院研究生院に入学。1987年
中国科学院理論物理研究所にて博士学位取得。1987年より1996年にかけて、ドイツドルトムント大学、ヨハネス・グーテン
ベルク大学マインツ、アメリカカーネギーメロン大学、オハイオ州立大学にて基本粒子物理と量子場理論分野の理論研究に従
事。1996年より中国科学院理論物理研究所副研究員、研究員、博士指導教官、1998年から2014年、中国科学院理論物理研究
所第一研究室主任、副所長、所長、理論物理国家重点実験室主任を歴任。中国科学院カブリ理論物理研究所所長、アジア太平洋
理論物理センター理事会主席、董事会メンバー、科技部「ダークマター・ダークエネルギーの理論研究と実験先端研究」973項
目主席科学者を兼任。研究分野は粒子物理、量子場論、対称原理、宇宙学。1996年国家傑出青年科研基金受領、1997年国家人
事部「百千万人材工程」選出、1998年政府特殊手当受領、2000年中国科学院百人計画選出、2003年中共中央組織部、宣伝部、
統戦部、人事部、教育部及び科学技術部より留学帰国者成就賞受賞、2005年国家自然科学二等賞受賞。

PROFILE

尊敬する学長の皆様、ご在席の皆様、こんにち
は。2016中日大学フォーラムが間もなく幕を下
ろそうとしております。私は中国の主催者を代表
いたしまして、中国科学院大学を代表いたしまし
て、このフォーラムにご参加した皆様、そしてこ
のフォーラムのために関心を寄せていただいた、
各大学の学長の皆様、そして関係者の皆様に心よ
り感謝を申し上げます。
そして、科学院大学を簡単にご紹介させていた
だきたいと思います。科学院傘下にある大学であ
ります。その前身ですけれども、大学院でありま
す。そして新しい中国ができてから初めて院生を
育成する大学院として設立された、マスター、ド
クターを育成する大学院でございます。そして、
初めての工学博士、初めての女性の博士を輩出し
ました。現在4万5,000人の大学院生が在籍して
おります。2014年からは本科生を募集するよう

になりました。今後の科学技術のリーダーを育成
する目的であります。また、海外の留学大学院生
も1,000名以上在籍してございます。そして、博
士は約800名で82の国から来ております。
中国とJSTとの間で日中の交流フォーラムを開
催する運びとなり、今回は40余りの両国の大学
の関係者を招聘することができました。大学の高
等教育および科学研究、そしてグローバル人材、
一流の大学の構築等を巡って議論してきました。
さまざまな立場、そしてそれぞれの理念から世界
の一流の大学、学科建設、考え方をご紹介いただ
きました。また、両国の交流についても素晴らし
い意見が出されまして、交流することができまし
た。これはその経験を共有できた盛大なフォーラ
ムでありました。これをきっかけに今後も大学の
建学の道を共に模索していきたいと思いますし、
さらに広く、より突っ込んだ協力関係を構築して

いきたいと思います。
科学研究院はできてから60年余りた
ちました。私どもの科学院が科学研究
を中心とした高等教育のシステムを構
築してきました。大学院、学部、そして
研究所、三位一体の体制を構築してき
ました。人材を育成する優位性も持っ
ております。全国各所に100余りの研
究所がございまして、人材育成をモッ
トーとして国のために奉仕する、とい
う方針も打ち出しております。研究所
とともに大学院と一緒に新しい建学の
モデルを模索してまいりました。特色
のあるやり方でございます。参考にす
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べき前例もございませんでしたので、これまで何
十年もの間、様々な問題にも直面してきました。
そういう意味で今回のフォーラムを開催するこ
とによって、両国の専門家の議論を拝聴し、いろ
いろなことを学ぶことができました。またヒント
を得ることもできました。そのフォーラムの後に
も総括して皆様の経験を拝借して、私どもの大学
建設に生かしていきたいと思います。
グローバル大学というのは世界の一流の大学
ではないかもしれません。しかし、一流の大学と
いうのは必ずグローバル大学であります。ですの
で、こういったフォーラムの場を通じまして、新
しい友達を作り、相手の経験を共有するという狙
いがあります。４月15日、李克強首相が北京大
学、清華大学を訪れまして、座談会を開き、次の
ように話しました。国の総合的競争力の重要性を
きちんと認識する必要がある、と。アメリカの場
合は20世紀、70年代に上場企業が５割以上あり、
日本や韓国の上場企業も90年代において既に５
割以上でありました。中国がこういった一流の国

になるために、やはりそのナレッジというリソー
スに頼る必要があり、これは国づくりを促進する
原動力だけではなく、またナレッジをつくる場所
でもあります。つまり、大学が教育と科学研究を
うまく融合させる必要があります。学長も、イノ
ベーション能力のある、そして国際的な視野を持
つ多角的な文化を理解する、グローバル人材を育
成する重要性に触れられました。
そのため、科学技術者としても、管理者にして
も、そのオープンな理念に基づき多分野、多層的
な協力関係を構築し、交流を深める必要があると
思います。
この大学フォーラムは、両国の大学づくり、そ
してクオリティーの向上に大きな貢献はできる
と思います。そして新たな力も注力できると思い
ます。最後に、皆様方にお願いがございます。引
き続きこのフォーラムに関心を寄せていただき、
来年のフォーラムで再会したいと思います。ご清
聴ありがとうございました。
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ただ今ご紹介いただきました、科学技術振興機
構、JSTの理事の安藤でございます。本日はお忙
しい中、多数の方にご臨席をいただきました。来
賓の皆様方、そしてご講演、ご討論に参加をいた
だいた皆様方、本当にありがとうございました。
大変刺激的で示唆に富んだ内容であったと思い
ます。
今回の日中大学フォーラムは第９回目でござい
まして、私どもも主催者として力を入れて、また
心を込めて準備を進めてまいりました。科学院大
学の協力とも一緒に準備を進めてまいりまして、
今回のフォーラムも皆様方にとって非常に実り
多い内容になったものというふうに確信をして
おります。
本日のフォーラムは日中大学フェア・アンド・
フォーラム・インチャイナ2016、この皮切りでご
ざいます。9日から10日にかけて北京および山東

で留学、人材交流の促進、共同研究や産学連携促
進を目的とする催しを開催させていただきます。
この催しにおきましても、約40の日本の大学、企
業が参加いたします。さらなる日中交流の機会に
なるものと思いますので、お時間の許す方、ぜひ
ともご参加をいただければと思います。
さて、ご登壇の方々のお話の中で何度も出てま
いりましたけれども、アジアが世界における成長
のセンターであり続けるために、この原動力と
して科学技術イノベーション、そしてそれを支
える人材育成が欠かせません。このため、私ども
とJSTにおきましても、中国ともしっかりと協力
して大学、研究機関、産業界の緊密なパートナー
シップのもとで革新的な成果の創出、人材の育成
等さまざまな事業を進めております。
本日このフォーラムはここで終わりますけど
も、まさに次からの日中間の議論、そして協力の

スタートでもありますので、今後とも
日中間の連携をますます深めて、アジ
アにおけるオープンなイノベーション
の場の形成に貢献できますよう、引き
続き努力を重ねてまいりたいと思いま
す。このことをお誓いして閉会のあい
さつとさせていただきたいと思います。
また、最後ですけれども、JSTそして
科学院大学で、このフォーラムの準備
を進めていただいた多くのスタッフの
皆様方の甚大なる努力に感謝を申し上
げて閉会の挨拶とさせていただきます。
ありがとうございました。

安藤 慶明　■ 国立研究開発法人科学技術振興機構
総括担当理事

昭和61年3月 一橋大学法学部卒。昭和61年4月 科学技術庁原子力安全局原子力安全課原子力
安全調査室。平成20年7月 独立行政法人科学技術振興機構経営企画部長。平成24年4月 文部
科学省研究振興局基礎研究振興課長。平成26年6月 同研究振興局振興企画課長。平成26年11月 
同大臣官房審議官（研究振興局担当）。平成27年10月 国立研究開発法人科学技術振興機構（総
括担当理事）。

PROFILE
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■ 野依 良治　科学技術振興機構研究開発戦略 センター長
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■ 万 立駿　中国科学技術大学 学長
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■ 里見 進　東北大学 総長
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■ 段 献忠　湖南大学 学長
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■ 関 乃佳　南開大学 副学長
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■ 王 乗　蘭州大学 学長
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■ 呉 朝暉　浙江大学 学長
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■ 鵜飼 裕之　名古屋工業大学 学長
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■ 羽田 正　東京大学 理事・副学長
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■ 藤嶋 昭　東京理科大学 学長
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■ 室伏 きみ子　お茶の水女子大学 学長
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■ 朱 崇実　厦門大学 学長
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■ 蘆 中昌　大連理工大学 副学長
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■ 松尾 清一　名古屋大学 総長



144 国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

日中大学フェア＆フォーラム in China 2016



145

世界最高レベルの大学を目指して ～高等教育と研究開発の両立をめぐって～

国立研究開発法人科学技術振興機構  中国総合研究交流センター（CRCC）

主
催
者
挨
拶

来
賓
挨
拶

特
別
講
演

基
調
講
演

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
紹
介

中
国
政
府
国
費

留
学
制
度

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

閉
会
挨
拶

講
演
資
料

■ 山極 壽一　京都大学 総長
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